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刊行のことば

　ここに噛立国語研究所年報一31一』を刊行する。本書は，昭和54年度に

おける研究の概要及び事業の経過について報告するものである。

　本年度から，日本語教育センターに第三硯究室が設けられ，また国語辞典

編集の具体的計画を定めるための国語辞典編集室を開設した。

　当研究所の研究及び事業を進めるに当っては，例年のように地方研究員を

はじめ，各種委員会の委員，各部門の研究協力者や被調査者の方々の格携の

御協力を得ている。また，調査について，各地の県及び市町村教育委員会，

学校，幼稚園，図書館等の御配慮を仰いでいる。その他，畏年にわたって当

研究所に寄せられた大方の御厚意を深く謝するとともに，今後とも御支援が

得られることを切に願う次第である。

　　昭和55年7月

国立国語研究所長

林 大
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昭和54年度の調査研究のあらまし

研究所の機構は次のとおり（55年3月31日現在）。

i評議員会i

所　　長一 1

一庶務　部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

一言語体系研究部
國語の体系IC関する科学的調査研究

一言語行動研究部
圏民の言語使用に関する科学的調査研究

一言語変化研究部
墨書の地域的，時代的変化に関する科学的調査研究

一言語教奮研究部

　　　　務　　課
一一`A　　計　　課

一ii鶉　　書　　館i

［総総鰍関…醗
　　現代語の語彙体系に関する調査研究

t一謌鼬､究室
　　現代語の表現及びその伝達効果に関する調査研究

一第二研究室
　　社会生活における言語使用に関する調査研究

一第三研究室
　　音字及び文字に関する実験的研究

一第一研究室
　　方冨に関する調査研究

一第二研究室
　　近代語に関する調査研究
一1＿至ζ猷．輝．．糞黛．．」

　　国語及び図語間題に関する情報の収集・整理

国民に対する国語の教育に関する科学的調査研究

一雷語計羅研究部
国語及び国民の言語生活に関する計量的調査研究

一日本語教湾センター
外国入に対する日本語教育に関する基礎的実際酌調査研究及

びこれに基づく研修，教材作成等の業務

　第一研究窒
　　言語能力に関する譜査研究

一第一研究室
　　語彙に関する計量的調査研究

一第二研究室
　　文字・表記に関する計量的言周査研究

一第三研1究室
　　言語の電子計算機処理及びそのプログラムの開発に関する調査研究

一第一研究室
　　日本語教育に関し，臼本語の音声，文字，語彙及び文法並びに撮本人の
　　書語行動様式に関する調査研究並びにこれに基づく教育内容に関する調
　　査研究

1－ag二研究室
　　臼本譜教育に関し，日本語と欧米諸雷藷との対照研究及びこれに基づく
　　外国入の母語別，学習目的別等による教育方法に蘭する調査研究
一鶴　三≡三　研　究　室　（54．10．1　以置鐸…）

　　日本語教育に関し，東南アジア詩轡語との対照研究及びこれに基づく外
　　二人の母語溺，学習目的劉等による教育方法に関する調査研究

一H本語教育研修室
　　黛本諮教育に従事し又は従事しようとする奢に対する一般的基礎的な研
　　修に関する調査薪究及びこれに基づく研修会等の開催
一日本語教畜教材開発室
　　日本語教育に関する基本的教材・教具の開発に関する調査研究及びこれ
　　に基づく教材・教異の作成，提供

なお，国語辞典の編集に関して，辞典編集準備室を設けている。



　本年度の研究項囲および分担は次のとおりである。

　言語体系観究部

（1）現代語文法の記述的研究　　　　　　　　　　　　　　　　第一研究室

　　現代日本語文法の体系的な記述を農的とする。本年度は，動詞のカード

　によって，主としてムードに関する分析を行い，また副詞のカードによっ

　て，主として陳述副詞の分析を行った。（16ページ参照）

（2＞現代語彙の概観的調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　第二研究室

　　雑誌についての経年的語彙調査を継続し，集計結果の検査にはいった。

　格支配を中心に，基本的な和語動詞の用法を分析。機械工学用語について

　使用度数と明治以後の変化とを調査。雑誌九十種資料の外来語表記の分析

　に着手した。　（18ページ参照）

　言語行勤研究部

（3）敬語の社会的賑究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第一研究室

　　一般企業における敬語の実態を把握する昌標で，52年度までの3年間に

　行った調査の整理を進めた。東京，茨城，関西の事業所を対象にした，面

　接，アンケート，録音などの各種調査について，個捌的・対比的な集計・

　整理を進め，それらの分析・検討をまとめながら，調査報告書の漂稿執筆

　にi着手した。　（20ページ参照）

（4）現代語の表現の文体論的三三　　　　　　　　　　　　　　第一研究室

　　文学作品を中心とした現代文章資料にあらわれる各種の表現法を体系的

　にとらえることをとおして現代日本語のレトリックを考える研究である。

　本年度は，修辞学・文体論・表現批評の分野の文献から関連情報を収集す

　ることと，比喩表現の内容面の分析を進めるための用例補充作業とを，継

　続して行った。（22ページ参照）

㈲　所属集団の差異による言語行動の比較研究　　　　　　　第二研究室

　　昭和47年度に愛知県岡崎市で，49年度に東京都区内・大阪市で行った二

　っの社会書語学的調査の資料の整理・集計および一部の分析を行った。そ

　の結果について，学会やシンポジウムなどで発表した。（24ペーージ参照）

　　　　　　　　　　　　　　　一3一



〈6）言語行動様式の分析のための基礎的研究　　　　　　　　　第二研究室

　　前年度に引き続き，大阪地区および東京地区（国立綴語研究所内）で録

　画・録音資料を収集し，この資料について文字化（片かな，文節分かち書

　き）作業を行った。また，書謡形式と非言語的行動を対照するための方式

　を検討し，それに基づいてテクストを作成した。　（26ページ参照〉

｛7）図形・文字の視覚情報処理過程および読書過程に関する醗究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第：；二研究室

　　視覚情報処理の立場から，短時間提示条件における単語の知覚過程に関

　するモデルを検討し，また眼球運動を詣標とする読みの過程についての実

　験を分析した◎　（27ページ参照）

（8）動的人工口蓋による発音過程に関する研究　　　　　　　第三研究室

　　ダイナミックパラトグラフィを分析法の主軸として，現代臼本語の音声

　を調音的，音響的，機能的な側面から明かにすることを目詣す。第一年次

　に当たる今年度は，まず，資料収集に重点をおき，2名の被験者から調音

　時における舌と口蓋の接触情報を収集すると共に，観灘システムの一部の

庵算機による自動処理化をすすめた。　（29ページ参照）

　言語変化研究部

19）方書における音韻・文法の諸特徴についての全国的調査研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第一研究室

　　5か年計画の第3年次である。　「方書における音韻・文法の諸特徴に関

　する全国的調査研究！lは，本調査の第1年次として，共通調査票を旧いて

　全国275地点で臨地調査を実施した。　「方言研究法に関する基礎的研究」

　については，薪潟県中越地方および佐渡島に分布するオ段長音の開合の区

　溺についての実験的調査および録音を行った。なお資料集3点を刊行し，

　また，沖縄県において方書による会話の録音・文字化の補充を行った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（31ページ参照＞

GO）明治初期における漢語の研究　　　　　　　　　　　　　　第二研究室

　　明治初期の翻訳小説『欧州奇事花柳春話』（漢文酸訳鯵〉と『通俗花柳三三』

4



　（聯文体）との漢語について比較考察するため対応語一覧表および用例集を

　作成した。東京欝ヨ新聞の用語・用字調査は前年度につづき昭諏12・22・

　32・42年の語表記集計カードを作成し，明治10年から昭撫2年まで10年間

　隔で漢字含膚率を調査した。また，近代語研究資料の調査を行った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（40ページ参照）

⑳　現代人文関係用語の成立過程に関する藩究　　　　　　　第二研究室

　　現代の入文関係用語の成立と，定着の過程を明らかにする。そのため明

　治初期の学術用語集「哲学字彙」の中から今日に定着した人文関係用語

　（訳語）を抽出した。その成立過程を英和辞典で究明するため文化8年

　（1811）～昭和52年（1977）までの英融辞典鼠録を作成し，その中から代表的

　な英和辞書61種を選び記入用の対照一覧表を作威した。また，坪内門下の

　作癩から訳語・外来語の採集を行った。（44ぺ～ジ参照）

　言語教育硫究部

⑫　幼児・児童の認知発達と語の意味の習得に関する調査研究　第一研究室

　　幼児・児童における母国語の習得過程，及び物語の欝得と三男・児童の

　人聞的能力の発達との関係を畷らかにするため，本年度は，昨年に引き続

　き（1＞幼晃における範解語の概念発達に蘭する研究，（21一勇売の言語の録音

　の文字化及び分析，（3）小学校の国語教鞭に関する準備的研究の三課題を行

　つた。　（49ペーージ参照）

　言語計埋研究部

㈱　高校教科書の用語。周字調査　　　　　　　　　　第一，二，三研究室

　　国民が一般教養として，各分野の専門知識を身につける時に必要となる

　用語用字の実態を明らかにすることを目的として，高等学校の社会科・理

　科の教科書を対象として調査・分析を行うものである。本年度は第6年次

　で，約60万語のデータの同語異語半々作業と，その計算機処理を行った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（52ページ参照）

⑭　現代表記の多様性の実態と表記意識に関する調査研究　　　第二研究室

　　現代語の表帯のゆれや誤用について，それが，①どのような語に現れる

　　　　　　　　　　　　　　　一　5　一



　か，②どのような要因でひきおこされるか，③どのような意識を一般国民

　がもっているかなどの観点から，三年二面で調査研究を行っている。本年

　度は，最終年度として，①と②については，まとめの作業を行い，③につ

　いては，一般成入約300人を対象とした，表記意識に関する検証調査を実

　施した。（56ページ参照）

（15）現代の文字・表記に関する研究　　　　　　　　　　　　　第二研究室

　　現代の文字・表記の実態を記述するとともに，そこに合まれる諸問題に

　ついて，種々の観点から，理論的な検討を行うことを目的に，本年度から

　開始した。本年度は，漢字の基本度，漢字の機能，表記行動，文字・表記

　の計量的調査の方法などについて，研究に着手した。　（58ページ参照）

圃　電子計算機による言語処理に関する基礎的研究　　　　　　第三研究室

　　電子計算機（HIτAC－M　150　レンタル開始昭胸54．12．1），高速漢字プリン

　タ（NEAC－N　7370，レンタル開始昭掬55．1。5）及び漢字テレタイプ（NEAC－N

　6300－50N，レンタル開始昭和55．1．5）への切り替えに伴い，新システムへの

　ソフトウェアの移行と三三用字調査及び雪語の自動処理に関する基礎的研

　究を行った。

　　また，日本語を含む言語を理解する，人工知能に関するアルゴリズムを

　研究し，計算シミュレーションのためのプログラムを開発した。そのほか，

　モデル化の基礎となる言語の基礎的データを収集した。　（60ページ参照）

　日本語教育センター

（IZ　冒本語の対照言語学的研究　　　　　　　　　　　第一・二・三二究室

　　外国人に対する日本語教育の基礎となる，日本語の対照雷語学的研究の

　方法論を研究し，それに基づく個甥書語との具体的な対照研究を展開しょ

　うとするもので，「対照文法記述のための概観的研究」，「日独語の対照言

　語学的研究」，「日英対照による日本語の発話行為の研究」の三つを具体的

　な課題として硬究を進めた。　（62ページ参照）

⑱　B本人と外国人との言語行動様式の比較対照的研究　　　　第一研究室

　　日本入の言語行動様式の類型を体系的に把握しようとする研究である。

　　　　　　　　　　　　　　　一　6　一



　二三行動の具体例をまずテレビ番組のドラマの中から採集し，比較対照的

　観点からの検討をも加えて整理したあと，実際の生活場面の中での類型と

　の差異についても調査を進めている。本年度は前年度に引き続き資料収集

　を行ったほか，従来の，日本のドラマの外国人の観点からの分析に加え，

　外国のテレビドラマの田本入の観点からの分析を行った。（73ページ参照）

（19）日本語教畜のための基本的な語彙に関する比較対照研究　　第一研究室

　　昭和53年度までの「日本語教育のための基本的な語彙に関する調査研究」

　の成果として得られた，「日本語教育基本語彙第一次集計資料」（2，000語，

　6，000語）について，これに各種の観点から検討を加えて，日本語教育の

　ための学習基本語彙の選定を行おうとするもので，54年度は主に2，000語

　について，検討と選定を進めた。　（75ペー一一ジ参照）

⑳　日本語教育の内容と方法についての調査研究　　　　　　　第二研究室

　　外国人に対する日本語教育の内容と方法について現状を把握するために，

　年少者に対する日本語教育機関からの委員を委嘱し，研究連絡協議会を開

　き，教育上の諸問題の分析を行った。教育の現場に直接還元できる研究と

　しては年少者（小学校3～5年）の初級50時間のための基本的文型の検討

　を行った。また，機関（琉球大学・在日米軍附属沖縄久場崎ハイスクール

　ほか）訪問による実態調査を実施した。　（77ペーージ参照）

㈱　H本語教育に関する情報資料の収集・提供　　　　　　　第二研究室

　　外国語としての日本語教育を有効に行うために，これまでに国内・国外

　で研究され，ill版された日本語教育に関する教科書・副教材・辞書および

　対照研究に用いられるべき外圏語教育および言語研究に関する文献を収集

　整理した。また，関連分野の専門家3名より，国外における日本語教育・

　N本語研究の実態に関する情報を得た。（80ページ参照）

爾　臼本語教育研修の内容と方法についての調査研究　　日本語教育研修室

　　研修に必要な教育内容の明確化，教授資料・教材等の整備充実，また研

　修受講者の能力・専門・愛講期間等に応じた研修制度のあり方，カリキュ

　ラムの設定などについて，基礎的な調査研究を行う。本年度は，研修のた
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　めの教授資料・教材の整備の一環としてプログラム教材「四一活用と非四

　毅活用」　「カタカナの筆順」を試作し，また爾本語教育界における研修の

　要望を把握するために特に南九州地域の調査を実施した。（81ページ参照）

綱　日本語教育教材開発のための調査研究　　　　　冒本誌熟慮教材開発室

　　既存教科書における語彙・構文について，特に視聴覚教材に資する目的

　からE　・　JoτdenのBegining　JapaneseおよびA。　AlfonsoのJapanese

　熱鍛9uage　Patternsの語彙・文型のカード化と，鹿本語教育映画基礎篇

　（53年度までのもの）の語彙のカード化を行った。上記の作業等をもとに

　「談話における賦はい』と遇え』の機能2を執筆発卜した。そのほかビ

　デォ教材「おくりもの」を実験擬心した。　（84ページ参照）

図　国語および醸語問題に関する情報の収集・整理　　　　　文献調査室

　　例年のとおり新聞・雑誌・単行本について調査し，傭報の収集整理を行

　つた。　（85ぺ～ジ参照）

　なお，上記の研究のほかに，文部省科学研究費補助金の交付を受けて，以

下の研究を行った。

　特定研究（1＞書語運用メカニズムの発達的研究（代表　上野賑鶴子）

　文を単位とする書語運用メカニズムの露虫のまとめとして，日本語におけ

る文理解の癸達の一般的縞鋼を明らかにすることを露的とし，視点に関して

は図示詞を含む文の理解（3～12歳，146名を対象とする）を，ヌ：構造の観

点からは補文講造の理解（成人35名を対象とする）を課題としてとりあげ，

書語心理学的手法による実験的研究を行った。（94ページ参照）

　特定研究（1）談話行動の実験祉会言語学的研究く代表　渡辺友左）

　この研究は，コミュニケーション行動としての言語行動を鴬語表現と非書

語的行動との両側颪から総合的に把握することを量的とするものである。本

年度は，大阪禰泉地区（岸和田・堺）で座談場面を，東京地区（国立国語研

究所内）で対話場面をそれぞれ録画・録音し，資料を得た。この資料をもと
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に『談話行動の総合テクスト』を作成し，分析結果を国立国語研究所研究発

表会その他で発表した。　（97ページ参照）

　特定研究（2）日本語教育のための言語能力の測定（代表　野元菊雄）

　3年間の研究の最終隼度として，本年度は，得られた三三資料の分析をし

た。また，その戒果を研究報告ff　B本人の知識階層における話しことばの実

態』全4冊として年度末に刊行した。　（100ページ参照）

　特定研究②　児童の概念形成過程における言語の役綱と書語教育の効果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代表　村石昭滋）

　普通晃に加えて，視聴覚に障害をもつ児童が，概念形成にとって必要な特

定の語彙の意味を，どのように理解しているのか，それらの意味構造を認知

テストと関連づけながら検討した。また，53年度調査（甑島）の検証調査を

行い，デ・・…タを補充した。以上の他に，関連調査として小学校児童用教科書

における概念語の使用の実態を分析した。　（114ページ参照）

一般研究（C）言語解析を応用した日本語文修正処理の効率化に間する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代表　斎藤秀紀）

　電子計算機を使用したB本語データ修正処理に関し，次の照点から検討を

行った。

　1）　修正処理装置に関するハードウ＝ア構成の検討

　2）　インテリジェント端末用スクリーン・4ディタ機能の検討

　3）　データ自動修正処理用機械辞書の検討

　4）　日本語文章を対象とした各種統計用プログラムの作成（118ページ参照）
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昭和54年度刊行報告書の概要：

　研究報告薔（2）（報告65）

1　宮島達夫「意味分野と語種」一「現代雑誌九十種の用語用字」調査の

上位7GGO語につき，　『分類語彙表』の意味分野に応じて＄ll語・漢語・外来

　語・混種語等の分布を明らかにした0

2　村木薪次郎「臼本語の機能動詞表現をめぐって」一「連絡をとる」の

　「とる」のように実質的意味を名詞にあずけて，みずからは文法的な機能

　をはたしている動詞とその結合の特色について考察した。

3　南不二男・江川清・米田正人・杉戸圧樹「談話行動の総合テクストにつ

いて」一一談話行動研究の基礎資料として，言語的及び非書語的両側薗か

　ら談話を記録するテクストを作成する上での問題点について述べた。

4　高田正治「文章朗読における調音上の特徴について」一X線映画資料

　の文章朗読の部分について，主として直音節の母音の調音の実態を観察し

調音七宮の機能に考察を加えた。

5　大久保愛「幼児の使用語と語の意味の理解一満2歳当臼の一日調査から

一」1幼児の満2歳事i生日における全言語活動の録音を資料として，自立

語の使用について分析した。

6　岩田純一「語の意味発達一最近の研究動向から一」一一言語心理学の分

野で近年重視されてきた幼児における語の意味の発達過程について，意味

素性仮説を中心にその研究の動向を論じた。

7　日向茂男「談話における『はいntと『ええ』の機能」一日本語教材映

画のシナリオを材料として「はい」　「ええ」の基本的機能とその間の根違

　について検討した。

8　石井久雄「音韻論における日本語五母音体系」一一一現代日本藷の母音体

系につき，形態音素を考える立場からは四母音とする解釈は成り立たず，

五母音が是認されることを論じた。
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　幼児の語彙能力（報告66）

　就学前の4，5歳児クラスの幼児が日常使用する基本的な語彙について，

どのような理解の水準に達しているかを明らかにするため，特携研究「就学

前児童の書論能力に関する全国調査」の一一部門して，実施した結果の報告で

ある。調査は第二研究部国語教育研究窒（現在，言語教育研究部第一研究室）

が担当し，その執筆は村石昭三が行った。

　本報告に含まれる諸調査は，性状語テスト，時間・空説語テスト及び動詞

テストであり，性状語は13対26語，時間・空聞語は17対46語，動詞は220語

を選んだ。そして，理解の水準として，単語・単語の水準，単語・事物の水

準，事物・事物の水準を設け，主として対語，逸文，発語，誘発，認知の各

テストを実施した。調査地域は東京，東北（宮城，岩手），近畿（京都，和歌

山）であり，性状語テストは18幼稚園225名，時間・空閥語テストは18幼稚園

225名，動詞テストは36幼稚圏840名を被験者とした。こうして，各語につき，

理解の程度を開らかにしたが，そのなかで性状語に関しては，普遍的な意味

を持つく大きい，小さい〉が最も理解が容易であり，特定の隈定された意味

を持つく厚い，薄い〉〈広い，狭い〉は理解が困難である。また，各対語内

では，長い〉短い，広い〉狭い，のように，量的な多さを示す語の方が理解

が容易である。時間・空間語に関しては，時闘を表す語よりも空間を表す語

の方が理解が容易である。そして，時間を表す語のなかでは系列関係にある

語より循環関係にある語の方が理解が容易である。Hの経過を表す語では未

来を表す語の方が過去を表す語より理解が容易である。動詞に関しては，よ

り一般的・普遍的な意味を持つ語の方が特殊的・隈定的な意味を持つ語より

も理解が容易である。また，各対語内では，上げる〉下げる，点く〉消える，

のように，動作，行為，現象について時点的に先立ち，次の動作，行為，現

象の因となる語の方が理解が容易であることが指摘された。

　なお，別に，被験者の家庭環境を含む言語生活の特性をアンケートによっ

て把握し，これと語彙能力との関係を考察した。そして，幼児の年齢，言語

活動等に有意な関係を認め，地域差，性差は一部を除いて認められなかった。
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　電子誹舞歌による国語研究X（報告67）

○土屋儒一・中野洋「高校教科書用語調査システムとその設計思想」（1～1g

ページ）

　語彙調査システム論の立場から高校教科書調査の方法について考えた。

○鶴岡昭夫「高校教科書用語調査の一語単位について」　（20～51ページ）

　今回の調査に採用したW単位・M単位について，考え方と問題点を述べた。

○土屋信一「唐馬情報処理における語の把握」　（52～64ページ）

　電子計算機を使った語彙調査の「語」の詑述方法について述べた。

○鍵岡昭夫「漱石「坊っちゃん』と鴎外『雁』における助詞「へ」と「に」

　の比較」　（65～72ページ）

　前者がFへ」，後者が「に」を多用することを明らかにした。

○斎藤秀紀「分散処理システムへの試み」　（73’y88ページ）

　54年度末に導入したHITAC－M　150システムの基本的な考え方を述べた。

○中野洋「文献検索システムIRON」　（89～106ページ）

　文献検索のための実験システムIRONの考え方について述べた。本報告

書所収の文献目録は，これによったものである。

○田中車馬「文字の統計一グラフィック端末による分析一」（107～141ページ）

　漢字仮名まじり文を溝成する文字の機能を明らかにするため，各種の集計

を行い，グラフの形に表示し，分析を試みた。

○佐竹秀雄「表記行動のモデルと表記意識」　（142～168ページ）

　表記行動のモデルを設定し，表記行動と表記意識とのかかわりを，困菅余

名を対象とした調査を実施し，分析した。

○野村雅昭「漢字のパターン分類」　（169N186ページ）

　多変量解析の一一方法である数量化理論第欝欝を用いて，多くの観点から漢

字を分析し，漢字のパターン分類をこころみた。

○付録「書辞計量研究部　部内資料文献屡録」　（187飼213ページ）

　部内資料に発表された研究文献の目録および索引（件名・著奢名）である。
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　方書談詣資麟（3）一一青森・新潟・愛知一（資料集10－3）

　　　圃上　　（4）一福井・京都・島根一（資料集10－4）

　書語変化晶晶部（第一研究室）は，昭和49年度から3か年計画で「各地方

言資料の収集および文字化」を実施した。この研究は，現今急速に失われつ

つある全国各地の方書を生のままに記録（録音・文字化　騨語訳および注付）集

成し，国語研究の基礎的な資料とすることを目曲として，当研究所地方研究

員の協力を得つつ進められたものである。この二書は，昭禰50年度に（全国

23の府県から各1地点を選定して）実施した老年層話老による会誘資料のう

ち「青森」　「新潟」　「愛知」および「福井」　「京都」　「島根」の地点分につ

いて刊行（カセットテープ付）したものである。なお，編集担当者は飯豊毅

一・ ｲ藤亮一・真田信治・沢木幹栄・白沢宏枝であり，この研究企画には，

以kのほか徳川宗蟹（現大阪大学教授）が参加した。

　各書に収めた地点名と収録・文字化の担当者および収録内容は，次の通り。

　（3）　1　青森県青森帯大字牛館

　　　　　収録・文字化担当者（協力者）　松本宙（佐々木隆次）

　　　　　収録内容　1）濁打ちの頃　2）縄謡い　3）つらい農作業　4）堆と小

　　　　　作米　5）牛館嬌　6）規のさかなとり　7）お山（岩木山）の参詣

　　　　　8）ボサマ9）青森空襲

　　　＃　三惑県柏崎市大字折居字餅盤

　　　　　収録・文字化担当者　剣持隼一郎

　　　　　収録内容　1）昔の労働　2）冬の仕事　3）養蚕　4）雪の中の生活

　　　　　5）冬の楽しみ

　　　蚕　愛知県北設楽郡富山村中の甲

　　　　　収録・文字化担当者　山ロ幸洋

　　　　　収録内容1）身辺雑事2）うわさ話など3）盆唄のこと，亡き夫

　　　　　のこと

　（4）　1　福井県武生市下中津原町

　　　　　収録・文字化担当者（協力者）　佐藤茂（加藤和夫）

　　　　　　　　　　　　　　　一13一



　　　　収録内容　1）薬師如来の信仰　2）お地蔵様の話　3）道具持ちの話

　　　　4）祝儀の話（1）5）同（2＞6）精勤章（軍隊での）の話　7）幣貨改正

　　　　8）戦友の話9）娘の結婚10）酒屋の話

　　E　京都府綾部市高槻町字観音堂・桜

　　　　取録・文字化担当者　佐藤虎男

　　　　収録内容　1）黒谷の紙すき　2）こどものころの衣脳　3）小学校と

　　　　こどもの遊び　4）こどものおやつ　5）こどものころ　6）家族のこ

　　　　と　7）結婚当時のこと　8）祭りのHのこと　9）農家の主婦の苦し

　　　　み楽しみ

　　遭　島根県仁多郡横賑町大字大馬木

　　　　収録・文字化担当者　広戸惇

　　　　収録内容　1）いつも鑑襖を着て欲のなかった人の話　2）こっての

　　　　にへい3）賑槙・草取　4）盆と祭　5）稲刈　6）亥の子さん　7）膝

　　　　塗り餅・とろへん・ほとほと　8）どんど焼・ひとひ正月・こと祭

なお，この方雷談話資料は，今後，順次刊行していく予定である。

　日本雷語地図語形索引（資料集11）

　鞭本言語地図』　（全6巻・昭和41～49年刊行）の凡例に掲げた約3万の

晃出し語形くV＝　一マ字表記）をアルファベット順に排鯛し，それぞれの語形

を登載する地図名（地図番号）とともに示したもの。本書は意味分野を限定

したアルファベット順の方言辞典とも言うべきものであり，とくに，同一の

語形が複数の意味分野の地図に現れることを一瞥して知ることができること

に利点がある（たとえば，語形BEROが「唇」「舌」「唾」「よだ2Lll「垢」

「とさか」の各図に見られることなど）。ただし，それぞれの語形の使用地

域を知るためには『日本評語地園』を見なければならない。

　本書の編集の実務は，言語変化碍究部第一研究室の白沢宏枝が担当した。

一14一



　中・上級の教授法（日本謳教育指導参考書7）

　『日本語教育揚導参考書誰は，外三人に対する日本語教育に携わっている

人たちの指導上の参考に供することを囲的として刊行されている。

　今罎刊行された『中・上級の教授法』は，高木きよ子（アメリカ・カナダ

・十一大学連合環本研究センター副所長・教授）・水谷信子（同研究センタ

ー教授）・斎藤明（同研究センター助教授）の各氏がそれぞれ分担執筆した

ものである。

　本書の内容は，「中・上級の読解教育」「中・上級の話しことば教育」「視

聴覚教材の利用によるはなしことばの指導」の三部から成り，いずれも同日

本研究センターにおける具体的な教授体験を本にまとめたものである。

　日本語教育の分野では，近年初級段階のものについてはかなり充実してき

ているが，中・上級については，まだ多分に充実改善の余地が残されている。

本書は，今後，中・上級の問題を検討する場合に，一つの素材を提供するも

のといえよう。
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現代語交法の記述的研究

A　目的と内容

　現代B本語文法の体系的な記述を目的とし，実際に使用された書語作品を

資料として，それをカード化して分析するものである。本年度も，前年度に

ひきつづき，次の三つの題昌（a～c）の研究をすすめるとともに，文献カ

ードの補充（e）をおこなった。また，文の陳述性の研究（d）について検討を

はじめた。

ヘ
ノ
　
）

）

㌔
蓼
ノ

）

a
噸
D
C
d
e

動詞の形態論的な分析

陳述副詞の用法の分析

コソアドの用法の分析

文の陳述性の探索的な研究

文法に関する研究文献目録カードの作成

B　担　当　老

言語体系研究部第一研究室

　部長　南不二男　d　　室長

浩　b，d，　e　　研究補助員

高橋太郎　a，c，　d　　研究員　工藤

鈴木美都代　a，b，　c，　e

C　本年度の作業

（1＞aでは，動詞のムード（法）について，主としてテンス（時制）とのか

らみあいに焦点をあてて分析した。

（2）bでは，陳述副詞のうち，ムードの副詞（「けっして」「たぶん」「もし」

など）と，とりたての副詞（「とくに」「むしろ」「すくなくとも」など）との

分析をひととおり終えた。

（3＞cでは，前年度にひきつづいて，直接的な用法の分析をおこなった。本
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年度は，文献調査によってこれまでの研究のながれをおさえ，また，話し手，

聞き手，対象を教室にいろいろに配置した，大学生をつかっての実験によっ

てコ・ソ・アのはりあい関係をしらべ，前年度までにおこなったシナリオに

よるテキスト分析の結果とてらしあわせて，コ・ソ・アの揺示領域に関して，

原稿のかたちにまとめた。

〈4｝dでは，構文，動詞述語，陳述副詞，応答詞の要求のしかたなどから，

ttｪ析の方向について検討をはじめた。

㈲　eでは，噛語年鑑s（54年版）によって昭和53年に出た文法関係の論文

をえらび，カーード化した。また，本年度からは，欧文の文法関係論文にも範

囲をひろげるべく，当研究所図書館にある洋雑誌から，文法関係論文をリス

トアップする作業を開始した。

D　今後の予定

　aについては，来年度，のこされた諸問題に接近して，再来年度に報告書

の原稿をまとめる予定である。bについては，陳述副詞ののこりの部分一

主として注釈副詞と，感清的（陳述的）な色彩のこい，「ようやく・ついに」

や「けっこう・じつに」などのときや程度の副詞について分析する予定であ

る。cについては，コ・ソ・アのはりあいに影響する指示対象のカテゴリカ

ルな性質やゆびさし等の指示行動について分析する。dについては，各種の

側面から接近法の検討をつづける予定である。eについては，本年度の作業

を継続する。
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現代語彙の概観的調査

A　目的と内容

　現代日本語の語彙体系を，いろいろな観点から調査記述することを囲的と

する。本年度は，次の四つの仕事を行った。すべて前年度からの継続である。

）

）
）
）
）

a
b
C
d
e

雑誌用語の変遷に関する研究

現代語彙成立過程の調査

単語の意味と結合性の講究

専門語の調査

雑誌九十種の語表記の調査

B　担　当　者

言語体系砺究部第二研究室

　室長　 宮島達夫　 a，　b，　d，　e　　 研究員

a，　e

村木新次郎。高木翠

C　本年度の作業

（1＞aでは『中央公論』の1906年から1976年にいたる10年おき8年分から，

各年度1万語ずつ抽出したサンプルについて，集計結果の検査をした。本年

度内には未完。

（21bでは，雑誌九十種の調査結果による語種の比率と意味分野との関係を

まとめて，『研究報告集2塁（報告65）に発表した。阪本一娘ぴ教育基本藷彙S

の初出年代の調査は，記入結果の検査を継続中。

㈲　cでは小説，シナリオなどから採集した用例を中心に，実質的意味を欠

く機能動詞の用法と文法的・意味的・文体的特微を考察し，中間報告として，

r研究報告se　23（報告65）に発表した。前年度に採集した用例カードを分類
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し，基本的な禰語動詞の格支配を中心に記述的分析を進めた。

（4）dでは，機械工学用語について小規模の語彙調査を行った。また明治以

後の変化をしるために術語集のつきあわせをした。報告書『專門語の研究』

の原稿をほぼまとめた。

⑤　eでは，外来語の表記，とくに，ゆれのあるものについての調査に着手，

いちいちの外来語の原語をしらべた。

D　今後の予定

　aについては，ひきつづき集計結果の検査をする。bでも，検査をつづけ

るとともに，一部の基本的語彙をぬきだして，明治以前までふくめた初出年．

代の調査をする。cでは，単語の意味と他の単語などと結びつく能力　（va－

lency）について調査する。　dについては，これまでの調査を報告書にまと

める。eでは，原語のどのような発音が日本語のどのような表詑と対応する

かをしらべる。
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敬語の社会的研究

　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　現代日本の一般企業という職場で，敬語がどのように意識され，使用され

ているかについて，昭和50年度から3年間，実態調査をおこなった。調査は

次の二つの観点を中心にして実施した◎

　　1。職場の中で敬語はどう使われ，どう意識されているか。敬語意

　　　　識・敬語使用にかかわる要因として，地域社会では性，年齢，

　　　　学歴，職業などが注脚されるが，職場の中では何が，どのよう

　　　　にかかおっているか。

　　2。企業と，その背景をなす地域社会との間の，雷語上の関連はど

　　　　のようなものか。後者は，どのように，またどの程度，前者の

　　　　言語的後背地であるか。

　実施した調査の種類・対象・内容・規模などについては，　『年報30』およ

び，それぞれの調査実施年度版の『年報27～2％に詳しく示したので参照さ

れたい。

　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

書語行動研究部第一研究室

　部長　渡辺友左　　室畏　中村　明　　研究員　杉戸清樹　　研究補助員

塚田実知代

　　　　　　　　　　　C　本年度の研究経過

　本年度は，前年度に引き続き，調査結果の整理・集計・分析を進め，調査

結果報告書の原稿の執筆に着手した。一一部の中間的結果についての報告もお

こなった。
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1．　調査結果の集計・整理

　各事業所内のアンケート調査結果については，電子計算機（HITAC－8250，

M－150）により集計を進めた。前年度までにおこなった単純度数集計や性甥

・職階励の集計をふまえつつ，学歴洌・在社経歴携・年齢層劉などの各種ク

ロス集計をおこなった。電子計算機処理の中に，は，書語行動研究部第二研究

室・江川　清，米照正人の作成した「社会調査用統計処理プログラム」を必

要に応じて補正し適用したものが含まれる。これらの結果を整理し，図表な

どにまとめる作業を進めるとともに，一一部について報告書用原稿の執筆およ

び中間的報告をおこなった。

　事業所，社宅，店舗などでの面接調査結果についても，前年度までに得た

各種の集計結果をもとに分析・検討を進め，報告書用原稿の執筆に着手した。

2．　集計結果の中闘的発表

　アンケート調査の一部について，整理・集計が進んだ時点で以下の中間的

な発表をおこなった（54年度発表分）。

　イ．　「職場敬語の一実態一日立製作所での調査から」（r雷語生活』54年4月

　　　号・杉戸）

　ロ．　「複雑きわまる会社の敬語」（「マネジメント354年5月弩・杉戸）

D　今後の予定

　55年度は，これまで進めた各調査の整理・集計作業をまとめ，全体的な調

査結果報告書の療稿執筆を完了させる予定である。
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現代語の表現の文体論的研究

A　目的・方法

　この研究テーマは，広く現代日本語の表現法をさぐり，そこにとらえられ

た事実を記述するところに，その最終国富をおいている。研究全体の構想の

大略はつぎのとおりである。

　1）　現代における文章観・文体論・表現批評の実態を調べるため，既刊の

　　　文献から関連情報を収集し，整理する。

　2）現実の言語作品から各種の表現法をさぐりだし，1）の情報を補充する。

　3）1）と2）によって得られた情報を総合し，各表現法のもっている欝語的

　　　な性格とその表現効果との対応を軸として整理することにより，現代

　　　レトリックの全貌を大きく体系化する。

　以上のうち，現代語資料（主として文学作品）にあらわれる表現法を概観

し，比喩表現の分野をとくにくわしくあつかうことをとおして，現代日本文

のレトリックを考えるのが当面の研究課題である。

B　担　当　者

言語行動研究部第一研究室

　室長　中村　明　　研究補助員　塚田実知代

C　本年度の経過

1）　修辞学・表現論・文体砺究・文章批評に関する既刊文献を毅たに42冊

　購入して通覧し，情報採集部分の第一次検討をおこなった。

2）すでに刊行した『比喩表現の理論と分類』（報告57）で，比喩表現に対

　する理論的考察と，形態颪を中心とした分析・分類をおこなったのにひ

　きつづいて，比喩表現の内容面を中心とした分析・分類をおこなうため
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　の用例補充作業を継続した。本年度末までの進行状況はつぎのとおりで

　ある。

　　罵例採集を終えた作品数　　504

　　そのうち，抽出・点検を経てカード化を終えた作品数　　318

　　　　　　　　　　　D　今後の予定

1）①　c1）の文献資料の入手点数をふやし，関連分野の既知情報を収集

　　　・整理し，カードに記録する。

　　②　文学作品を中心とした現代N本語資料から，多様な表現法の実例

　　　を収集・整理し，カードに記録する。．

　　③　1＞と2）で得られた両カード資料を総合し，各表現法の書語的手つ

　　　づきとその表現効果との関連をおさえつつ，現代日本文のレトリッ

　　　クの問題を考える。

2）①　c2）の用例補充作業を継続して実施する。

　　②　比喩表現の内容面の分析を進め，主として　A．たとえる概念

　　　B．たとえられる概念　c．共通性　の3点を軸に，トピックを考

　　　慮しつつイメージを中心に分類し，その対応の姿を体系的にとらえ

　　　る。
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所属集団の差異による言語行動の比較研究

　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　人々の言語行鋤は，その人が置かれている社会的諸状況に依存する面が大

きい。性・年齢などの自然的生得的な変数を始めとし，血縁的（たとえば，

家族），地縁的（贋住地），社会的（階層や職業）あるいは心理的（気息意識

・パーソナリティ）などの条件が絡み合って，人々にあるタイプの書語行動

をとらせていると考えられる。このことを中核として，種々の観煮から社会

言語的な調査研究を行っている。

　　　　　　　　　　　　：B　担　当　者

言語行動薪究部第ご論究室

　室長　江川　清　　研究員　米田正入　　研究補助員　堀江よし子

　日本語教育センター一・センター長　野元菊雄

　　　　　　　　　　　　C　本年度の研究

　a）愛知県岡崎市での敬語使用および敬語意識の調査一一昭湘47年度に文

部省科学研究費を受けて実施した試験研究（1＞「社会変化と温語生活の変容コ

（代衷者　岩淵悦太郎）の調査結果につき，遅れていた敬語の般階づけの作

業をほぼ終了した。

　b）東京都および大阪市での霊語生濡の実態調査　　昭職49年度に文部省

科学研究費を受けて実施した総合研究（A）「大都市における雷語生活の実態

調査」　（代表者　野元菊雄）の結果につき，電子計算機により集計表を作成

し，一部の分析を行った。なお，結果の一部を「ICU言語社会学シンポジ

ウム」（8月25日。於国際基督教大学）および「日本行動計量学会第7圓

総会」（9月6N。於大阪市立大学）で発表した。
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　　　　　　　　　　　　　D　今後の予定

　a）55年度中に，電子計算機による集計作業を行い，報告書の原稿執筆に

とりかかる。

　b）55年度中に，報告書（仮題　大都市の言語生活）および資料集を刊行

する。

　以上の二つのテーマの集計は，国立国語研究所の電子計算機（HITAC－M

150）を用いて行った。
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言語行動様式の分析のための基礎的研究

A　目 勺自

　コミュニケーションとしての書留行動を総合的に把握するための基礎とし

て，身振りや動作などの「行動」を記述するための枠組み作りを主冒的とす

る。合わせて，発話の分析やコミュニケーーション・ネットワークの解明およ

びこれらの計量的分析のための方法論を検討する。

B　担　当　者

雷語行動研究部

　第二研究室　室長　江川　清　　研究員　米田正人　　研究補助員　堀江

よし子　　第一硬究室　研究員　杉戸清樹

　この他，書語行動研究部長の渡辺友左，言語体系研究部長の南不二男，お

よび，大阪外国語大学の吉田弥寿夫教授，大阪樟蔭女子大学の杉藤美代子教

授，大阪府立大学の輝博元助手など多くの方々の協力を得た。

C　本年度の経過

1）　大阪和泉地区および東京地区二等研究所内で数グループの録画・録音資

料を得て，片かな，文節分かち書きの形式での文層化作業を終えた。

2）以上の資料をもとに，文字化の方式および留筆語的行動の記述の枠組み

についての検討を行い，一一回分をテクスト化した。

3）参考資料として，株式取引き・放送などの身振り資料を採録した。

D　今後の予定

　現在までに得られた資料を整理し，言語的表現と非書語的行勤の関連性に

ついてより詳細な検討を行う。
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図形・文字の視覚情報処理過程および

　読書過程に関する研究

A　目 足白

　図形および文字が，感覚伝送系での情報処理，および大脳における神経系

の活動の結果として知覚される過程について視覚心理学的立場から実験研究

を行う。これにあわせて，読書過程に関する実験研究を行う。

B　担　当　者

言語行動研究部第三研究室

　室長　神部尚武　　非常勤職員 和気典二（宰都宮大学教授54．10．1～55．3．31）

C　本年度の経過

　本年度は，二年間の中断（52．3．15－54．3．14，担当者神部外国出張のため）のあ

とをうけて，主としてこれまでに実施した実験的研究のまとめと，今後の仕

事のための実験装置等の準備に費やされた。なお，本年度中にまとめられた

報告には下記のものがある。

　（1）眼球運動測定方法の相互比較　　読みの硬究に用いる場合一

　　　　　　　　所内の研究会にて報告（55．6．13）

　（2＞短時間提示条件における漢字二字からなる単語の知覚過程

　　　　　　　　第13圓知覚コ揖キュウム（55．3．19－21）

　（3）読みの眼球運動における停留時の情報受容範囲

　　　　　　　　日本心理学会第44回総会にて報告予定（55．8．27－29）

D　次年度の予定

次年度は，このテーマの研究計画の最終年次にあたるため，これまでに取

り上げることができなかった「漢字かなまじり文」を対象に，つぎの実験を
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進める予定である。

　（1）眼球運動を髭標とする漢字かなまじり文の読みやすさに関する実験。

　②　読みの過程における文脈依存性の要因に関する実験。
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動的人工ロ蓋による発音過程に関する研究

A　図 的

　標記の研究は，書語行動第三研究室が継続的におこなっているところの，

現代臼本語の音声の，音韻論上の問題，表現的な個々の特徴などを調音的，

音響的，機能的な側面から明らかにすることを目的とした一連の研究のなか

の一つであり，おもに動的人工口蓋装置（dynamic　palatogrphy．以下DP

と略す）による調音運動の観察，分析を通して研究をすすめる。当面は，標

準語の音声を分析の対象とするが，比較の必要から，方雷や外国語の音声も

今後，取り扱うことを予定している。

B　担　当　者

書語行動研究部第三研究室

　主任研究官　高田正治

C　本年度の経過

1．　DP資料の採集手順

　専用の入工口蓋を装着した被験者の発話時におけるDP情報および音声を，

まず，2チャンネルの磁気テープに収録してから，DP情報を記録用紙にア

ウトプットする。また，必要に応じて，個々のDPパタンと当該音声との時

間的な対応を調べるためのソナグラム採集も適宜おこなうことにした。

2．発話資料および被験者

　標準語でつかわれる音韻のほとんどが含まれているCV：CV型の無意味

音節列を，被験考（国語研究所職員5名，その他1名）に2回ずつ発音して

もらうことにし，本年度は3名分の磁気テープへの採録をおこなった。

3．　資料収集
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　本研究の金体計画の中で，第一年次に当たる本年度の作業は，主としてD

P資料の採集に重点がおかれ，被験者2名分，延べ10，000フレームのDPパ

タンの採集を手作業でおこなった。なお，この作業の進行と並行して，電算

機（PDP　11／10）によるDPパタン採図の自動処理化を計画し，年度内

に関連ソフトウェアおよびバーードウェアの導入を完了した。

　その弛，前年度までの研究からえられた成果の一部について次の報告をお

こなった◎

　「文章朗読における調音上の特徴について」　（『研究報告集2S〈報告65＞）

　　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

　昭和55年度は，本年度に採集できなかった残りの被験者のDP資料（約20，

OOOプレ・一一ム）の採集をまず完了させ，　D　Pパタンの分析および一一・s部の被験者

についてのDPパタンの声道正中断面図への変換作業をおこなう予定である。
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方言における音韻・文法の諸特徴についての

　全国的調査研究

1　方言における音韻・文法の諸特徴に旧する全国的調査研究

A　目 的

　方言における音韻・文法の諸特徴について臨地調査を行い，その全国的地

域差を明らかにする。

B　担　当　者

言語変化研究部第一研究室

　部長　飯豊毅一　　室長　佐藤亮一　　薪究員　真田信治　沢木幹栄

研究補助員　白沢宏枝

　昭涌54年度の地方研究員は次の各氏に委嘱し，各担当地域で，当研究室で

作成した調査票によって調査を行うことを求めた。

担当地域

北海道i

北海道K

青　森

岩　手

薄　城

秋　購

111形

福　島

茨　城

栃　木

群　馬

埼　玉

干　葉

　氏　名

五十嵐三郎

小野　米一

佐々木隆次

彦坂　佳宣

加藤　正儀

井上　　輩

矢作　春樹

三浦　芳夫

金沢　直人

大橋　勝男

永瀬　治郎

井上　史雄

加藤　儒昭

　所属機関く職〉

札幌大学く教授〉

北海道教育大学旭川分校く助教授〉

青森県立郷土館く主任研究員〉

岩手大学教育学部く講師〉

東聴大学文学部く助教授〉

秋田大学教育学部〈教授〉

西州町立大井沢中学校く教頭〉

安積商業高等学校く講師〉

茨城大学教育学旧く教授〉

新潟大学教育学部く助教授〉

専修大学文学部く助教授〉

東京外国語火学く助教授〉

干葉大学教育学部く教授〉
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京
・
川
潟
由
川
井
梨
野
阜
岡
知
重
賀
都
阪
三
脚
山
門
根
山
島
口
腸
川
重
知
岡
賀

　
奈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歌

柄
神
帰
肝
腎
福
山
長
岐
堅
甲
三
滋
京
大
三
門
和
陶
島
岡
広
山
徳
香
肝
脳
福
佐

大島　一郎

後藤　和彦

野口　幸雄

川本栄一郎

岩井　隆盛

佐藤　　茂

清水　茂夫

野瀬　良雄

加藤　　毅

中條　　修

山口　幸洋

下野　雅昭

熊谷　直孝

東京都立大学人文学部く教授〉’

大野女子大学く教授〉

県立西新発睡高等学校〈教諭〉

金沢大学教育学部〈教授〉

金沢女子短期大学く教授〉

福井大学教畜学部く教授〉

甲州大学人文学部〈教授〉

妓阜大学教育学部附属中学校〈教論〉

静岡大学教育学部く助教授〉

金城挙院大学文学部く講師〉

県立三三商工高等学校く教頭〉

本年度は黍嘱せず。

山本　俊治

和田　　實

佐藤　虎男

村内　es一一一・

今石　元久

田籠　　博

虫明轡治郎

室山　敏昭

杉村　孝夫

遠藤　潤一一

近石　泰秋

江端　義夫

土居　重俊

奥村　三雄

神部　宏泰

武庫川女子大学く教授〉

神戸大学教養部〈教授〉

大阪教育大挙〈教授＞

1和歌山大学教育学部く教授〉

鳥取大学教育学部く助教授〉

島根大学法文学部〈講師〉

広島大学文学部く助教授〉

福岡教育大学〈助教授〉

徳島大学教育学部く助教授〉

広島大学教育学部く助教授〉

四国女子大学く教授〉

九州大学文学部く教授〉

佐賀大学教育学置く教授〉
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都道府県別調査実施地点数（54年度）

IAi・i・1＜計＞ll iぺ・1・｛〈計〉

北海道（1）

　i／　（2）

青
二
宮
秋
礁
福
茨
愚
慮
適
期
東

森
手
城
田
形
島
城
木
馬
譲
葉
京

神奈川

新
富
石
巌
由
長
岐
静
愛

用
山
川
勲
爵
野
阜
罵
知
重

5
7
8
7
6
8
6
7
5
5
5
4
5
4
2
7
3
4
3
3
8
6
7
5
5

1

2
2

エ

1
1
1

1

1

1

滋
京
大
兵
奈
翻
鳥
島
岡
広
山
徳
香
愛
高
福
撚
綱
熊
大
宮
鹿
　
沖

5
7
8
9
6
1
0
8
7
5
5
5
4
5
4
2
7
4
5
3
3
9
8
7
6
5

賀
都
販
庫
良

翻歌山

　　取

根
山
島
欝
島
．
川
媛
知
周
賀
崎
本
分
崎

鹿児島（1）

　m　（2）

　　縄
　計

3

2
6
3
4
3
6
6
7
6
3
2
5
7
3
2
6
6
5
6
9

15

250

4

2

2

1
9
解

1

1

20　1　5

3
4
2
6
3
4
3
8
6
7
6
3
2
5
7
3
2
9
6
5
7
1
0
2
1
5
7
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

A：その県の地方研究轟が調査した地点数

B：他県撞当の地方研究員，または，地方概究員以外の研究者が講記した地点数

C：国立国語研究所員が調査した地点数
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崎
本
分
誇
島
縄

　
　
　
　
児

長
熊
大
宮
二
目

愛宕八郎康隆

迫野　震徳

種　　友明

比江島修｝

田尻　英三

中松　竹雄

長崎大学教育学部く教授〉’

熊本大学文学部く助教授〉

大雰大学教育学部く助教授〉

県立都農高等学校く教頭〉

鹿児島大学教育学部く助教授〉

琉球大学教育学部く教授〉

　以上の地方研究員各氏のほか，岡野信子く梅光女学院大学助教授〉，尾崎秩

子く東京大学大学院博士課程在学〉，鏡味明克く索出大学助教授〉，加藤和夫〈都立

大学大学院修士課程在学〉，剣持隼一郎く長岡工業高等専門学校講師〉，中本正智

く東京都立大学助教授〉，広戸細く京都家政短期大学教授〉の各氏にも，前述の

調査票による調査を依頼した。

C　本年度の調査研究

　この研究は5か年計画（準備調査2か年，本調査3か年）とし，本年度は

その第3年次（本調査第1年次）にあたる。

　本年度は，まず，前年度に作成した「本調査のための調査票（案）」に簸終

的な検討を加え，函館で267項目から成る「方言文法の全国調査・第1調査

票Af同・第2調査票gを作成した。そして，地方研究員を中心とする各馳

の方言研究者にこの調査票による臨地調査を依頼し，国立国語研究所員の見

当者も，この調査票を用いて全国数地点で調査を行った。本年度に実施した

調査地点の総数は275である欄表参照）。

　また，この調査とは男Uに，52・53年度に行った準備調査の一部を分類整理

し，項目携の分脈地図を作成した。

D　今後の予定

　次年度は，引き続いて，地方研究員そのほかの協力の下に，全国253地点

で臨地調査を実施する予定である。昭和56年度（1981年度）までに全国約80G

地点で調査を行うことを騒標としている。
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　また，本年度に作成した分布地図はS方言文法分布地図集一準備調査の結

果による一x（仮称）として刊行し，さらに残りの項図についての地図化を進

める予定である。
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　ff　方雷研究法に関する基礎的研究

　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　方書調査法および調査結果の処理・分析法に関する基礎的な調査研究を行

う。

　　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

書語変化研究部第一研究室　　室長　佐藤亮一一　　研究員　真田儒治　沢木

幹栄　　概心良動員　白沢宏枝

言語行動研究部第三血温室　　主任研究官　心臓正治

　　　　　　　　　　　C　本年度の調査研究

　各地の方言音韻の特色を録音資料として保存するための基礎的研究の一環

として，本年度は，新潟漿中越地方および佐渡島に分布するオ段長音の開合

の区別についての実験的調査および録音を行った。

　調査地区として，佐渡島においては畑野町宮川および同町小倉，中越地方

においては長岡市栖苔町を候補とし，3地点計49名の話者について予備的調

査を行った上で，畑野町小倉・長岡市栖吉町の2地区から各2名の話者を選

んで，種々の音韻的環境における開合の区別にかかわる単語（約170語）を「な

ぞなぞ式」「カ…一ド読み上げ式」その他の方法によって発音してもらい，録

音した。また，その一部を8ミリ映函（圃時録音）およびスティール写真に

記録した。

　調査日については，予備調査を10月初旬に佐藤亮一が担当して実施し，本

調査は1◎月下旬に握当者全員が参加して行った。なお，長岡市無縫町の調査

に際しては，調査地区・調査項閣の選定や話者の紹介などについて，剣持隼

一郎氏（三三県担当の前地方研究員，長岡工業高等専門学校講師）の助霊・

協力を得たほか，各地区の話者の紹介などについて，高野市太郎（畑野町教育

畏）・市嶋三郎（畑野町教育委員会総務課長）・渡部勝昌（畑野町企画繭工課長）・
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石井武（畑野町立後山小学校長）・力霞藤茂伝次（割￥地区老人会会長）・加藤瑞穂

（小倉地区区長）・水沢茂（栖吉町老人会会長）の各氏にお世話になった。

D　今後の予定

　本年度の課題については，録音・撮影の内容を分析した上で，調査地点や

話者（発音者）の選定法，発音項醸や発音方式，また，この種の録音・映像

資料を実験音声学的分析の対象とするための録音・撮影のあり方について検

討を加え，将来の本格的な録音資料の作威に備える。

　次年度には，別の三三について，基礎的研究および実験的調査を実施する。
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巫　：方言資料の整備・弓隠

A　目 勺白

　これまでの調査研究によって得た資料を，方言研究の基礎的な資料として

利用しうるように整備し，または出版する。

B　担　当　者

書語変化研究部第一研究室

　室長　佐藤亮一　　研究員　真田信治　沢木幹栄　　研究補助員　白沢宏

枝

C　本年度の調査研究

　昭諏49年度から同51年度にかけて行った「各地方言資料の収集および文字

化のための研究」の成果のうち，50年度に行った老年層話者による会話資料

の一一・・部を整備・編集し，『方書談話資料（3）一青森・新潟・愛知一』（資料集

10一・3）および喧（4）一福井・京都・島根一S（資料集10－4）として刊行した

（13ページ参照）。これは，国立国語研究所地方研究員の協力の下に，県内各1

地点で約1時間分の方言による会話を録音し，その内容を，標準語訳・洗記

つきで，精密に文字化したもので，続刊を予定している。本書の編集には研

究室の全員が参加した。また，地方研究員（沖縄県担当）の中松竹雄氏に依

頼して，沖縄県首里方言における老年層話者による会話の録音・文字化の補

充を行った。

　これとは別に，『日本言語地図』（全6誉・昭秘1～49集刊行）に登載する約3

万の方言語形（ローマ字表記）をアルファベット順に排列・編集し，『日本

言語地図語形索引』（資料集11）として刊行した（14ページ参照）。これは，『日

本書語地padi全6巻計300面の地図（参考地図を除く）のうち，音声関係地

図，意味項自地図，総合図などを除く251面の地図について，それぞれの凡

例に掲載した見出し語形を抜き出し，それらをアルファベット順に排列した
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上で，それぞれの語形の掲載地図名・地図集（巻）番号・地図番号を示したも

のである。本書の編集の実務は白沢宏枝が担当した。
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明治初期における漢語の研究

A　融勺・意義

　明治初期は，現代語の源流となった時代であり，日本の近代化が始まった

時代である。この近代化に伴い日本語は大きく変化した。中でも，語彙の変

化がはげしく，それは漢語にもっとも著しく現れている。そこで，曙治初期

の各種文献に現れた漢語の実態を調査し，さらに大正末期にいたるまでの漢

語の調査研究を継続することによって，明治以降における漢語および漢字表

記の変遷の条件と方向とを見きわめ，現代語成立の歴史的背景を明らかにす

る。

B　担　当　者

言語変化研究部第二研究室

　室長　飛田良文　（1＞～（3）　主任研究窟　梶原滉太郎　㈲～㈲　　研究補

劾員　中山典子　（1）～㈹

C　これまでの経過

　激語変化研究部第二研究室（昭和48年度まで近代語研究室）では，昭禰42

年度から「明治初期における漢語の研究」に着手し，明治初期漢語辞書8種

の用語索引を作成し，48年度章こは『安愚楽鍋用語索引』（資料集9）を刊行

した（『年蜘21～30参照）。現在，明治初期の代表的翻訳小説「欧州奇事花柳春

話』と『通俗花柳春詣』の漢語について調査を行っている。

D　本年度の作業

（1＞　『花柳三三』における漢語の研究

書き雪葉における漢語の使用状態は，文体による桐違が著しい。そこで，
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罵一作轟の翻訳で，同一訳者による，文体の異なる晶晶『欧州奇事花柳二三』

（漢文薩訳体）と『通俗花柳春話』（和文体）の漢語について比較考察するため．

漢文直訳体の漢語が和文体の訳文でどのような語あるいは語句と対応するか

を調査した。本年度は，昨年度にひきつづき一字漢語，二字漢語，三字漢語，

四字漢語，それ以上の漢語のうち，一字漢語および二字漢語の漢語の対応語

用論集を作成した。また，漢語の性格を調査するため，J・C・ヘボン編

『恥英語林集成』（初版）に，対応語が存在するかどうかの有無を調査した。

　（2）漢語研究のための著書・論文目録の作成

　前年度に引き続き漢語に関する研究文献を収集し目録に補充した。

　③　近代語研究資料の調査

　昭秘5年3月17日～18日の両1ヨにわたって市立米沢図書館所蔵の翻訳文献

のうttち，特に兵学関係の表記法について調査した。担当は飛田良文，梶原滉

太郎。調査にあたっては，菊池伸之館長はじめ館員の方々のお世話になった。

　（4）東京門門新聞の用語・用字調査

　前年度に引き続き語表記の実態（かな表記・漢字表記・漢字かな交り表記

等）を表す語表記集計カードの作成作業を進め，本年度は昭和12年11月10田

（約1，800枚），昭和22年11月10日　（約1，000枚），同年11月11H　（約1，000枚）．

昭和32年11月10日（約3，200枚），および曙禰42年11月10臼（約3，800枚）の5

iヨ分のカードを作成した。これによって明治10年から10年間隔で照瓢42年ま

での100年間にわたる計15日分の語表記集計カード約52，100枚が完成した。

　また，漢字舎有率の調査を行った。本年度に終えた分は「東京臼臼新聞」

の明治10年11月10・12・13日，明治20年11月10・11日，明治30年11月10日，

明治40年11月10日，大正6年11月10臼，および昭和2年11月10臼の計9日分

である。また「東京日日」と並ぶ大新聞である「郵便報知新聞」の明治1G年

！1月　10・12・13Bの分も調査し参照した。それから明治10年代の小新聞につ

いても比較対照のために調査を進め，　「東京絵入新聞」の明治10年1月20臼．

同年2月10・13・16・17臼の分，「仮名読新聞」の明治10年2月8・9日，同

年3月12・13・14日の分，「かなよみ」（「仮名読新聞」を改称したもの）の明
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　　　　　　　　　　　　　　」

治100P　3　rS　17　・　21　・　22・23・24日の労，および「読売薪聞」の明治10年n月10

日の分について調査を終えた。それらはいずれも図表・広告を除いた紙面を

対象とした。上記の調査の結果，「東京臼欝新聞」（大恥聞）における漢宇含有

率は明治10年代（平均64．2％）が最高で20年代になると少し下降し（平均61．5

％），大正6年（60．5％o）～昭和2年（55。5％）の間において最も大きな下降

がみられた。この事実は，語表記について昨年度に分析を行った結果みられ

た漢字制限の変遷と同じ傾向を示している。（『年報3G』35～36頁参照）また大

新聞どうしの「東京日日」と「郵便報知」とは漢字含有率が明治1◎年代の3

日分を平均すると，それぞれ64．2％と65．8％であり，よく似ていることが裏

付けられた。一方，小新聞は新聞の違いによって漢字含有率も異なっており，

かなりの幅がある。たとえば「読売」の明治10年11月1帽は55。5％，「東京

絵入」の明治10年1月20日は58．7％，同年2月10日は56．4％，同年2月13日

は58．1％，同年2月16日は55．2％，同年2月17日は58．9％で，いずれも上記

の大新聞よりも含量率が低い。次に「かなよみ」の明治10年3月17日は64．8

％，同年3月21日は62．5％，噛癖3月22日は63．4％o，隔年3月23Nは61．5％，

同年3月24日は63．3％oで，これらの平均（63．1％）は大府聞二種のそれぞれ

の平均（64．　2％及び65．8％）のいずれよりも少し低いけれども，それに近い

数値を示している。そして「仮名読」の明治10年2月8日は65。5％，同年2

月9日は68．　2％，同年3月12EIは66．2％，同年3月13日は61．6％，同年3月

14日は65．6％で，それらの平均（65．4％）は大新聞二種の平均（65．G％）を

わずかに上面っている。もっとも，小揚聞は漂則として総ルビであるため大

新聞と無条件で比較することはできないが．小新聞といえども概して漢字を

よく使ったということは注目に値する。

　以上の作業と並行して，既に一応完成している語彙論を再検討し，修正を

加えた。固有名詞の読み方で，特に人名・地名は『幕末維新人名事典』　『大

日本人名辞書al　ge大人名事典s　gy新撰大人名辞典譲　『日本近代文学大事典』

丁実用難読奇姓辞典』　『大N本9科事典（ジャポニヵ）s『大辞典』『増補大日

本地名辞書』　賠本地名大辞典』　賠本地名大事典di『世界地名大事典』な
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どを参照して決定した。

　　　　　　　　　　　　　E　今後の予定

　次年度は，本年度の作業を継続し，下記の作業を行う予定である。

　（1）『花柳春話』の漢語の研究は文体別の用例集を作成し，報告原稿の執筆

を行う。

　②　東京日日薪聞の用語・用字調査は，語表記の分析をまとめる。また明

治10年から昭和42年までの漢字含膚率の調査および語種について集計・分析

を行い，上記の100年間における変遷を明らかにする。以上の内容について

報告書の原稿執筆にとりかかる予定である。

　（3＞近代語資料の調査を行う。
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現代入文関係用語の成立過程に関する研究

　　　　　　　　　　　　　A　目的・意義

　幕末の開門以来，西洋の調度・文物および西洋的概念が大量に移入され多

くの訳語が作られた。その中でも，人文関係の用語は，西洋文の訳語として

造語されたものと，中国から輸入された漢訳文献に起源をもつものが多いe’

また，従来の漢語に，新しく西洋的概念の付加されたものもある。そこで，

幕末・明治大正期に起源をもつ人文関係用語を発見し，その用語が定着して

いく過程を明らかにする。

　　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

’出語変化研究部第二砥究室

　室長　飛田良文　　主任研究官　梶原滉太郎　　研究補助員　中山典子

　　　　　　　　　　　　C　本年度の作業

　（1）『哲学字彙』の中から選択した基本的な人文関係用語（訳語）の成立過程

を明らかにするため，文化8年（1811）から昭和52年（1977）までの英和辞典E

録を作成した。そして，その中から代表的な英和辞典61種を選び，記入用の

対照一覧表を印刷し調査を行った。選んだ英撫辞典は次の通りである。

1814
（文化11）

1862
（文久2）

1866
（慶応2）

1867

諸軍利熟語林大成（写本）

（本木正栄ら編）

英和対訳袖珍辞書（堀達之助）

改正増補二二対訳袖珍辞書

（堀達之助編，堀越飽之助改

訂）

和英語林集成（」．C．Hepburn）

（慶応3）

　／1

1869
（明治2）

1871
（明治4）

1872
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融英語林集成〈再版〉

（」．　C．　Hepburn）

改正増補和訳英辞書

（前田正穀・高橋良照）

大正増補和訳英辞林（薩摩挙

生）

英和字典（吉田賢輔ら）



の治明（

〃

378－
　
（ ）6治明

〃

6781

）9治明（

1879
（明治12）

1881
（明治14＞

2882
（明治15）

1884－1889

（明治17－22）

i884
（明治17）

1　8．8　5

（明治18＞

　1！

　11

1886
（明治19＞

　11

i887
（明治20）

1888
（明治21）

英諏対訳辞書’
i荒井郁序）

附音挿図英癩字彙

（柴田昌吉・子安峻）、

下訳英語聯珠（岸田吟香）

An　English－Japanese

Dictionary　of　the　Spoken

Language　（E．　M．　Satow．

石橋政方）

An　English－Japanese

Dictionary　of　the　Spoken．

Language〈再版〉（E，　M．

Satow・石橋政方）

哲学字彙（井上哲次郎ら）

増補訂正英和字彙〈再版〉

（柴田贔吉・子安峻）

　明治莫諏字典（尺振八）

改訂増補哲学字彙

（井上哲次郎・三賀畏雄増補）

英和和英字彙大全（市川義夫）

園治下撰和訳英辞林（傍木哲

二郎）

英和壁解宇陀

（ナットル原著・棚橋一郎）

附音挿画英和玉篇（入江依徳）

改正増補和英英稀吾林集成

〈3版〉　（」．C．Hepbuen）

増補認正英和字彙〈3版〉

（柴照愚弄・子安酸）

附音挿画新訳英潤辞書（近藤

竪三）

／！

0
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の
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紛
9
紛
　
　
5
紛
9
の
一
㊧
2
紛

㍊
脇
㍊
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欝
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瀧
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、
棚
、
鰯
、
鰯
エ
棚

、
剛
エ
備
、
瑚
、
鰯

2
）
3
）
5
）

1
　
2
　
4

1
、
正
－
正
－
正
”

玲
伏
玲
伏
玲
伏

6
）
51
正
9
大

－
（
1921－1932

（大正10一昭和7）

1927
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ウェブスター氏新刊大辞書融

駅字彙（イーストレーキ。棚

橋一郎）

薪訳無双英和辞書（棚橋一郎）

附音挿図和訳英三三〈再訂増

補版〉　（島田・豊）

双解英和大辞典（鵬田　艶）

英和新辞林

（イース｝bl・一キ・岩崎行親

ら）、

英和双調響町辞典（英語学授

研究会）

英和双解熟語大辞典

（神田乃武・南日撹太郎）

模範英和辞典（神田乃武ら〉

詳解英湘辞典（入江祝衛）

英和袖珍新字彙

（イーストレーキ・棚橋一鄭〉

英独仏和哲学字彙（井上哲次

郎ら）

新撰英諏辞典（増鐙藤之助）

井上英瓢大辞典（井上十吉ら）

熟語本位英和中辞典（斎藤秀

三郎）

模範英和辞典〈増補販〉　（神

闘乃武ら）

　大英湘辞典（藤岡勝二）

新旧胸心辞典（罵倉由三郎）



〈昭和2）

1928
（昭和3）

i929
〈昭和4）

1931
〈昭和6）

　／！

エ936
（昭胸11）

　t1

1941
（日召矛U16）

1944
（昭和19）

1947
〈昭諏22）

　lf

　（2）

三省堂英和大辞典（三省堂編

集所）

スタンダード英加辞典（竹原

常太）

大英霜辞典（三三三喜，畔柳

都太郎ら）

新参稲辞典（飯島東太郎）

新英和大辞典〈新版〉（岡倉由

三郎）

熟語本位英和中辞典

（斎藤秀三郎・島田実増補）

簡約英湘辞典（岩崎民平）

双解英勅辞典（i斎藤　静）

最新コンサイス英和辞典

（墜省堂編集所）

ポケット英勅辞典（岩崎民平）

1951
（昭和26）

1953
（日召加28）

1956
（H召禾巨31）

1958
（昭和33）

　／！

1964
（昭和39）

1967
（昭和42）

1969
（昭麹44）

1970
（昭和45）

大英和辞典〈修訂増補版〉

（市河三喜・畔擁都太郎ら）

新英和大辞典（岩騎罠平・河

村重治郎）

毅簡約英和辞典〈改訂薪版〉

（岩崎民平）

ロ　一一マ字英和辞典（高橋盛雄）

岩波英和辞典〈新版〉

（島村盛助・土居光知ら）

カレッジクラウン英和辞典

（大塚高信・吉川奨夫ら）

新町睡中辞典（岩崎民平・小

稲義男）

二Pt・一ワールド英和辞典（川

本茂雄）

岩波英麹大辞典（中島文雄）

　　　次に辞典以外の文献から人文関係用語の変遷を明らかにするため，坪

内遣遙の作晶を中心に明治期の訳語・外来語の用例採集を行った。調査した

作晶は次の通り。底本は『迫遙選集s

7，000枚。

r小説搾随」

「『マクベス評釈』の緒言」

「我れにあらずして汝にあり」

r没理想の語義を弁ず」

「其意は違へりJ

r小羊子が白臼夢」

r『時文評論』村の縁起j

r没理想の由来」

「解廟」

（第一書房）を用いた。採集カード約

（別冊　第三巻）

　　　（

　　　（

　　　（

　　　（

　　　（

　　　（

　　　（

　　　（

一46一

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

）
）
）
）
）
）
）
）



「希瀦賓代の演劇」

fエスキラスの三段曲」

「イプセンの社会麟」

r『鴨』の梗概」

「『幽霊』の梗概j

F？ヘッタ・カブラアdi序」

「『三舞』の梗概j

rシva一其人及び其作」

fソネヅトの黒夫人」

「文体の紛乱」

ギ翻刻三遷」

「夕＃国霧吾学とタ｝・国文学」

「外国美文学の輸入」

「翻訳すべき外国文学2

「小学園丁読本」

τ新聞紙の小説」

「新聞小説町回の標準」

「功過録としての沙翁」

「優人論」

「三人論の補遺」

「性絡と」i生根」

「雄弁論」

「話の巧拙と文の巧拙」

「歌謡」

「緒書」

「テムペスト」

r真夏の夜の夢」

rヘンリー四世1」

f　i！　Ej

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
第四巻

　！1

　x！

　1！

　f！

）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
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）
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「じゃじゃ馬瑠IIらし」

「緒諭

「アントニーとクレオパトラ」

「以尺報尺」

「マクベス」

「沙翁劇に関する雑筆」

「醒めたる女（最：後のド・ムラン家）」

「ウォーレン夫人の職菊

　m
第五巻

D　今後の予定

〃
〃
〃
〃
〃
〃

）
》
）
）
）
）
）
）

　次年度は，（1＞訳語対照カードから抽出した人文関係絹語を明治以降の英和1

辞典61種類について調査し，訳語対照一覧表を作成し，人文関係用語の定着

していく過程を明らかにする。

　②辞典以外の文献から人文閣係用語の変遷を明らかにするため，明六祉で

活躍した人々の作品を中心に明治期の訳語・外来語の用例採集を行う。
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幼児・児童の認知発達と語の意味の

　習得に関する調査研究

A　鼠 鳳雛

　幼児・児童における母国語の習得過程，及び言語の習得と幼児・児童の入

間的能力の発達との関係を，科学的に明らかにすることは，言語教育の上で

まず解明されなけれぽならない基本的な課題である。そのため，昭和40年度

から，「幼児・児童の認知発達と語の意味の習得に関する調査硬究」を行っ

てきたが，本年度より，それに加えて小学校の国語教育に関する準備的研究

を開始した。

B　担　当　者

言語教育研究部第一研究室

　部長　村石昭三　2　　室長　大久保　愛　1一（2）　研究員　岩田純一

1一（1）島村直己　1　一（3＞川又瑠璃子　2　　非常勤職員　芳賀　純（筑

波大学教授，54．10。1～55．3．31）1一（1）

　なお，実験に際しては，別掲の協力学校，協力園，及び特定幼児の母親の

協力を得た。

C　本年度の作業

窒　幼児・児童の認知発達と語の愈味習得に関する調査研究

　（1＞幼児における範購語の概念発達に関する調査研究

　範癖語の概念発達を体系的にとらえるために，種々のテストを行った。そ

して課題聞の相互連関を見ることによって概念成立の過程を多面的にとらえ

ようと試みた。

　被験児4～6歳児　33名

テストの種類

一　49　一一



　①絵カードの自発分類によ筒イ中間（範醸）、，づくりテ子ト

　②①のカードで分類数を措定しての制限分類テスト

　③範縛名の呼称テスト

　④寸心語理解テスト（質問テスト）

　　協力園　東京　板橋区　帝京幼稚園（園長　沖永　キン）

　　　　　　東京　北区　　としま幼稚園（園長　滝沢豪一郎）

　　　　　　東京　北区　　豊島東保育園（園長　曽根　栄子）

　｛2｝幼児の欝語および学習行動の観察

　一男児（小泉健彦，ilG和49年3月3日生）の満1歳1か月より満4歳まで

のことば，および学習行動の観察の調査研究を，昭翻50年4月より継続して

行っているが，本年度はそのうち，2歳当臼の一日調査の分析を「幼児の使

用語と語の意味の理解」という題で，『研究報告集2』（報告65）に報告した。

その他，録音文字化の2歳から3歳の部分をカード化する作業を行った。

　（3＞小学校の国語教育に関する準備的研究

　語彙力（語彙量・語彙理解力）の測定のために必要となるテスト形式の吟

味のために，文部省および民間教育団体で行われた学カテストの収集と検討。

ならびに，語彙教育に関する文献の目録を国語年鑑によっ、て作成した。　（両

方とも，来年度も継続の予定である。）

　すなわち，次の二つの論説である。

　①小学校の国語教育に関する文献の収集と検討

　②小調査の実施……小学生の語彙力を測定するために，従来用いられてぎ

　　たテスト形式を吟味するための試験的な調査を行った。

　　被験児　小学3・5年生，中学1年生　各1クラス

　　テストの種類　1。自己判定方式による語の熟知程度のテスト

　　　　　　　　　2．語の意味連想のテスト

　　　　　　　　　3．短文作成による語の理解度のテスト

　　協力校　埼玉　上尾市　原市南小学校（校長　小森　春雄）

　　　　　　東京　北区　　冨士見中学校（校長　古畑平三郎）
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2　報街書の作成

「就輔臆の諦能力醐す詮醐査“・ρ三郷の議力翻こ
関して，r幼児の語彙能加（報tw66）として刊行した。

D　次年度の予定

　（1）については，、仮称「幼児・児童の概念形成と言語」の報告書作成のた

めの資料整理，分析　（2｝については，カ・・一ド化および労析の継続　（3｝につい

ては，小学生の語彙力に関する予備的研究を進める予定である。
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高校教科書の用語・用字調査

　　　　　　　　　　　　、A　潤　　　的1

　現代日本語の用語用字の実態を明らかにするために，国立国語研究所では，

これまでに，婦入雑誌，総合雑誌，雑誌九十種，新聞三紙を対象として，調

査を重ねてきた。この調査研究は，以上の諸調査のあとを受けて，掴罠が一

般教養として各分野の専門知識を身につける時必要となる用語用字の実態を

明らかにすることを目的として，高等学校教科書を対象に調査分析するもの

である。

B　担　当　者

言語計量研究部

　部長　斎賀秀夫　　第一研究室，第二研究室，第三研究室の全員

C　これまでの経過

　この調査は昭和49年度に開始された。53年度までの経過は，次のとおりで

ある。

（1）調査対象の選定……高校の社会科，理科，数学の教科書10偲を対象とし

　て選定した。すなわち，政治経済，倫理社会，地理B，世界史，日本史，

　生物1，化学1，物理1，地学1，数学1である。対象とする範囲を社会

　科，理科，数学に限り，国語科教科書を含めなかったのは，研究陰的に照

　らして，専門知識を体系的に記述した一まとまりの説明文を対象としたた

　めである。また，この調査は，各分野の知識体系を記述する用語を分析す

　るという観点を有することから，全数調査で行ったが，全体の作業の進行

　に先立ち，調査対象の概略を把握するため，および集計分析システムの試

　行のために，二十分の一の規模のサンプリングデr・一・タの調査を行った。な

　　　　　　　　　　　　　　一52一



　お，調査対象とする教科霧の選定と収集については，教科書協会の協力を

　得た。

②　調査項隠の決定……用語用字調査の結果として作成する用語表・用字表

　の種類および形式，分析項目等を検討し，それに要するデータ・ファイル

　（磁気テープ）の種類とその内容・形式を決定した。

（3）調査単位の決定……文節から助辞を切り出したもの（W単位）と，それ

　よりも小さく，形態素に近いもの（M単位）との二種類に決定した。

（4）作業過程の決定……（a）台帳作成・管理，（b）文・段落等の情報の記入，（c）

　単位切り・その検査，（d）清書・その検査，（e）データさん孔，㈹原文の機械

　読みこみ，および電子計算機による機械的チェック，（9拙力・印字（入カ

　データ形式で各種チェック情報の付いたもの），（h）校正，（i）修正データ作

成・さん孔，（1）再読みこみ処理，（k）修正検査用ミニK：WIC（M単位・W単

　位）および教科書原文形式出力の作成，（1）出力・印字，㈱ミスデータの検

　畠，（h）修正データ作成・さん孔，（Q）修正機械処理，（P）最終ファイル作成

　⑨同語異語判劉作業，（r）判別結果の機械処理，（s）比率計算，㈲語彙表作成，

　（U）文脈付き用例表作成，（V＞文字集計，6V）結果の分析，（X）報告書原稿作成，

　（y）報告書の刊行。

㈲　作業の実施……上記（4）の過程に従って，機械処理システムを設計し，入

　力・デ・・一・タチェック・ミニKWIC作成・データ修正：・同語異語判別シス

　テム等を作成し，前年度までに（S）使用率計算システムまで作成した。また，

　実際の作業のほうは，各科目の教科書とも，ほとんど（o＞の段階まで完了し

　た。世界史・地学王のみは，（o）修正機械処理を，54年度に持ち越した。ま

　た，二十分のeのサンプリングデーータは，（q）同語異語判別作業と（r）その機

械処理を終えた。さらに，㊥の分析に備えて，語彙の計量的研究に関する

　諸文献を収集し，ファイル化し機械検索にたえるよう整備する作業や，こ

　れまでの語彙調査とのあいだで，語彙の共通的な分析を行うための，少量

　の基礎的データを作成する作業も検討しはじめた。なお，数学1は，（b）段

　階で作業を打ち切った。これは，数式等が多く，あまりに他の教科書と挫
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格が異なっているためと，作業人員が不足しているためである。

D　本年度の研究作業

1）機械処理システムの作成

　　機械処理を進めるためのプログラミングは，前年度までに，ほぼ終わり，

　本年度は，最終語彙表作成システムのプPグラミングに取りかかった。こ

　のプPグラムで，二十分の一サンプルデータを使って，語彙表（五十音順

　・度数順）を試作し，ほぼ満足できるものを完成させた。

2）人手および機械によるデータの処理

　　本年度は，この高校教科書調査の後半のヤマ場である，（q）岡語二二判別

　作業，および（r）半捌結果の機械処理を行った。世界史・地学1のデ・・Tタ修

　正処理を，4月に終わらせると，直ちに（P）最終ファイル作成にはいり，5

　月より，同語異語三三作業の台帳となるミニKWIC作成を行った。全体

　で約60万M単位，2万ページにおよぶ台帳は，、アルバイター・研究補助員

　・研究員の順に，くり返し半捌情報が付加され，三三結果は，、清書・さん

　孔を経て，電子計算機処理により，最終ファイルに付加され，二三済みの

　語彙表ファイルが作成された。しかし，このファイルから，五十音順語彙

　表を作威したところ，さらに半捌情報を必要とするもの，データのミスな

　どが晃出され，さらに念入りな検査を行った。54年度末までにこの検査は

　完了せず，55年度も継続することになった。

　　なお，高校教科書調査の調査システム・調査単位等について，『電子計

　算機による国語研究X』（報告67）に，次の研究をまとめた。

　土屋信一・中野洋「高校教科書用語調査システムとその設計思想」

　鶴岡昭夫「高校教科書用語調査の言語単位について」

　土屋信一一「三三情報処理における語の把握」

3）語彙の計量：的研究のたあの基礎データの作成と分析

　　これは，従来の語彙調査の方法・手顯・分析項目等を分析し，語彙の計

　量的研究の基礎を固めるもので，高校教科書の用語用字調査の分析作業の
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基本となる薪？である。従辛の，．日本および靖外国の語彙諦査を検討し，

共通する分析方法で結果を分析する。これにより高校教科書の語彙の特徴

を明らかにすることができる。本年度は，前年度に引き続き，語彙の計量

的研究に関する文献の収集・ファイル化を進め，機械検索にたえるデータ

の作成につとめた。また，検索システムIRONを完成させた。これについ

ては，『電子計算機による国語研究X』（報告67）に，次の研究をまとめた。

中野洋「文献検索システムIRONj

なお，『電子計算機による国語研究X』（報皆67）所収の「言語計量研究部

部内資料文献目録」は，このシステムによって作成されたものである。

　このほかにも，研究システムの開発につとめ，マイクロコンピュータP

C－8001を利用する研究に着手した。また，テストデータとして，嘗島達

夫編階典対照語い表』・を，さん孔入力した。さらに分析的研究として，

夏層漱石，森回外の用譜の分析を行い，『電子計算機による国語研究X』

（報告67）に次の研究をまとめた。

鶴岡昭夫「漱石『坊っちゃん』と回外『雁』における助詞「へ」と「に」

　　　　　の比較」

E　今後の予定

　高校教科書の用語・用字調査は，54年度で完了するに至らず，その一部を

明年度に持ち越すことになったが，55年度からは，中学校の社会科・理科教

科書を対象とした「教科書の用語および文章表現に関する調査研究」が開始

される。したがって，この藷規の作業と並行して，高校教科書調査のデータ

を語彙表にまとめ，分析を加えて，55年度内に，報告書原稿の形にまとめる

予定である。また，語彙の計量的研究のための基礎データの作成と分析も，

引き続き，行う予定である。
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現代表記の多様性の実態と表記意識に

　関する調査研究

　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　現代の国語にみられる表記のゆれや誤用について，その実態および表記主

体の意識について，三年計画で，調査研究を行う。本年度は，その最終年度

にあたる。具体的1こは，この研究によって，表記のゆれや誤用について，次

のような事項を明らかにすることを目的とする。

　⑦　どのような語に現れ，どのような類型があるか。

　②　それをひきおこす要因に，どのようなものがあるか。

　③　一般国民がどのような意見をもっているか。

　　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

書語計量研究部第二研究室

　部長　斎賀秀夫　　室長　野村雅昭　　研究員　佐竹秀雄　　研究補助

員　松浦美恵子（旧姓小原）

　　　　　　　　　　　　C　本年度の作業

1．基礎調査

　前年度までに作成した，小型国語辞典の語表記の示し方のゆれを一覧する

カード，および，公用文・法令文で表記の問題となる語のカードについて，

点検・整備を行い，若千の語例を補充した。また，前年までに入力済みの，

現代雑誌九十種の用語調査の台帳に基づく語表記データの校正を行った。

2．　実態調査

　前年度までに採集した，雑誌および広報紙のデータの整理を行った。また

表記のゆれや誤用の量的な推計を行うため，雑誌の文章を7種の分野にわけ

各5万字を目途に，計196件（約35万字）のデータを入力した。7種の分野
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とは，小説，評論実用・解説，ルポルタージュ・報告，座談・インタビュ

ー，随筆，読者投稿をいう。

3．意識調査

　（1）前年度に松江市で実施した集合調査の結果を整理し，おおよそ次のよ

　　うな傾向をとらえることができた。

　　　・被調査：者のうち，教員層と主婦層との間で，かなり多くの設問にお

　　　　いて圃答が対立する。

　　　・金園的に，主婦層の方が教員層よりも，漢字表記を選択する三三が

　　　　高い。

　　　・誤表記に対する反応では，教員層の方が主婦層よりも敏感に反応し

　　　　て標準的な表記に：訂正する割奮が高い。’

　　　以上の概容については，下記の口頭発表を行った。

　　　　斎賀秀夫「現代人の表記意識」　（文化庁主催「Pt　U本地区国語問題研究

　　　　　協議会」一松江市一54．IG．5）

　（2｝上記ωの傾向を統計的に有意なものとしてとらえるために，本年度は

　　同一質問内容による検証調査を実施した。

　　　具体的には，松山市教育委員会，愛媛大学教育学部柳環徳司助教授・

　　同部琳谷久講師等の協力を得て，社会人・大学生を対象に，約300人分

　　の調査票を回収することができた。内訳は，次のとおりである。

　　　　○松山市立御幸中学校の父兄一約180人

　　　　○愛媛大学教育学部の学生一三120人

　　　検証調査の集計は，本年度は一部着手したにとどまった。

D　今後の予定

　この研究は，本年度で終了する。未集計のデータについては，次年度以降

も，整理・分析を続け，全体の報告を行う予定である。
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現代の交響・表記に関する研究

A　目 勺白

　現代の文字・表記の実態を記述するとともに，そこに含まれる諸問題につ

駆て，種々の観点から，理論的な検討を行う。、

B　担　当　者

言語計量研究部第二硬究室

　墨筆　野村雅昭　　研究員　佐竹秀雄　　研究補助員

小原）

松浦美恵子　帽姓

C　本年度の作業

1．　基礎資料の整備

　昭恥41年の朝日・毎日・読売3紙1年分を対象にして実施した，新聞の表

記調査のうち，漢字に関する部分は，昭和50年度に報告を行った（「現代新聞

の漢字』〈報th56＞）。その後，かな表記語についても整理を進め，語表記台帳

を作成する作業を継続してきたが，本年度は，前年度に藩手した台帳への転

記を引き続き行い，完了した。これで，新聞用語調査の語表記台帳作成につ

いての作業は，すべて終了した。

2．漢字の基本度の研究

　漢字をその属性に基づいて分類するために，現代薪聞の漢字調査のデータ

を用いて，実験的な分析を行った。字体・音訓等の純属性的な要因と，使用

率・語表記率などの数値を伴う要因とからなる属性のカテゴリーに，各漢字

が示す反応を，多変量解析理論によって処理し，分類モデルを作成した。分

析の内容は，下記により発表した。

　　野村雅昭「漢字の分類」（国語学会春季大会一京都大学一54．5．12）

一58一



　　同「漢宇のパターン分類」　（報告67『電子計算機による国語研究Xa，55．3）

3．漢字の機能り研究

　漢字によって表記されることを前提とする，字音造語単位の機能を分析す

るために，新聞用語調査のデータにより，二字漢語の用法の分析に着手した。

本年度は，主として形態論的な観点かちの整理を行った。

4．　表記行動の研究

　1977年度に実施した文部省科学研究費補助金による研究「現代の漢字使用

の実態と意識に関する計量書語学的研究」のうち，表記主体とその表記意識

との関連について，本年度は，まとめの分析を行った。分析の内容は，下記

により発表した。

　　佐竹秀雄「表記意識の分析」（計量国語挙会大会一一福井大学一54。9．29）

　　同「表記行動のモデルと表記意識」（『電子計算機による国語研究X』報告67

　　　55．3）

5．　文字・表記の計量的調査の検討

　用字に関する計攣的な調査を実施するためには，どのような方法や条件を

考慮すべきかを検討するために，小規模データによる，各種の観点からの調

査にとりかかった。具体的には，昭和53年1年分の薪聞縮解版により，文を

単位として抽出したサンプル約7，000（約44万字）につき，単位分割を行い，

品詞・語種等の簡単な情報を付して，パンチ入力をすませた。

　　　　　　　　　　　　　D　今後の予定

　次零度は，上記の3・5のテーマにつき，作業を継続するとともに，4に

ついては，本年度で終了した「現代表記の多様性の実態と表記意識に関する

調査研究」（56ページ）のまとめの作業を引き継いで行う予定であるe’
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電子計算機による言語処理に関する基礎的研究

A　目的・意義

　電子計算機を使用した各種調査と言語処理に関する，プPtグラミング技法，

システム開発，また珍書理解システムのモデル化に対する基礎的研究を行う

ことを昌的とする。これらの研究は，日本語の構文解析ジ意味分類の自動処

理化に対する研究から，さらにそれを発展させることによって，漢字データ

を含む臼本語処理を目的としたデータベースの作成，最適なデータ構造の決

定などに応爾可能であり，そのほか用語用字調査の効率化，言語分析用基礎

資料作成に謙譲な働きをするものである。

B　担　当　回

書語計量研究部第三研究室

　室長　斎藤秀紀　　主俊研究嘗　田中卓史　　研究補助員　小高京子

沢村都喜江　米田純子　科野千夏（54．7．31退職）

C　本年度の研究及び作業

　本年度の研究及び作業は，以下のとおりである。

L虚語処理に関する基礎的研究

　電子計算機による言語処理の質を向上し，意味内容にまで立ち入った高次

の処理へと進むためには，書語を種々の三栖から分析し，その構造を明らか

にすることが必要であり，また，言語理解，推論・思考，書語生成などの過

程を情報処理の立場から少しずつモデル化していくことが重要である。

　本年度は東大大型電子計算機センターのTSS端末装置（グラフィック端

末）を旧いて，高校教科書の二十分の一サンプリングデータ（約5万字）を

対象とした各種の基礎的データ収集用プログラムを作成した。
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9．装置の導入及び運用に関する研究

　所内における電子計算機利用者の増加と使用目的の多様化に対処するため．

電子計算機，高速漢字プリンタ，漢字テレタイプなどの切り替えを行い，移

行処理として新機種に対するシステム開発，ソフトウェアの移植，旧コード

からJISコーードへのファイル変換処理を行った。また，東大の大型電子計

算機センターに接続されているTSS端末装置にグラフKックプリンタ，フ

ロッピーディスク装置を増設し，日本語デ・一回分析能力の機能化を図った。

D　今後の予定

　昭和54年度に導入された各装置に関するシステム開発と日本語データを効

果的に運用管理するための研究を継続して行う。

　そのほか，人間と頭脳に関する計算機シミュレーションを通して，人間の

書語理解の構造をモデル化する新しい言語処理システムの研究開発について

も，引き続き行う予定である。

一61一



日本語の対照言語学的研究

　「外国語としての澱本語」研究の中心的分野の一つである日本語と外国語

との比較・対照研究の基礎を築こうとするもので，将来諸外国語との個別的

な対照文法を記述することを目的とする。本研究は次の3項目に分けて進め

られた。

　1　対照文法記述のための概観的研究

　∬　B独語の対照言語学的研究

　璽　日英対照による発話行為の研究

　ここでは，1，H，顕の順に説明する。

　1　対照文法記述のための概観的研究

　　　　　　　　　　　　A　鼠　　　的

　対照言語学において，対照文法の記述方法を確立し，それに基づいて実際

々こ記述することを霞的とする。

　　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

属本語教育センター第一研究室・岡第三研究室

　室長（取扱）野元菊雄（54．12。1まで）　主任砺三宮　高田　誠（54．7．1まで

在ドイツ，12．1以降第一一研究室室長）　　研究員　志望昭平　　第三研究室室長：

（取扱）　野元菊雄　　研究員　正保　勇（55．3．1着任）

　　　　　　　　　　　　C　本年度の作業

　本研究は，H英・芋虫・日朝・臼ポ・日インドネシアなど具体的・個劉的

な対照文法を試験的に試みることによって，将来の対照文法記述のための方

法論を確立しようとするものであるが，主に「日朝語の対照言語学的研究」

　　　　　　　　　　　　　　　一一　62　一



を中心に研究を進めている。前年度に引き続き，この研究の枠組を概観し，

基本的な資料を得るために次の作業を進めた。

　①前年度に引き続き，N朝及び朝目対訳文献資料によってB本語と朝鮮語

　　の文法的形態等の対応用例を収集し，その整理を行った。

　②同じく対訳文献を利用して，日朝語の「こそあ」語（指示詞）の対応用

　　例を収集したG

　③第三研究室は10月1H発足したが，観究員　正保　勇の着任が3月にな

　　つたので，本年度は本格的研究の準備にとどまった。

　　　　　　　　　　　　　D　今後の予定

①前年度に引ぎ続いて，翻朝・朝日対訳文献を利用して用例収集とその整理

　を行う。

②上の調査に基づいてN朝対照文法記述の問題点を抽出し，一部実験的に対

　照記述を行う。

③H本語とインドネシア語との対照研究は次年度から本格的に着手する予定

　である。
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　耳日独語の対照言嘉學的研究（国際共爾｝究）

　　　　　　　　　　　　A．目　　　的

　この研究は，．「日独文化協定」の趣旨に基づいて国立国語研究所とドイツ

連邦共和国ドイツ語研究所とのあいだでとりかわされた「日独語の対照書判

学的研究」に関する共同研究計画についての合意書に則って進められたもの

で，ドイツ語話者のための日本語教育，及び臼本語話者のためのドイツ語教

育に対して言語学的な基礎を確立することを目的とする。この研究は日本学

術振興会の援助のもとに，昭和52年度より3年計画で進められてきた。

　　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

　この調査に参加したのは，国立国語研究所では，

　所長　林　大　　日本語教育センター長　野元菊雄

　　第一研究室　主任研究宮　高田　誠（54．7．1までドイツ語研究所出張54．12．

　　1室長）　研究員　志部昭平

　　日本語教育教材開発室　研究員　日向茂男

　　H本語教育研修室　室長　水谷　修　　研究員　田中　望　石井久雄

　　研究補助員　高野美智子

　雷語行動部　部長　渡辺友左　　第一研究室　研究員　杉戸清樹

　　第二研究室　室長　江川　清　　研究員　米砥正人

　ドイツ語研究所では，

　所長　ゲアハルト・シュティッケル　研究グループ責任者　金子　亨（文

　　部省派遣研究員　千葉大学教授）　研究員　イェンス・リックマイヤー

　　55．3．まで国立国語研究所にて研究）同　クラウス・フォルダビュルベ

　　ッケ　同　ルドルフ・シュルテペルクム

である。
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C　本年度の作業

　両研究所は，それぞれの研究成果をたがいに提供するとともに，共同研究

の効果的な推進のために研究員を栢互に派遣することになっており，国立国

語研究所からは　主任研究官　高田　誠が前年度に引き続き昭和54年7月1

罎までアンハイムのドイツ語研究所に滞在し下記で述べる語彙を中心とした

研究を進めるとともに，日本語学者の立場からドイツ語研究所側の研究に参

加した。また下記（1）の調査研究のため　主任研究官　高田　誠　研究員　石

井久雄　隅　杉戸玉樹の3名が昭和54年9月7品目ら同10月18Bまで西ドイ

ツその他へ渡った。

　またドイツ語研究所からは研究員イェンス・リックマイヤーが前年度に引

き続き曙和55年3月31βまで国立国語研究所に滞在し研究を行った。

　研究テーマは引き続きドイツ語研究所が主として「シンタックス」　「形態

論」を担当し，国立国語研究所は「語彙」及び「蛮語行動様式」の対照砺究

を主として撞当した。

　（1）日独語各話者の出語行瀬様式の対照的研究

　本研究の罠的は，日本人とドイツ人の丸心行動様式を記述・対照し，この

ことによって，さまざまな言語行動場薗において生じる両言語話者の雷語行

動様式の差異に基づくコミュニケーション上の障害な：どの問題を解決しょう

とすることにある。

　本年度は3年計画の最終年度にあたり，これまでの調査研究をふまえ，下

記の調査研究を行った。

①ドイツ語話者の土語行動様式に関するドイツ国内においての調査

　昭和53年度にドイツ国内で行った大量のアンケート調査の集計（②参照）

によって得られた資料の補足，検証のため，国立国語研究所研究員3名（高

田，石井，杉戸）が渡独し下記の各種調査を行った。

a．前年度調査の補足，検証調査

’前年度アンケーート調査で得られた資料のうち，あいさつ等の言語表現にっ
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いて，そのていねい度の判定，その半碇のためのわく組作りのためにドイツ

語研究所研究員の協力を受けた。アンケートではそれぞれの質問に対して，

微妙に異なる数十種の雷語表現が回答として得られた。これらの変種をドイ

ツ語としてどのような軸を立てて騨謝寸け，分類をしていくかについてドイ

ツ語研究所の他のグループの研究員（社会書語学）の協力も得て数回にわた

って討論を重ねた。この閥題は社会言語学的に大きな問題で，簡単に答えの

旗るものではなく，ドイツ語研究所の社会言語学老も自らの問題として興味

を持ち多くの時間をさいてくれた。この結果，ていねいさの度合をいちおう

2ないし3段階に分けて分類することとし，上記研究員を含む数人のドイツ

人研究員の言語感覚による分類作業を依頼した。国立国語研究員3名の滞独

中には結論が畠ず，結局，12月の末に判定結果を録音した録音テープが郵便

で届けられた。

b．ドイツ人の行動様式の観察記録調査及び日常生活における言語情報の観

察認録調査

　街角等一定の場所に一定時閥とどまり，通行中の人払の行動を一定の観点

から観察記録する調査を行った。二入の人間が歩くときの並び方，腕の位置

等につき予め用意した記録用紙に記入する方法をとった。また，交通機関を

中心に，車内の掲示，広告等の情報についても観察し，同じく，予め用意し

た記録用紙に記入する方法で記録した。台計して300枚ほどの記録が得られ

た。

c．在独瞬本人に対するアンケート調査

　つぎに②で述べるH本人向けアンケートをドイツ在留の田本人に対して行

った。領事館の職員，留学生等小人数ではあるが，国内の日本人とはやや異

った角度からの正答が寄せられた。

d．文献調査，資料収集

　前年度に引き続き，各種統計資料を収集した。また雑誌，パンフレット等

日本国内では入手の困難な各種資料を取集した。

②調査結果の整理
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　イ．昭櫛3年度に行っ距ドでツでのアンケート調査結果のうち，年度内に

整理しきれなかったものの処理，及び計算機入力のための処理を行い，、パン

チカード入力を済ませた。集計作業の大まかな部分にわたっては完了した。

　ロ．前述のドイツ人による判定結果については整理は終わっていない。上

記イ．の詳細な分析を行う時期に併せて行う予定である。

③田本人に対するアンケート調査

　ドイツ人に対するアンケート調査で得られた結果と対照するために，ほぼ

岡じ内容の質問を臼本入に対してもアンケ・・一ト方式をもって行った。ドイツ

での調査場所マンハイム市役所と条件を合わせるために棄京都下八王子市役

所の職員に対して調査を行い約147部の資料を回収した。快く調査に協力さ

れた市当局，職員，また，この八王子市役所調査についてあっせんの労をと

られた実践女子大学教授福島邦道氏に感謝の意を回したい。なお，この調査

の集計及び今後のことについてはD．を参照されたい。

12旧独語の基本的語彙の意味用法に関する対照虫腹学的研究

　この研究は，主に文部省在外研究員として蔚年度に引き続き昭和54年7月

1日置でドイツ語研究所に派遣された主任研究官　高田　誠によって進めら

れたもので，前年度に引き続き以下の研究を行った。

④日独語の意味用法の対照記述のための総合的モデル作り

　日本語の語彙を外国語として記述するための記述モデル作りを目出した。

このモデルは，ただ対ドイツ語にとどまらず，各外国語との対照を今後進め

る際の基礎的なものとすることをも目嘉すもので，意味論的な面，構文論的

な面，さらにはプラグマティクの薗からの総合的な記述モデルを作りあげよ

うとするものである。

　意味情報と構文論的証報を総合的に扱おうとする場合には，どのような文

法モデルを用いるかが大きな問題となる。それぞれの文法モデルは少なくと

も対照記述に限ってみても長短さまざまあって決めがたい。この研究では動

詞結’合簸理論（Valenztheorie）を採用した。この理論は，格文法風の深層格

を仮定せず，いわゆる表層的な絡を動詞の支配関係でとらえている点で対照
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記述のためには有力なモデルと考えられるが，一方，大きな問題も内包して

いる。

　ドイツ語圏を中心にして最近発展してきた動詞結合価理論では，一般に，

動詞の支配する要素を2類に大鯛する。すなわち必須要素と任意要素である。

この軍閥のものはない。ドイツ語話考のコンビテンスに従って，文が成立す

るためになくてはならない要素か，取り去っても文が成立する要素かでふた

つに分けるのである。そして，それぞれの動詞の支配する必須要素の数ある

いは，その梅文的な機能ないし形態に従って動詞の結合極を決定し動詞を分

類記述していくわけである。この方式を日本語に当てはめていくとき，この

クライテリアが問題となる。日本語動詞においては，ドイツ語における意味

での必須要素はいったい存在するのかどうかという問題である。H本語の場

合コンテクストさえ与えられれば，極端な場合鋤詞1個口も文は成立する。

ドイツ語の結合億理論ではコンテクストは与えないということにはなってい

るが，ドイツ語と日本語では文の成立に関わるコンテクストの意味が異なる

ので，この必須か任意かという二元対立的fs　Weglassbarkeitというクライ

テリアをH本語に単純に当てはめることには問題が残る。

　また，現在のValenztheorieでは，動詞の支配を愛ける各要素について

は意味論的な条件を付加していない。したがって，

　　ein　Haus　bauen

　　ein　Schiff　bauen

というふたつの例に現われる動詞は，「AkkusativのNを支配する」という

ところまでしか記述されず，そのNがどのようなものであるかは示さない。

同じように，

　　船ヲツクル（ein　Schiff　bauen）

　　家ヲタテル（e短Haus　bauen）

というとき，ツクルもタテルも同じく，例えば「ヲ格の名詞を支配する」と

記述され，その場合の名詞がツクルとタテルでどう違うかは示さない。これ

では，船はツクルのであってタテルのではないということの説明，記述がで

　　　　　　　　　　　　　　　一68一



きず，bauenとの対照がなされたことにはならない。

　このような問題意識から対照記述のためのモデル作りを目嫁したのである

が，現在のところこれらの諸点を解決する文法理論を整理総合するところま

でに至っていない。また現在の文法理論にもこのような点，とくua，　Wegiass－

barkekをめぐる問題について明快な説明を示したものは見当らない。

②語彙の研究とは異なるが，文部省在外研究員としてドイツ語研究研へ派遣

された主任研究官　高田　誠のいまひとつの任務として，ドイツ語研究所分

担分の研究に参加することがあった。ひとつには，ドイツ語研究所研究員の

進める研究に日本語学者として助書し各種資料を提供することで，いまひと

つは，そのうちのイ．敬語法の対照研究　ロ．文末詞，文末表現の対照研究

ハ．硲忌詞，応答表現の対照研究を進めることであった。このうち，前年度

に引き続いてイ．の敬語法のうち，敬語の意味論的枠組及び敬語形式の記述

を終えた。敬語法の対照の場合，ドイツ語に明らかな形態上の敬語形式が存

在しないため，その対勲こは多くの問題が残る。一一般に，二言語漏で対照を

行う場合，形式が1対1に対応している場合が最も単純で（非常にまれにし

かおこらないが），1対多，多対多がこれにつぎ，複雑ながらも何らかの対

照記述は行われようGまたこれまでの対照研究もこのような場合を中心に扱

ってきたと言えよう。しかし，1対論，多対無の対応をどう扱うかについて

はこれまでの対照書語学からは答が得られず．これからの課題と書わざるを

得ない。

D　今後の予定

（1）書語行動様式の対照研究について

　この研究は本年度をもって3年計画は終了するわけであるが，次年度以後

も研究を継続する予定である。したがって，研究グループも存続させ研究成

果の発表も次年度以後に行う予定である。今後の予定としては，

①ドイツでのアンケート調査及び各種調査の整理及び集計結果の検討。さら

　に，報告書として盛るべき点の検討を行う。
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②H本入に対するアンケート調査をさらに続けて行い，可能な回り多量なデ

　ータを得る。さらにそれらの集計整理を逐次行う。

③このテーマに連続するものとして，英語版のアンケート票を作成し，日本

　国内に滞在する英語話者に対し同様の調査を行い，ドイツ語話者の反応と

　対比するための資料を得る。

②　語彙に関する対照研究について

　上記C．で述べたいくつかの問題点をめぐり，対照言語学の方法論の展望

を得るべくさらに研究を進める一一・fi，二，三の動詞を中心に動詞結合価理論

を基にした動詞の意味記述の総合的モデルを試案として示す予定である。こ

れは，B独のみならず，他の外国語との対照に於てもAusgangsspracheと

しての日本語記述の基礎となるものである。
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　H　日英対照による顕本認の発話行為の研究

　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　日本語教育の目標の一つには学習者に日本語の運用能力を身につけさぜる

ことがある，このためには，日本語が発話の実場面でいかなる運用の仕組に

支配されているかを明確に捉えていることが必要である。本研究は日本語の

発話行為（Speech　Acts）を話し手・聞き手に関与する側面に焦煮をあて研

究し，その結果を英語の場合と対照させ，より普遍的側画と個携的特性を明

らかにし，上述の臼標の為の基礎資料を得ることを陰的とする。

　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

H本語教育センター

　第二研究室　室長　上野田鶴子

　　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

　本研究は3年継続で進め，以下の手1傾をふむ計画である。

　（1）国肖国外の文献を通じ，発話行為の理論を検討し，本研究の理論的枠

　　維を設定する。

　②　B本における発話行為に関する問題点を概観する。

　㈲　上し手・暖き手に閣与する側面を具体的に取り上げ，超分節的要素を

　　含め，解析を行う。

　㈱　島本語について得られた結果を英語の場合と対照し，検討する。

　㈲発話行為の普遍的側面と個面的特性を抽出する。

　参考資料には作例・用例・インフrt　一一マントによる資料を用いる。

　本年度は（1），（21および（3）の研究を進めた。（3＞については，文形式と文音調

の発話における役割を明らかにするために，H本語における複文の平叙文に

ついて，文溝造と文音調の関係を検討した。
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　　　　　　　　　　　　D　今後の予定

　次年度には，前年度までの研究成果を英語の場合対照し，検討を進める予

定である。
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日本人と外国人との言語行動様式の

比較対照的研究

A　目 的

　本研究の目的は，広く外国人（当面はアメリカ人）の雷語行動との比較対

照を直接の半紙としながら，臼本人の言語行動様式の類型一ことばを中心

とするコミュニケーション・パターンの体系づくりを闘指そうとするもので

ある。

　この目的を実現するためには，音韻，文字，文法等言語そのものの構造に

関する研究ばかりでなく，言語を実際に使用する際の具棒的な言語行動のあ

り方を素材とすることが不可欠である。具体的な書語行動様式は，あいさつ，

依頼，ことわり，弁解，催促，質問等々の行動類型に区別され，それらの類

型内におけることばの流れの持つ枠組みとそれに伴う身振り，表情，更に位

置関係や時間的要件なども研究対象としてとりあげられなければならない。

B　担　当　者

　脚本語教育センター

　第一研究室室長高田誠（54．7．1ドイツ出張より帰国，54．12．1室長昇任）

研究員　志部昭平

　日本語教育研修室　室長　水谷　修　　研究員　田中　望　石井久雄

C　本年度の経過

　本年度は4年計画の3年次にあたる。前年度に引き続き，資料の収集と整

理分析作業を行った。資料源はテレビ放送のドラマ番組を中心とするが，本

年度はB本語テレビドラマの資料補充とともに米国で製作されたテレビドラ

マの第一次文字化作業を行った。この資料はテレビの2か国語放送を録回し

たもので，ここから同一ドラマの英語，日本語両語の第一次文字化資料を得
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た。

　非書語行動類型リストアップ作業は基本資料の再検討を終え，分類，体系

化の段階に入った。

　第二次文字化資料作成は，テレビドラマ60分もの2編について作成作業を

行った。作成の際に採った記述方式はいまだ試験的なものなので，決定方式

といえるものにするために，補充資料としてとった英語によるドラマの第二

次段階の文字化にも藩手した。

D　今後の予定

　行動類型リストアップ作業ではしLを使用した確認のための実験を経て，

最終的な行動類型表を得る予定である。

　第二次文字化資料は，本年度に着手した英語によるドラマ資料との比較を

通して，少くとも60分もの2編について最終資料を完成する。

　次年度は本研究の特恵研究としての最終年度にあたるので，上記の作業に

より「書語行動類型表」及び事例研究として2種の「テレビドラマにおける

談話行動総合資料」をまとめるが，以降はこれらの資料をもとに英語，ドイ

ツ語，フランス語等の資料との比較対照研究を計画している。
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日本語教育のための基本的な語彙に

　関する比較対照研究

　　　　　　　　　　　　　A　R　・　的

　昭和53年度までの「日本語教育のための基本的な語彙に翻する調査研究」

の成果として得られた，　「日本語教育基本語彙第一次集計資料」（2，000語，

6，000語を碧安として選ばれた専門家判定の集計結果）について，これに各

種の観点から検討を加えて，田本語教育のための学習基本語彙の選定を行う

とともに，ここで得られた学習基本語彙について，日本語学習者の燈圏語で

ある各国語基本語彙との対照言語学的分析を行おうとするものである。

　　　　　　　　　　　　　B　屠　　　的

B本語教畜センター第一研究室

　室長（取扱）野光菊雄（54．12．1まで）　主任硬究宮　高醗　誠（54．7．1まで

在le　．f・ツ，12．1以降第一研究室長）　　研究員　押部昭平

　　　　　　　　　　　　C　本年度の作業

　本年度は，4年計画第2年次に当り，以下の手順で研究を進めた。

1．第2次基本語彙選定のための参考資料の作成

　第1年次に引ぎ続き，専門家判定結果上位2，000語について他の語彙資料

との比較等の作業を進め，2，GOO語を昌安とした第2次基本語彙選定のため

の参考資料を作成した。

　この資料は，専門家判定のもとになった『分類語彙表慮に以下の情報をマ

ーー Nしたものである。

　a．　「第一次基本語彙集計資料」上位2，000語

　b．a．の項目を除く，同じく上位6，000語

　c。a．の語彙と他の語彙表12種（『年報30s，62’一63ページ参照〉との比較の
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　　結果，a．には無くて，他の語彙表4種以上に共通に表れている語彙（約

　　650語）

2．　第2次基本語彙の選定

　第2次の基本語彙選定は，上記参考資料に基づきながら，所内外の20人の

専門家（r年報』30，64ページ参照）によって行われた。専門家は，第一次集計

資料上位2，000語のそれぞれについて検討を加え，これに補充すべき語，こ

れから劇除すべき語の選定，さらに，その選定上の問題点を抽出した。

　なお，『臼本語教畜基本語彙第一次集計資料一6，000語索引一』（1980．3．25）

を内部資料として印制した。

D　今後の方針

1．本年度の検討結果にもとつく，2，000語を目安とした学習基本語彙の選

　定，ならびに印劉原稿の作成を行う。

2．専門家判定結果上h立　6，000語について，検討を進めるための参考資料の

　作成ならびに專門家による選定作業を行う。
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日本語教育の内容と方法についての調査研究

A　目 的

　外国人に対する日本語教育の現状と過去の実績について，教授法，教育内

容，教材に関する問題点を収集整理し，日本語教育に関する研究上の方法論

と呉体的対策を検討し，日本語教育の内容方法の向上改善に資する基礎的な

研究資料を得ることをH的とする。

B　担　当　老

闘本語i致育センター

第二研究室　室長　上野濁鶴子

C　本年度の研究経過

　「年少者に対する日本語教育機関一外国人学校等」に委嘱した委員（後記）

と日本語教育センターのメンバーによる研究連絡協議会で前年度に検討した，

低学年のための初級500語を以下の資料にまとめた。

　「N本語教育の内容と方法についての調査研究」資料（1）

　　日本語教育語彙資料（1）一一低学年初級500語一

　「日本語教育の内容と方法についての調査研究」資籾2）

　　縫本語教育語彙資料（2）　低学年初級500語一一（五十音順）

　本年度も前年度に引き続き，「年少者に対する日本語教育機関一外国人

学校等」からの委員と臼本語教育センターのメンバーによる研究連絡協議会

を開催し，教育の現場に還元できる研究課題として，　「年少者（小学校3～

5年）の日本語教育における初級50時間のための基本的文型」をとり上げた。

以下に対象となる文型を列挙する。なお，基本的文型の教育については，関

連する語彙および場面についても検討を行った。
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1

2
◎
り

4．

5．

6．何　　　が

7．　（どこで）

8．　だれ　　と

9。　いつ

10．

「年少者の日本語教育における初級50時間のための基本的文型J

コソア　は　何／ドンナ・

何　　　は　何／ギンナ

何　　　は　何が　　／ドンナ

何　　　は　何より　　ドンナ

何のほうが　（何より）　ドンナ

何はいちばんドンナ
侮　　　は　侮が　デキル

何　　　に　傷が　アル／イル

11．だれ　　に

　だれ　に／から

12．どこ　に／まで

13．何シ　　に

14．何　　　で

15．何シて

16．何　　　を

　　何　を　何シて

17．　（河　を／が）

　　｛可スル（ハシル）

何を　スル

　何スル

　何スル

何／ドンナ　に
　　　　　　　ナル
　　　　～く

何を　アゲル／オシエル

　携を　モラウ／ナラウ

イク／クル

イク／クル

イク／クル

イル

クダサイ

クダサイ

何シ　タイ

　年少者に対する日本語教育機関からの委員は以下の方々である。　（五十音

順）

　岩沢佐地子（国際聖マリア学院　教員）

　海野　光子（カナディアン・アカデミー　部長）

　　菊地　　章（横露アメりカン。ハイスクール　教員）
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嘱ヒ村　募子（西町インターナシStナル・スクール　主任1）

陶山∫尚志（横田ウエスト。エレメンタサースクーール　教員）

欝松　蔑子（サリバンズ・エレメンタリースクール　教員）

中村　 正己（座間ハイクール　 教員）

羽田　満子（ステラマリス・インタ・・一ナショナル・スクi一一ル　教員）

ヒx一・ブラウン（アメリカン・スクール・イン・ジャパン　科長：）

法論久子（横浜インターナシ。ナル・スク～ル　教員）

細川　廓真（横浜山手中華学校　教員）

松林栄子（広島インターーナショナル・スクール　教員）

松本多嘉子（甕心インターナショナル・スクール　主任）

村田　経和（東京ドイツ学園　講師）

横井志づ江（京都国際学校　教員）

　以上に加え，日本語教育機関訪問を中心とする実態調査を実施し，資料・

文献による情報を補い，現状を確認した。訪問機閣は以下の通りである。

　琉球大学教養部

　沖縄クリスチャンスクール

　在臼未軍附属　沖縄　久場崎ハイスクール

　在日米軍附属　沖縄　三二エレメンタリースクール

D　今後の予定

　引き続き，臼本語教育の現場に直接還元できる研究テーマにつき協議し検

討を続ける予定である。

一79一



日本語教育に関する情報資料の収集・提供

A　目 勺白

　外国語としての比島語教育を有効に行うために，これまでの国内・国外に

おける日本語研究，日本語教育の実態，および日本語教育に関する教科書・

翻教材・視聴覚教材などの情報資料を収集整理し，今後の拭払および教育の

参考資料として提供しうるように備えることを目的とする。

B　担　当　者

日本語教育センター一

第二研究室　室長　上野田鶴子

C　本年度の作業

　外国語としてのH本語教育に関する教科書，副教材，辞書および対照砺究

に用いられるべき雷語研究・外国語教育に関する文献を収集し，整理した。

　一方，日本語教育に必要な文献リストを作成するために，過去10年間に学

術雑誌等に掲載の論文および関連資料につきカード化を進めた。

　また，以下の関連分野の専門家より，国外における日本語教育・日本語研

究の実態に関する情報を得た。

　Jorden，　Eleanor　H．（米国　コーネル大学　現代語学部教授）

　中田　清一（米国　プリンス5ン大学　東アジア学部助教授）

　大曾美恵子（オt・一一ストラリア　アデレード大挙　アジヤ碩究センター講師）

D　今後の予定

文献の収集整理を継続し，訪日中の日本語教育および関連分野の専門家よ

り国外の日本語教育および日本語硬究の実態に関する情報を収集し整理する。
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日本語教育研修の内容と方法についての

調査研究

A　目 勺白

　外国入に対する日本語教育に関して，教員の資格能力の向上を図ること，

また教授の効率化をめざすことは，現在大きな社会的要講となっている。そ

れにもかかわらず，この問題の解決に資するような調査研究は，ほとんど行

われていない。本研究は，教員研修一般についてそのあり方を追究するとと

もに，当研究所で実施している研修に対して適切な指針を樹立するため，具

体的な研究およびその方法の開発を行うことを闘的とする。

B　担　当　者

日本語教育センター購本語教育碕修室

　室長　水谷　修　　二二員　磁中　望　石井久雄　　研究補助員　高野美

智子　　事務嘗　田島正幸

C　本年度の経過

　本研究は内容を二分し，

・1．　β本語教育の評価および測定に関する研究、

　2．研修効率向上に資するための調査薪究

とする。

1．　臼本語教育の評価および測定に関する研究

　教授内容の有効性を把握し，また教材の開発・使用の指針を得るための，

教員の資料すなわち研修教材として，パイロット＝プログラムを開発し，昨

年度から「プログラム教材」として三二を始めている。本年度は

　、表記教育に関わるものとして「カタカナの筆順」　（担当　石井久雄）
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　　文法教育に関わるものとして咽段活用と非四二活用」　（担当　隅）

を印刷した。例えば，　「カタカナの筆順」の最終部分は，字形に基いた，

　　画Zが画Wの上または左上にあるならば，画Zを画Wよりさきに書く。

　　画Zが始端でないところで画Wの始端に接するならぽ，敵Zを画Wより

　　　さきに書く。

　　画Zが始端で函Wの始端に接して画Wの左方または左下方にあるならば．

　　　画Zを画Wよりさきに書く。

　　横画Z，縦画または払画W，点画Vが交わるならば，画Zを画Wよりさ

　　　きに，画Wを画Vよりさきに書く。

　　画Zが終端で画Wの始端に接して，上記の命題に抵触ぜずに画Zについ

　　　で画Wを書くことができるならぽ，画Zに画Wを続けて書く。

　　画Zが終端で画Wの終端でないところに接するならば，画Zを画Wより・

　　　さきに書く。

　　画Zが画Wの左にあるならば，画Zを薗Wよりさきに書く。

という，順序づけられた一連の命題から成る。これによれば，五十音順にカ

タカナを教えている大方の教授方式は，字形および筆順の観点からは，非効

率的であることになり，今後の教授内容・教材開発は検討を要することにな

ろう。漢字の教授に対する影響も小さくないと思われる。

2．研修効率向上に資するための醗究

　研修の需要・供給の実態がほとんど明らかでなく，しかも需要が大きいと

予想される地域について，実地調査を行う。前年度の北日本地域に続いて，

本駕度は南饅本地域特に鹿児島・宮崎を調査した。

　また，当研究所の研修参加者が国内外の日本語教員の需要にどのように応

えているか，追跡調査を行う。本年度は，紹和52・53年度H本語教育長期専

門研修修了生32名について，追跡した。概要は次のとおり。

　　　　　　　　　　日本語教育従事者　　　　国内　　　　　　　　10名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国外　　　　　　　　4名

　　　　　　　　　　　大学教育従事者　　　　　　　　　　　　　　2名
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大学院進学：者

　　　そ㊧他

名
名
Q
U
7D　次年度の予定

1、　N本語教育の評価および測定に関する砺究

　パイPット＝プログラムの醗発を音声・表記・文法・語彙教育の領域にわ

たって続け，　「プpaグラム教材」としての印刷を

　　音声教育「動詞のアクセント」　　　　表記教育「現代かなつかい」

　　文法教鳶「助動詞の相互承接」　　　　語彙教育　　　「語彙の計量」

のように予定している。この教材については，小さい問題を詳しく扱うとい

う，現在進めている方向の維持とともに，諸問題を一定分量内に集約する方

策について，考えたい。また，特に音声教育・表記教育について視聴覚機器

の利用が有効であり，その利用方式に見通しがついたので，碕修教材の試作

を始める。Lしおよび授業観察装置の利用方式についても，］y・一一チン化の見

通しがある。

2．研修効率向上に資するための調査漏壷

　中国四国地域特に広島・岡山・香州の現地調査を予定している。
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日本語教育教材開発のための調査研究

A　目 的

　既存教科書における語彙，溝鼠について種々の観点から調査・整理して教

材，特に視聴覚教材に資することを当面の目的としている。

B　担　当　老

日本語教育センター田本語教育教材開発室

　センター長　野元菊雄

　室長武頒祈　研究員・日向茂男　文部技官湾田潤

C　本年度の作業

　E・Jordenの“Begining　Japanese”とA・Alfonsoの“Japanese　Lan－

guage　Patterns，，をカード化，整i諭した。

　日本語教育映画基礎篇（53年度までのもの）の語彙のカード化を行った。

　上記の作業等をもとに，論文「面面における『はいsと『ええgの機能」

を日向茂男が執筆，『研究報告集2』（報告65）に発表した。

　以上のほか，鷺本語教育長期専門研修生有志と共同で，ビデオ教材「おく

りもの」を実験制作した。これは「やりもらい」表現の提示を主題とし，ス

キットに解説を付した25分もののVTR作品である。

D　今後の予定

　さらに数種の既存初級教科書から語彙・構文のデータを収集。それらをも

とに語彙一覧表，無文類甥表を作成する予定である。

甲8婆一



国語および国語問題に関する情報の収集・整理

　　　　　　　　　　　　A　匿　　　的

　国語に関する学問の研究成果一般を知り，あわせて関係学会の動向や言語

および雷語生活に関する燈論の動ぎをとらえるために，国語および国語問題

に関する情報を収集・整理し，国語研究の基礎的資料を整備する。このため

に次のことを行う。

　1．刊行図書・雑誌論文等の調査を行い，分類別文献カーード隠録を作成す

　　る。

　2．諸新聞から関係記事を切り抜いて整理・製本し，研究資料を作成する。

　3。　『国語年鑑』を編集する。

　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

言語変化Gil究部長　飯豊毅一

　文献調査室　研究員・田原圭子　伊藤菊子　　研究補助員　中曽根　仁

　　　　　　　　　　　　C　本年度の作業

　前年度に引き続き，昭和54年度に刊行された各種文献を調査し，情報を収

集・整理した。昭漏54年1月から12月までの情報については分類励文献カー

ド目録および「新聞所載圏語関係記事切抜集」25冊を作成した。これらの文

献の鼠録は，その地の資料・情報とともに『国語年鑑』〈昭和55年版（1980）〉

に掲載する。

　『国語年鑑』〈昭和54年版（1979）〉は，53年1月から12月までの国語に関す

る研家球果，関係学会の動向，ことばに関する世論などを主な内容とし，次

の各部に分けて編集し，54年8月に刊行した。

　eq一一・部展望　　「国語学」　「話しことば」　「国語政策llなど18項目。

　　　　　　　　　　　　　　　一一　85　一



　第二部文献　刊行図書，雑誌論文，新聞記事（主な記事のみ296件）ほか。

　第三部雑報　各学会。関係諸団体（72団体）の活動報告ほか。

　第四部国語関係者名簿　顛内1，642名，国外86名。

　第五部資料　その年に告示された公的決定事項（54年版では高等挙校学習

　　　　　　　三三要領，常用漢字表案）など。

　索　引　　　（刊行図書，雑誌論文，薪聞記事の編著旧名）

　なお，本年度は，『国語年鑑』贈職29年版から52年版までの　「雑誌論文一

覧」を編年順にまとめた「国語年鑑掲載文献総麗三一雑誌論文篇（7分冊」

の作成を完了した（8月）。

　以下，国語および国語悶題に関する昭和54年の惰報の傾向を知る手がかり

として，採録した文献の紐数（または点数）を項瞬携に示す。　（）内は53

年の数である。

　外国発行の刊行図書・雑誌論文等については，前年までと同じく，その採

録範囲を日本語の研究および日本語教育に関するものに限定した。

1　刊行書の調査

　醸語関係の刊行書について，書名・著（編）者名・発行所・発行年月・判

型・A“　・一ジ数，ならびに内容を調べてカード化した。当喜喜所で入手できな

かったものについては，『納本週鋤（国立国会図書館），その他の目録から情

報を補い，総数1，075冊についての分類別カード匿録を作成した。

数冊のぞと温温の

般一語
名

　
）
　
韻
鏡
語
爾
地
　
体

書
鮮
史
着
俵
朔
藁
魯
法
改

行
語
語
声
宇
韓
語
人
　
章

刊
国
濁
音
文
語
　
　
文
文

53　（53）

55　（47）

9　（11）

9　（15）

20　（21）

9　（8）

12’　（18）

6　（13）

　
　
ン

　
　
ヨ

　
　
シ

　
械
【

俗
機
ケ

畏
と
二

●
ぎ
ユ

書
と
ミ

方
こ
コ

117　（84）

4　（4＞

Wミュニケーションー般（書

語生活）

言語技術（話し方・書き方）

ンヨシー
ケニニ

、
ミ

コ
題

・
問ス
語
マ
国

一86一

33　（39）

66　（68）

3　（le）

6　（3）



幽門教育

　国語教職～毅

　学穰指導

　ことばの指導

　文字教育

　語彙・文法教育

　細く・話す

　読む・読書張導

　書く・作文山導

　文学教育

　霧典・漢文教蕎

　締豪教育

　学力調査

　国藷教科書・教材概究

　縁語能力の発達

外盛人に対する理責語教育

君国学その他

辞典・燗藷集

　闘語辞典

　駕語辞典・愚語集

　特殊辞典

　索引

資　料

15　（11）

33　（34）

o　（o）

4　（2）

1　（1）

o　（o）

15　（5）

31　（20）

8　（5）

2　（O）

6　（7）

2　（O）

e　（6＞

13　（5）

29　（21）

65　（61）

19　（8）

36　（49）

43　（44）

25　（25）

資料

史料

解題・屋録

年鑑

　　　21　（13）

　　　10　（13）

　　　23　（23）

　　　16　（14）

霊十　　819　（761）　冊

遮轄ま　（53年12月i≧ミ前菜ijそi分〉

　葦葺挙その穂

　国語史

　音声・音鑛

　文字・衰記

　語彙・文法

　文童・文体

　方欝・墨引

　ことばと機械

　コミxニケーシfiン

　マス・灘ミュニケーシ聾ン

　国語題題

　國語教育

　外国人に対するEi本語教育

　言語学その他

　辞典・索引・資料
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総書十　1，075　（965）　藷｝

｝［　雑誌論文の調査

　当硬究所購入の諸雑誌，ならびに寄贈された大学や学会・礒究所などの刊

行物や雑誌から，関係論文・記事を調査し，題目・筆者名・誌名・巻号数・

発行年月およびページ数などを記載したカードを作り，分類塞カード目録を

作成した。当研究所で入手できなかったものについては『雑誌記事索引』（国

立国会図書館）の人文・三会編，旺LBA（Language　and　Language　Behavior

Abstracts）』，その他の目録類からできる限り情報を補った。採録した論文・

記事の総数は，4，　e42点に達した。（連載物については各回ごとに1点と数え

ることはせず，その題目について1点と数えた。）

　　　　　　　　　　　　　　　一87一



　l

　a
醐語・麗文・書語ほか

方言・民俗

驚語問題

国語教育

臼本藷教育

マス・コミ関係

外国語

　b

　2

国語（学）

　国語（学）一般

　時評・随筆

国語史

　国語史一般

　訓点資料関孫

音声・音韻

　音声・音韻一般．

　史的砺究

　アクセント・

一般刊行雑誌，および大学・研究所等の紀要・報告類の種別数：

一般刊行雑誌（学会誌等を含む）……452（457）種

173　（171）

19　（20）

　7　（5）

23　（22）

7　（6）

12　（10）

ll　（11）

週刊誌・総含誌　　　　　　　1　（1）

文芸・詩歌・芸能　　　　　　5　（9）

その他（教門・巻会学・心理学

　など）　　　　　　　　　　　　　　　　　99　　（99）

臨時に入った雑誌　　　　　　18　（32）

タト国誌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　77　　（72）

大学・研究所等の紀要・報告類……313（315）種

論文・記事の分類とその個数

　　　イントネーシuン

文字・表記

　文字・字捧

　衰記

語彙・用語

　語彙・用語一般

　古語

　現代語

　嚢語・流行語

　外来語

　人名・地名

　辞書・嫁引

文　法

379　（218）

77　（130）

70　（68）

26　（6）

68　（52）

24　（36）

11　（17）

25　（20）

29　（33）

168　（152）

55　（54）

15　（25）

2　G3）

7　（14）

49　（9）

69　（48）

　文法上の諸問題（現代語法）79

　史的研究　　　　　　　　　36

　敬語法　　　　　　　　　　18

文章・文体

　文章・表現一般

　史的研究

古典の注釈

　注釈一般

　上代

　中古

　中世

　近世以降

方嘗・民俗

　方言一般

　各地の方言

　　東部

　　西部

　　九州・沖縄

　民俗

ことばと機械

　言語情報処理

　研究用機器

コミ＝ニケーーション

一88一

（65）

（32）

（15）

66　（69’j

85　（102）
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1
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（19）

（23）

（17）

66　（33）

7　（9）



　コミュニケーションー般：

　言語生活

欝語活動

　言語活動一般

　書く・読む

　晒す・聞く

マス・コミュニケ・一・・ション

ー般的問題

新聞

放送

広野・寛伝

Emaj・出版

国語問題

磁語問題一般

表記法

国語教育

国語教育一般

国語教育史

学韻脚導

　ことばの掲導：

文字・衷記教畜

語彙教育

文法教育

聞く・話す

読む・書く

　読む・書く一般

　読解指導

　読書揚導

　作文措導

文学教育

古典・漢文教育

特殊教育

　学力評価

　潔藷教科書・教材研究

　言語能力の発達

外国人に対する日本語教育

45　（27）　i言語（学）
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　マス・コミュニケーション

外国人に対するH本語教育

　　　　　　計　　3，676　（3，411）　点

追補（53年12月以前刊行分）

　国語学その他

　国語史

韓語一般

意味

上ヒ較，対員燕研究

翻訳の問題

外国語研究

外・国語教育　（学習）

各国の書語聞題（教育）

言語障害務究

資料
資料一般

　国語資料

　翻刻
　陵録

書評・紹介

国語学その他

　国語史

音声・音韻

文字・表記

語彙・罵語

文法

文章・文体

方書・民俗

　ことばと機械

　コミュニケーション

輪帯問題

　国藷教育

言藷学その他

辞典・溺語集・索引

一89一
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音声・音韻

文字・表記

語彙・用語

文法

文章・文体

吉典の注釈

方書・民俗

　ことばと機械

　コミュニケーシ”ン

叢　新聞置目の講査

13　（23）

5　（18）

34　（73）

11　（23）

12　（i8）

9　（10）

83　（85）

O　（2）

11　（29）

マス・コミュニケーシaン

国諾問題

国語教育

外国入に対するH本語教蕎

言語学その他

資料

書評・紹介

　　　　　総計

6　（O）

3　（8）

67　（54）

3　（55）

78　（95）

5　（9）

5　（12）

4，042（3，956）点

　下記の諸薪聞から，関係記事を切り抜いた。各月ごとに整理・製本し，資

料として保存し，閲覧に供している。

　切り抜き点数は2，966点で，その内訳は次のとおりである。

　1　新聞の種類と切り抜き点数

ff（夕）朝紙

　朝　　日

　毎　　日

　三虚　　　　　士
　調　　　冗

　菓　　京

　サンケイ

　珊本経済

　北海道

　西三三

　2

　　1月

　　4月

　　7月

　10月

　3

国語（学）一般

音声・音韻

文字
　文字・表記

467　（436）

417　（442）

417　（4．48）

264　（322）

380　（34エ）

242　（270）

280　（296）

20Z　（190）

週刊・その他

　日本読書新論

　週刊読書人

　図書薪聞

　新聞協会報

　教育挙挙新聞

　その他

月下の切り抜き点数

　207　（256）　　　　　　　　2月　　250　（259）

　296　（263）　　　　　　　　5月　　267　（221）

　223　（259）　　　　　　　　8月　　190　（197）

　206　（303）　11・・N　262　（24〈t）

薪聞記事の分類とその点数

317　（3wt）

11　（17）

38　（44）

　活字

言三舞

　語彙一般

　各種用藷

一90一

　　　　　54　（38）

　　　　　65　（61）

　　　　　48　（44）

　　　　　42　（49）

　　　　　17　（12）

　　　　　72　（55）

霊十　　2，966　（3，GG4）　，転

月
月
月
月

3
6
9
2

　
　
　
1

361　（253）

272　（258）

218　〈271）

214　（220）

9　（7）

67　（48）

39　（24）



　糞訴舞吾・1荒行」語・轟轟言吾

　タト濤嚢語・タト来語

　辞書

　閥題語・命名

　人名・地名

文　法

文　体

　文体・表現

方　言

　方言一般

　方言と標準語

　各地の方書

変事生活

　雷語生活一般

　ことばの問題

　ことばづかいの問題

　敬語の問題

黒海活動

　熱熱潅動一般

　謡すこと　（聞くこと）

　書くこと（読むこと）

　読書

ことばと機械

国語無題

　国語問題一般

　追記の問題

　　表記一般

　　当用漢字など

　　かなづかい

　　送りがな：

　　かな書き

　　横書き・縦書き

41　（93）

80　（70）

44　（艇）

37　（65）

54　（57）

7　（8）

31　（29）

71　（67）

10　（5）

19　（22）

102　（124）

51　（63）

36　（26）

51　（55）

32　（30）

45　（65）

27　（27）

96　（89）

44　（41）

55　（35）

52

119

　8

　1

　8

　4

（7e）

（36）

（4）

（5）

（4）

（17）

　　人名。地名の表記

　　夕F早言誓申言己

　　Pt　一一マ興

国藷教育

　国語教畜一般

　学習無毒の問題

　　学習指導一般

　　話す（聞く）

　　読む（読書搬導）

　　書く（作文指導）

　文学・古典昌盛

　特蘇教育

　視聴覚教育

　挙カテスト

　幼児教育

言語学

　一霊’景蕊盆ξ・＿血几
　at　nra　一”　　濁又

　外国語～般

　比較研究

　翻訳の聞題

　外国語教育

　義憤語に関する紹介漁か

　礒本語の研究と教育

マス・コミenニケーシ露ン

　マス・コミー般

　新聞

　放送

　広管・宣伝

　出版

書評・紹介ほか

　　　　　　　計

42　（4D

19　（22）

12　（6）

71　（78）

20　（64）

5　（3）

42　（30）

14　（18）

4　（3）

．P．5　（17）

4　〈15）

31　（18）

20　（34）

81　（62）

148　（117）

49　（68）

23　（34）

56　（59）

51　〈59）

100　（i21）

2，966　（3，eO4）

57　（59）

28　（13）

39　（93）

44　（37）

47　（52）

328　（226）

　　　点

　切り抜き点数は，嚇年より38点少なかった。（主な記事は『屡語年鑑di＜昭2

55年販〉に掲載）。本年の主な動向を分類：項目の点数から示す。

　「当網漢字など」の項が前年より多いが，これは，第13期国語審議会が「常
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用漢字表案」をまとめ，中問答申を行ったことが，昭禰54年3月31日の各紙

に報道され，以後，これをめぐる意見や記事が論説欄や投書欄をはじめとし

コラム欄などにとりあげられたことによる。

　「放送」の項が前年より少ないが，前年は特殊事情があったためである

（くわしくは『年報30』を参照）。「学習指導一般」や「新語・流行語・隠語」の

項も少なくなっているが，前年はそれぞれ関連する連載記事が『毎日新聞a

『サンケイ』　91北海道新聞』などにあったためである。

〔付所外からの質問について〕

昭和54年度に電話で受けた質問件数を示すと次のとおりである。

計

月 54年
4月 ・月・月

P・…i・・・・…月 ・2月齢・月 3月

…75i・・2i・24i・・7・67｝・・31・28圃・3・i・・＃87囮・・3

　　（前年度の質問件数は1，348件であった。）

　回避の内容は，例年どおり多方面にわたっていた。件数が多かったものを

示すと次のとおりである。用語用字について422件（用語一般185件，用字一

般117件，同音類義語59件），漢字の読み218件，（姓名に関して61件），字体

89件，語の意味50件，表記一般44件，送りがな43件，かなづかい40件，敬語

36件などである。

　上記の件数のうち，同一（または，同類）の内容について2回以上質問を

受けた事項を，かなづかい，送りがな，字侮などから例示する。

かなづかい

　こんにちは

　Nへ
～：童つ

　い混み

送りがな

　話上

　少塗い

　行う

7
4
占
2
24
｛
3
2

　
6
4
4
3
3
2
2
2

　
　
　
創

　
　
　
場

　
　
　
の

　
　
　
偏

　
吉
晦
・
鍾
天
塚
目
頭
螢

体
吉
崎
食
天
塚
女
霞
蛍

字

【
92
一

　雪・雲

同音類義謬

　～観・～感

　付・附

　改定・改訂

　形・型

　永・長（～年・

　末厚く）

　初め・始め

2

6
4
心
3
33
3



　生む・産む

　付ける。着ける

　保障・保証

表記にゆれのある語

2
ウ
一
2

一生懸命・一一所懸i命2

十分・充分

また，

2

　停年・定年　　　　2

発音にゆれのある語

　し、く辱1φく3
　十～（ジヅ～・ジュ

　　ツ～）　　　　　3

　～くらい。～ぐらい2

～所（～ショ・～ジョ）2

人力飛行（ジンリキ～・

　ジンリゴク～）　　2

ニホン。ニッポン　　2

　　　　当用漢字の数について7件，教育漢字について（数を含む）4件，

「～か月（年）」の表記7件などが件数の多い事項だった。

　なお，研究所および研究所の刊行物についての照会が94件あった。電話に

よる質問のほかには，はがき，封書による質問が28通，直擾来所しての質問

が8件あった。

　以上の件数は，すべて文献調査室で受けた質問で，所員が個人的に受けた

質問は含んでいない。
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文部省科学研究費補助金による研究

　言藷運用メカニズムの発遼的薪究（代表　上野田鶴子）　　　　　　（特定研究1）

〈研究目的〉

　文を単位とする言語運用メカニズム（知覚のストラテジー）の研究のまと

めとして，日本語における文理解の発達の一般的法則を明らかにすることを

目的とし，視点に関しては旛承詞（コッチ・ソッチ・アッチ）を含む文の理

解を，文構造の観点からは複文溝造の理解を課題としてとりあげた。

〈研究組織〉

　研究代表者

　　上野　田鶴子

　研究分担者

　林部　英雄（東京学芸大学助手）

　　山田　　洋（大妻女子大学講騨）

実験協力校・園

　　中野区立桃園第三小学校　校長　田中　清

　　三鷹市三鷹双蘂幼稚園　園長　臼井みつえ

　　国立市和光保育園　園畏　松岡　きく

く本年度の研究経過＞

　1．指示詞を含む文の理解

　指示詞の習得の様相を明らかにするために3種の言語心理学的実験により，

幼児・児童（3～12歳）146名を対象として研究を行った。実験1（3～6歳

の保育園児40名を被験児とする）では，被験児が話者となり，実験者が聴者

となるように場面を設定し，被験児の前と被験児に対厨する実験者の前およ

び両者から5m離れた位置に計3個のバケツを置き，　「ボールをこっち（そっ

ち・あっち）のバケツに入れます。」という刺激文を稼験児の背後に置いたテー

プレコーダにより提示した。被験児は実験者に向かって刺激文を復唱した後，
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文内容を動作するという手順をとった。実験の結果は，全年齢を通じての平

均正反応数および反応群劉の分析などを総合すると，コッチが簸も早く習得

され，その後アッチ，ソッチの習得が進むことを示した。

　実験II（6～1◎歳の児童60名を被験児とする）では，実験1と立様の場面

を用いたが，被験児は聴者となり，パンダのぬいぐるみが話者となるように

設定した。刺激文はr白い（赤い・黄色い）ボールをこっち（そっち・あっち）のバ

ケツに入れて下さい。」　であり，パンダの曹後にテープレコーダを置きこれを

提忙した。誤反応を示した者は少数であるが，コッチの正反応率が最も高く，

次いでアッチ，ソッチの順であった。

　実験頂（6～12歳の児童60名を被童児とする）では，被験児は話者・聴者

には直接関与せず，傍観者の立場をとった。即ち，机の上に，三角形状に3

匹の動物と箱の玩具を置き，三角形の中心にあるリンゴの玩具を，刺激文を

闘かせて，どの箱に入れるか指示させる。刺激文には，　「シカさんがゾウさん

に書いました。9リンゴをこっち（そっち・あっち）の箱に入れて下さい。sどの箱に

入れるでしょう。」等を用いた。実験璽では，全体の正反応率は低学年では0に

近く，年齢の上昇に従って増加する。誤反応パターンの分析結果を合わせる

と，実験L　∬とは異なりコッチ〉ソッチ〉アッチの1頃で習得が進むことが

示唆されたが，これは刺激文中に話者と聴者が明示されているためにそれら

を抱承するコッチ・ソッチの正反応率が高くなり，アッチとソッチの習得順

序に逆転が生じたものとみなされる。

　以上の実験より，基本的にはコッチ〉アッチ〉ソッチの順に習得が進むも

のと考えられ，話者・聴者として蜜語使用の場面に参加している場合には，

催の場合に比べて捲示詞の理解が容易であることが明らかになった。指示詞

の理解には言語外の情報が強く効くものと考えられるが，このような場面の

統制から独立し，文法的知識のみを用いて解釈が可能となる過程が習得の過

程であると書えよう。

　2．複文構i造の運用メカニズ

　複文の運用メカニズムの様梱を明らかにするために成入35名（20～33歳）
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を被験者とし，記憶再生法による実験的研究を行った。・本研究は成人を対象

としたが，これは文理鰍こおける難易について，書語発達の場合と様相が異

なるか否かを捉えようとしたためであり，また，児童らを対象としては困難

な文タイプについてもその運薦メカニズムを明らかにしたいためであった。

　復文には，等位接続，関係節，補文等の権造があるが，本研究に取り上げ

たのは以下の文構造である。回避構文構造一単文，等位接続文。・補佐構造

閲係三文を含む）一一一使役文，終始文，往来動詞文，授受動詞文，願望動詞

文，分裂文，と序文，の野州，こと補文，中央埋込み関係節，左枝分れ関係

節。以上13種の各構造をもつ短文とそれに続く3ケタ十2ケタの加算問題：

（計39三囲）をテープレコーダで聞かせ，その直後にまず加算問題（筆算さ

せる）の解答をさせ，その後，短文をできる限り正確に口頭で反覆させた。

加算問題は文の記憶に対する妨害効果を期待し，挿入したものである。各刺

激は7文節（但し邦文標識を含む「ことを」等は1文節と数：えた）より成り，

複文においては深層構造における主群に相当する部分に3文節，埋め込まれ

た節に4文篤を用いた。但し，等位撞続文では先行節に5文節，後続節e：　2文

節を用いた。結果を正反応および脱落文簾，文節の移動等につき分析をし，以

下の点が明らかとなった。補文構造の中には補文に時制をとるもの（分裂S：）．

と補文，こと補文，関係節構文）と時制をとらないものがあるが，時津をと

る補文溝造に正反応が多く，それ以外の文タイプには少ない。これは時綱が

書語運用メカニズムにおいて重要な役割を果たしていることを示唆している。

また，文法的には複文構造であっても表層において時制をとらない補文構造

となるもの（使役文，終止文，往来動詞文，授受動詞文，願望動詞文）は，

単文，等位接続文と同様の処理過程を経るものと考えられる。脱落文節は，

多くの場合，補文内の「一の」句と副詞句である。これは，脱落し易い文

節が，補文内の意味的に主要でない要素であることを示すと共に，言語運用

内における「文の基準型」の溝造を具体的に示すものと言える。

　以k，本年度の成果をこれまでの知見と合わせるならば，言語発達におい

ては，書語の普遍的特性から個携的特性へと運用の手掛りを見出し，構造的
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には線状より階層へ，また，　「視点」については行為者・起点を文法上の主

語と岡一視する傾向からその他へという発達の法則性が存在することが明ら

かになった。なお，書語発達に特異な，規則の過剰一一pe化は，成人の場合と

対照的であり，言語発達における文理解の難易は，規劉の習得と適用の観点

から検討されるべきであろうと思われる。一方，成人における文理解の難易

は，処理方略が自由に操作できることを前提とするものである。

　談学行鋤の実験社会言語挙的研究（代表　渡辺友左）　（特定研究1）

〈研究匿的〉

　コミュニケーション行動としての言語行動を解明するためには，音声君譜

だけではなく，これを補い，また，その代わりをなす非飛語的行動との両者

の有機的な関連性を明らかにする必要がある。また，飛語行動は社会需語学

．的研究などにより明らかにされているように，行動の生じる場面や地域，さ

らに行動主体闘の社会的・心理的諸条件によって変化するものである。

　本研究は，以上の観点から，談話行動の要素・特性・機能などを明らかに

し，合わせて，言語行動の類型化，コミュニケーション・パターンの抽出な

どを行うことを主目的とする。なお，コミュニケーション行動は文化の型と

強い連関をもつことが予想されるというところから，当面は東京と大阪の二

地域で調査を行い，その比較を試みる。

〈担当者〉

　研究分担者

渡辺　友左

江川　　清

米田　正人

杉戸　清樹

堀江よし子

南　不二男

注藤　亮一

（言語行動研究部長）

（言語行動研究部第二研究室畏）

（嘗語行動研究部第二碓究室二幅員）

（雷語行動硬究部第一研究室研究員）

（書下行動研究部第二既究塞婿究補助員）

（言語体系研究部長）

（雷語変化礒究部第一研究室長）
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　沢木　幹栄

　田中　　豊

　N向　茂男

浜中　武彦

　畜顕弥寿夫

倉谷　直臣

徳川　宗賢

杉藤美代子

芳賀　　純

理　　博元

研究協力者

　高田　正治

　八村広三郎

（書語変化研究部第一研究室研究員）

（臼本二三畜センター騰本語教育研修室研究員）

（H本語教育センター日本議教育教材開発霊研究員〉

（金蘭短期大学教授）

（大阪外国語大学教授）

（大阪外蟹語大学助教授）

（大阪大学教授）

（大阪樟蔭女子大学教授）

（筑波大学教授）

（大阪府立大響動手）

（言語行動研究部主任研究窟〉

（民族学博：物館助手）

＜：本年度の経過＞

　1．　資料の収集

　上記の数的を達成するために，前年度までに得られた資料に加えてi以下

の地点で録音・録画資料を得た。

　1）大阪・和泉地区一前年度の座談資料の発話者の中から数名を選び，

　　前年度と岡様の調査を行った。これは同一話考の状況による言語行動の

　　違いをみるためのものである。調査は昭鵜54年7月13臼～17日に6グル

　　ープを対象に行った。

　2）東京・国立国語研究所　　各話者の音声を完全に分離した状態で記録

　　するために当研究所の職員を対象に対話形式での資料を得た。調査は昭

　　禰54年12月3費～14日にかけて，延べ10組を対象として行った。

　2．資料の整理

　1）　文字化作業一1で得られた録音資料の第一次文字化（片かな文節分

　　かち書き）が終了した。

　2）　1の2）の資料を対象に，サウンドスペクトログラムおよびオシログ
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　　ラムを作成した。

　3）非書誌的行動の記述一1で得られた資料の一部について，非言語的

　　行動を観察記録し，音声欝語形式との対応づけを行った。

　4）総合テクストの作成一上記の作業をもとに，言語形式と非言語的弓

　　動を対照させたテクストを作成し，資料集として刊行した。

＜今までに得た分析結果の概要＞

　1。座談資料の分析結果

　1）談話の構造を把握するために，談話全体の「始発」，「終結」，話題の

　　まとまり相互のヂ転換」，話題めまとまりの中での発話単位め「承前」の

　　四つの観点のうち，　「承前」の類型を記述した。反復（オウム返し，引

　　用，嗣形），類化（拡大一般化，詳細具体化，類・誌面輩，対語化，関

　　連語化），指示詞化（指示詞化，あいつち内化），潜在化（省略，文成分

　　ひきとり，あいつち内化），顕在化（復活）の5類14種の類型を一部の談

　　話資料から抽出し，その具体的な現れを記述した。（杉戸1980＞

　2）談話行動におけるジェスチュアの現れ方についての定量的分析を行っ

　　た。その結果，感情や態度などの表出的行動が全体の約7割を占めるこ

　　とがわかった。そのうち，うなずき的行動が大部分を占めている。リズ

　　ムをとるような動作がこれについで多い。（江川1980）

　3）談話資料を収集した地点のうち，大阪舶場地区（道志町）で音声的側

　　面の臨地調査を実施した。結果は音節表（具体的な語例つき）にまとめ

　　た。母音オ，ウの円唇性，チ，ジ，ツ，ズの破擦性がともに高いといラ

　　ようなインフォマントの特徴も把握された。調査は規範的な発音を対象

　　としたが，これは，実際の談話の中での発音との差異を記述し，談話分

　　析の基礎的な資料とすることを目標としているからである。（輝1980）

　2．対話資料の分析結果

　1）本資料のような雑談的対話場面では，文の切れ目にポーズが入らない

　　場合もあることや，2～3文演ポーズなしに発話される場合もあること

　　がHEらかになった。（米閨1980）
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2）あいつち的な「ンー」の畏さとイントネーションに着圏して分析した

　　結果，上昇型・平板型・下降型・下降くりかえし型の四つの類型を得た。

　　下降型が簸も多く，全体の44％，平板型23％，下降くりかえし型21％，

　　上昇型12％という内訳であった。（米田1980）

〈発表資料〉

南不二男・江ノll清・米田正人・杉戸清樹　「総合的談話行鋤テクストとその分析法」，

　　if特定「言語」研究発表会論文集』，1979．10

南不二男

杉戸清樹

江辮　清

輝　博元

田中　i嚢

米田正人

「談話行動のモデル」，渡辺二一資料，1980．2

「談諸における話材の承前類型」，渡辺班内資料，1980．2

「談話行動におけるGestureの現れ方について」，渡辺三内資料，1980．2

「大阪船場・道六町方言の音声資料」，渡辺斑内資料，1980．2

「談話の分類」，H本語教育学会研究例会発表資料，1980．2

「談話行動の分析一とくに，ポーズ・あいつち等を中心に」，『國立国

　語研究所研究発表会資料』，198◎．3

渡辺班　『談話行動の総合テクストー東察・下町・資料（1）一』，1980．3（非売品）

南不二男・江川清・米田正人・杉戸清樹　「談話行動の総合テクスト」，『研究報告

　集2』（報告65），1980．3

江川「清　　「談話行動における言語とジニスチ＝アについて」，第1回東西手話学会

　発表資料，　1980．4

　H本語教育のための書嘉能力の測定（代衰　野元菊雄）　（特定務究2）

〈研究目的〉

　外国人に日本語を効果的に習得させるには，習得すべき日本語の言語能力

について，その到達すべき鼠標を明らかにし，客観的な基準を設定すること

が重要な課題である。

　しかるに従来，言語能力の一方の面である書きことばを主とした言藷構造

の面については研究が璽ねられてきたが，話しことば，言語行動などの実際

の言語運用面についての研究はきわめて不十分だったといわざるを得な：い。

　しかし，これをすべておおうような研究をすることは当面時間および費用
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の点で不可能である。そこで，本研究では，話しことばの実態を把握するこ

とを当面の目的とするe’この把握なくしては，能力測定の客観的な基準設定

は不可能であろう。

　この綿球のため，本研究では，

ユ．留学生などの日本語学習者の多くが日本の社会で接すると考えられる，

　日本人の知識階層を中心として，そのなまの書語行動のすべてを記録・録

　回し，さらに発話場面やコミュニケーションネットワークなどの情報を付

　加し，これに文型論的分析・社会雷門学的分析等を加えて基本的資料を得

　る。

2．ユ．で得られた資料に基づいて，さらに言語教育の立場から分析を加え日

　本語学習者に学習到達目標として求められる七島能力を明示し，客観的な

　能力出定の基準を立てる。

ことを目標とする。

〈硬究担当者〉

　本研究の撞当者と，その担当分野は次のとおりである。

　代表者

　　野元　菊雄　　（N本語教畜センター長）一総括，表現意図，文の長さ

　分担者

　　水谷　　修

　　志部　昭平

　　臼向　茂男

　　臼中　　望

　　石井　久雄

　　真田卸町

　　沢木　幹栄

　杉戸　清樹

　大坪　一夫

く研究経過〉

（H本語教育センター，日本語教育研＝修室長）一音韻

（　　　〃　　　　　第1研究室研究員）一語彙

（　　　　〃　　　　　教材開発室研1究員）一場面

（　　　〃　　　　　研修室研究員）一談話分析

（　　　〃　　　　　　〃　　　　）一構文

（書辞母野婿究部，第1研究室研究員）一帯彙

（　　　　〃　　　　　　〃　　　　）一音韻

（言語行動研究部，第1醗究室研究員）一場面

（名古屋大学，総合言語センター動教授）一音韻
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　本年度は，丁丁52～53年度に得られた資料の集計・分析と報告作成が主な

仕事であった。しかし，すべての資料の集計が完了したおけではない。以下

今までに得た結果の一i部を述べよう。

1。　表現意図

　まず，公的場面と私的場面とでは，断定表現はやや公的場面の方が多いよ

うであるが決定的な差ではない。応答表現の未分化的なものの差が見られて，

私的場面に多い。私的場面の方がより話しことば的性格が現われたのであろ

う。

　講義の入っているテープとそうでないテープ，また，講義めうちでも外国

人向けのものと日本人向けのものがある。、

　外国人向けの講義と日本人向けの講義とで運う点はいくつかある。まず，

繰り返しが多いということ，また確認要求の表現が多いということ，これに

応じて応答表現も多いということが，外国人向けの講義ではいえる。’

　講義を合計して講義以外とを比べると，講義の方が判断表現が多いことぼ

大きな特色である。ttつまり，講義にはっきり確定したも、のを語るものだから

であろう。判断未定の表現や要求表境，したがって応答表現は講義以外の方

が多い。

　男・女の差は，今のところテープだけの集計だけをしているので，はっき

り出ていない。これからは謡者劉の集計をすべきである。繰り返しや三三要

求表現が女に多いのではないかと思われる。

　『話しことばの文型（1）一対話資料による研究一S（報告18，昭麹35年）と

比較すると，判断既定の表現は，われわれの結果の方が多いようであるが，

逆に，判定要求の表現はわれわれの方が非常に少ない。また，命令的表現は

われわれの方が多く，応答表現はわれわれの方がずっと少ない。これらは，

われわれの調査が（幾分かの）講義のような独話的なものが入っているから

であろう。

　話しことばを文字化したものとして，戯曲のせりふの部分，映画のシナリ

オのことばの部分，小説の人間のことばの部分などがある。時間の都合上，
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各一つについて調べてみた◎

　資料が少ないためはっきりできない面もあるが，断定表現が少なくともこ

れらの藍鼠資料では多いようである。これは，日常生活よりは複雑な，ある波

風のある事態をも，ある程度は会話で示さなければならないからであろう。

　「はい」とか「いいえ」とかいう簡単な応答詞を主とした応答表現がわれ

われの資料と比べて比較資料は非鴬に少ないことが濡圏される。芝居や陳画：罫

であれば，うなついたりなどの動作でも示すことができるであろう。小説で

は地の文で示すことがでぎる。、しかし小説の場合，すべて地の文に譲れない

ので少し多くなっている。

　このように，ここで比較資料として考えた文芸的なものは，今まで文字化

という苦労をしないで簡単に得られるため，話しことばの資料として使われ

ることがよくあったが，話しことばそのものを写していないし，したがって

違ったものであることも忘れてはならない。

　表現意図を分類するときは，言語形式を手掛りとしているが，そのほかに

真の表現意図という電のがあることが考えられる。例えば「この部屋は暑

い」という輔断既定の事実の叙述表現が，実は「窓を開けろ」という命令的

表現を志向したものである，というようなことがある。

　これは，真の衰現意図をどう認めるかには掴人差があるので，ここでは担

当者の感じたものと語形によって決めた今までの意味での表現意図の差の見

られたものを集計すると，この全体の文の11．3％の文でこれがあると認定さ

れた。

2．文の長さ

　話しことばにおける1文！ウ長さは，今までの調査によると3文節内外であ

る。われわれの調査の結果では，3．44文節となっていて，これらとそれほど

大きくは変わっていない。

　公的場面と私的場面との差でいうと，前者rf　3．78文節，後者が2．81文節で

あり，差が認められる。

　藏本人向けの講義では7．75文節，外国入向けの講義では4．17文節，講義全
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体としては，6．47文節となり，講義外の資料が3．14文節であるのに比べると

倍以上の長さである。日本人向けの講義でも，今までの砺究に比べるとやや

短いが，このわれわれの集計は講義を含んだテープ全体での集計であって，

その中には講義でないものも含んでいるからである。

　戯曲，シナリオ，小説などの比較資料で一・番われわれのものと違っている

のは，1文節文と2文今文の構成である。すなわち，比較資料では2文節文

の方が多いのであるが，われわれの資料では1文節文の方が多い。このこと

からしても，話しことばの代替資料として，これらの文芸資料を使うことが

危険であることがわかる。

3．音　韻

　実際の書語生活の中で出現した音声的事実を調査したものは，今まで見る

べきものがない。この研究では，外国人N本語学習者にとって，日本語の音

声的事実の中で何が学習上欠かすことができないかを，実際の発語の中から

見つけ出していこうとするものである。

　資料としたのは，一つのテープの文字化資料のうち，3分の2，すなわち

約40分程度のもので，晶晶は臼本語教師である。得たモーラ数は約6，000で

ある。この資料の2モーラ連続と3モーラ連続の出現頻度を表にした。2モ

ーラ連続の方は内部資料として印劉した。

　この資料によると，最も多く使溺されるモーラは引き音節であり，単独母

音はウを除いてみな使用度が高い。使われたモーラは，高い順に次のとおり

である。

一651，イ482，カ354，ン312，　ト　273，ス250，ノ249，タ221，デ209，ワ192，コ186，

ア176，マ168，ナ161，シ156，ネ154，二143，ル139，テ136，オ128，ク128，ツ117，

エ114，モ1Z3，ガ113，ソ108，ッ102，ハ98，バ98，レ97，ダ94，ド88，ユ86，セ80，

ラ77，り77，ケ75，キ71，サ68，チ67，ウ64，ヨ56，　ミ51，シ冨　51，ホ41，　ジャ40，

ヒ38，ジ38，4’　34，フ26，メ22，ジュ21，シュ19，ロ17，ゴ16，ヤ14，ジョ11，べ

10，ゲ9，ズ9，キョ9，リョ9，グ8，ゾ8，ブ8，パ8，　キュ7，チ箪　7，．ム6，ボ4，　キ

ャ4，ザ3，ゼ3，ビ3，シャ3，へ2，ウit　2，ヌ1，ティ1，リャ1，ギs1
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　1圓も出てこなかったモーラは，ピ，プ，べ，ポのP音と，チャ，チュ，

二t’　：ニュ，ヒャ，ヒュ，ヒョ，ミャ，ミ’ ?，ミョ，リュ，ギャ，ギュ，ビ

ャ，ビュ，ビョ，ピャ，ピュ，ピョなどの拗音類であった。これらも，ニャ，．

ヒュ，ミャ，ビュ，ピュなどを除けばこれらを使った単語を容易に患いつく

のであって，また，外来語・擬声語・擬態語を含めれば使われることは確実

なものばかりであるから，教えなくてもいいと思われるものは一つもないこ

とになる。

　モーラ連続のうち，母音（単独母音でなくてもいい）十ン十単独母音とな

る連続は，計22ある。うち4を除くとすべて，最後の母音はオである。これ

は，ンが語の最後にくることが多く，かつ格助詞のオが次にくることが多い

ことによるものである。このン＋オをはっきりンオとして発音することは外

圏人にとって必ずしもやさしくはないが，これを完全に習得することがきわ

めて大切であることを示すものである。

4．構文一特に文の完結性

　われわれの得た資料の「文」が完結性・整合性を持っているかどうかを調

べてみた。前者は陳述機能によるもので，後者は叙述機能によるものである

が，詳しい定義は励に譲る。以下実例を挙げる。

　大学学部における音声学の講義で，服部四郎『音声学』（岩波全書）をテキ

ストとして，掴当国宮Aが注釈を加えている。この里宮Aのことば。

　文総数84　完結文　　59　整倉文　49　　　　　　「です」を未部に持つ文40

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ます」を末部に持つ文5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　「です」　「ます」を宋部に持たない文4

　　　　　　　　　　　　　　　非整合文10　　　　名詞等を末尾とする文4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　暴投並等；によるもの6．

　　　　　　直兜結文　6

　　　　　　末尾不明瞭19

　国立国語研究所の某研究室における砺究員Aと研究員Bの会話では次のよ

うになっている。
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まず，研究員A。

文総数96　完結文　　79　整合文　63

非完結文　14

末尾不明瞭3

次に研究員B。

文総数139　完結文

葬整合文16

113　　　盤i合文　　93

非完結文　15

末毘不明瞭11

非整奮文20

　　　　　「です」を戸部に持つ文34

　　　　　　「ますj末部に持つ文25

「です」　「ます」を末部に持たない文4

　　　　　　名詞等を末：羅とする文13

　　　　　　間投詞等によるもの3

　　　「ですUを二部に持つ文74

　　　「ます」を末部に持つ文12

　　　　「だ」を末部に持つ文2

上記のものを末部に持たない文5

　　　名詞等を末崖とする：文4

　　　　間投詞等によるもの16

以上をまとめてパーセンテージで示すと次のようになる。

虎結文の割合　兜結文のうち整合文の割合　その全体への割合

教、宮A

研究員A

研究員B

70．2

82．　3

81．　3

83．　1

79．7

82．　3

58．3

65．　6

66．9

　書きことばでは文の完結性・整合性はもっと高いものと思われるが，話し

ことばではこの程度である◎

　教官Aの上の文でいうと，「で」で始まる文が26（31。0％）に及んでいる。

他の「で」でない語で始まる文55（65．5％），初頭不明瞭3（3．5％）であり，

「で」を文頭の，したがってまた前文の終了のインデックスとすることも効

果的であるように思われる。　　　　　　　　　　　　　，、
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5．語彙

　ここでは7人分，計42時間のすべての発話にあらわれた鼠紙を調べた。す

なわち，調査者自身の言語行動におけるすべての発話を，その言語行動場面

において，それとかかわるすべての話手（相手）のすべての発話を対象とした。

　調査単位の切り方は原則的に，国立国語研究所で行った「現代雑誌九十種

の用語・用字」調査のいわゆる「β単位」を基礎として，これに多少の修正

を加えたものを使った。

　この調査で得られた語彙全体の延べ語数（累積使用度数）は，聴取不能の

もの，および意味不明の音連続を除いて，66，329語であり，その異なり総数

は，’5，341語であった。

　場面を，公的場面，私的場面，その他の場面（外出先など）の三つに分け

ユ0度以上あらわれる語について，比穀してみると，次の表のようになる。表

ig　aの欄が度数10以上の語の数であるが，一番下の「全体」のすなわち465の

ところだけは度数2◎以上の語数である。したがって，そのa／b×100の8．7は，

全異なり語数に対する20度以上の語の割合である。

公約場面

私的場蕊
その他の場
蕩

　　計

異　　な　　り

雨池1全数（・）1・／・…◎

607

245

135

465

3，　635

2，　552

1，　292

5，　341

16．　7

9．6

iO．　4

8．　7

延 べ

獺蟄1金数⑧1・／・・…

37，　129

9，　327

4，　526

49，961

45，　132

14，　282

6，915

66，　329

g2．3

65．　3

65．　4

75．3

　公的歯面では，基礎直な語彙ρウ手一トが大きいことを示している。

　全体の語彙で，もっとも使用度数め高い語上位20語は次のとおり。

　1いう，2うん〔感〕，3する，4いる，5ない，6ええこ感〕，7ある，8これ〔揚〕，

9そう〔感〕，10コ口／いい，11はい〔感〕，12あの〔感〕，13こと，14なん／なん，15あ

あ（っ）〔感〕，16一・さま／一さん，17で〔接〕，18お｛接頭〕，19その〔指〕，20一一〔数〕

　応答詞・間投詞の類が非常に多いのは話しことばの特色である。、接続詞の
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「で」が多く出るのは，上に述べた二宮Aの個人的なクセというよりもむし

ろ話しことばに特徴的なものということができよう。

　語種の三二について全体の様子は次のとおりである。国立国語研究所の語

彙調査での「雑誌九十種」の結果を比較のためあげる。（）内は％。

和言吾　　　　…莫言吾　　　タト来書吾　　混種書吾 計飾名詞纈

異
な
り

延

懸れ膿謂）（、lll，、9？9）編） 724　5，　341
（13．6）　（leO．　O）

丁台九＋i（・6・・）（・7．・）（・．・）（6．・）（…．・）i

論れ罐鴇犠、瀦ll鷺）
べi犠誌九＋i・・3．・）（・…（2．・）（・．9）（・G・．・・1

2，　306　66，　329

（3．s）　（leo．e）

　場面携で見ると，公的場面がもっとも漢語的である。私的場薗などに和語

が多いことは，これらの方がより話しことば的ということの反映かと思われ

る。しかし，公的場面も，「雑誌九十種」に比べるとずっと和語が多くなっ

ている。

　晶詞の構成について上位の度数10以上の語の様子は次のとおりである。品

詞を，体（名詞とその類），用（鋤詞），相（形容詞・形容動詞・副詞とその

類），および，接続詞・感動詞とその類，の四つに分ける。

体 用 相接繍憾端計

異
な
り

　　　き
われわれi　233　　　81　　　93　　　66
の調査i（49・3）（・7…）（・9・7）（・3・9）

33
　
＠

83

ｶ
－
幡

27

ﾌ
2
G
8

60

ｶ7
鵬

十九誌雑
種

　473
（loe．　4）

1，　203

（loe．　o）

　表示はしなかったが，公的場面は体の類がやや多い。書きことばに比べて

用の類に対する体の類の比率が小さい。また，非常に特徴的なこととしては

書きことばでは非常に低い比率しか占めていない感動詞・接続詞の類が，大

きな比率を占めて，話しことば独得の様相を示している。
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　固有名詞は，先に示したように，異なりの総語数の13．5％であり，この数

はかなり大きいといえるのであるが，延べでは総語数の3．5％oでそう多くな：

い。すなわち，個々の語の使用度数は低いのである。

　固有名詞をその異なりで分野別に分けると次のようになる。

　人名471（65．1％），地名171（23。7％），学校名・会社名など組織名49（6。8

％），商品名・書名16（2．2％），その他（民族名・動物名など）17（2．2％）

　入名は総計では，外国人名19．9％o，日本人名（姓）55。1％，日本人名（名

まえ）25。O％となっている。場爾捌では，外国人名がもっとも多く現われる

のは公的場面であり，ついで私的場面，その他の場面の順に少なくなってい

る。日本入名（名まえ）は，公的場面より，私的場薗の方が多く現われてい

る。

6．　場薦について

　集計に使った14入分の録音資料は，各調査者自身による場面の認定では合

計235場面となっている。

　この235場面を，相手（人数）という点からまとめると次のようになる。

G　1　2　3　4　5　6　7　8　9101112　13不明　計

鶏
議
％

16　100　31　24　19　15　4　3　2　4　2
6．8　42．6　13．2　10．2　8．1　6．4　L7　1．3　O．9　1．7　O．9

7．2　45．0　1〈S．O　10．8　8．6　6．8　1．8　L4　O．9　L8　O．9

一　1　1　13／　235

一　O．4　O．4　5．　5i　100．0

一　O．4　O．4　一1　100．0

　このうち，講義のような場薗，電話のように相手が現前しない場面，テレ

ビなどのマス・コミ，その他のアナウンスに接している場面を除くと，この

数は次のようになる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

012345678910111213欄｝計
定数

不明を
除いた
　％・

14　84　29　22　16　13　3　3　2　2　2
7．1　42．9　14．8　IL2　8．2　6．6　1．5　1．5　1．0　1．0　O．5

7．4　44．2　15．3　IL6　8．4　6．8　L6　1．6　1．0　1．0　O．5

一　i　一　6i　196
一　O．5　一　3．ll　100．0

－O．5　一　一1　100．0
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　場面の性質としては，235場薗は，公的場面（大学・研究所）138（58．7％），

私的場面（自宅）40（17．0％），その他の場面（外出先）57（24．3％）に分け

うる。この外出先の内訳は，各種学校6，アルバイト先2，公共施設3，店

9，旅先4，路上8，駅8，車内17である。

　次に，東京の調査者で資料の完備している8人（場面数では137）について

さらに細かい分割を会話内容からしていくと13◎7の単位が得られた。これを

他の要因も加えてまたまとめていくと，278の場面単位にまとまった。以下こ

の278について分析してみる。

　まず，話題の出現度数では次のようである。

騨

…
㈲
事
務
・
用
事

㈲
世
聞
・
時
事

②
趣
味
・
娯
楽

ω
日
常
・
身
辺
・
家
薩

㈲
個
人
・
う
わ
さ

⑩
そ
の
他
・
不
明

　
取
⑨
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
聴

⑨
講
義
内
容

⑦
思
い
出
話

一
…
⑥
き
ま
り
文
句

70　5　3　144　6　17　一　13　9　12
25．1　1．8　1．2　51．8　2．2　6．1　一　4．7　3．2　4．0

計

278

100．　0

　「事務・用事」は調査日が平日（含土曜）の朝8時から夜8時までである

ことから予想はされたが，大いに特徴的である。これは，園立国語研究所の

松江市におけるある家庭の主婦を中心とした日常生活の24時間調査の結果と

は大変違っている。調査の単位は違うが，松江の調査では，談話数で全体の

1．3％，文数で全体の1．8％が「事務・用事」であったに過ぎない。

　機能の点からまとめてみると次のようになる。

　
・
不
畷

鋤
そ
の
他

　
ア
聴
取

　
メ
デ
ィ

⑪
マ
ス
・

　
受
講

⑳
講
義
・

⑨
朗
読

⑧
思
考

⑦
け
ん
か

　
聞
答

　
指
図
・

㈲
教
え
・

㈲
遊
び

　
べ
り

㈲
お
し
や

　
・
用
談

③
し
ら
せ

②
挨
拶

ω
ひ
と
り

場面響廉薦薦＝認二漏麗．2
　　　実数
会話内容
　　　％

45　103　429　417　3　211　1　10　6　32　19　31
3．4　7．9　32．8　3L9　O．2　16．1　e．10．8e．5　2．4　1．5　2．4

計

278

100．　0

13e7

三〇〇．0

一　110　一



　ここでは「しらせ・用談」というのが多い。これはザ話し手から相手に知

的情報を中立的に伝える機能2である。これと岡三の知的情報の伝達の機能

に，「棺手を話し手の意志に従わせようとする機能」が加わった「教え・詣

潤・問答」，および狭義の知的情報を教え，学ぶという機能の「講義・受講」

の二つを合わせてみると，何らかの情報を伝えること自体を基本的な機能と

する会話が，2種類の単位とも5割以上を占めることになる。

　一一一一・Pt「おしゃべり」は比較的少ない。これら「何らかのことがらに麗した

伝達を行ってはいるが，圏的はそれにあるのではなく，話すこと自身が醸的，

または謡を続けることによって人と人との閥の何らかの関係を維持する」と

いう機能であり，内容伝達を璽視すべき前三者とは対照的なものである。

「遊び」「マス・メディア聴取」も，行動自身が冒的とする機能の性格は

「おしゃべり」と岡じである。

　国立国語研究所の松江市における調査を比較してみると，松江市では「し

らせ・用談」に当たるものが，談話数で29．1％，文数で24．8傷であったのに

対して，「おしゃべり」が談話数で30．1％o，文数で63．0％であって，特に

「おしゃべり」の文数が多くなっている。この違いは本調査の資料の特色を

示すものと思われる。本資料はしたがって，一般日本人主婦の家庭生濡にお

けることぽとは相当連；つたものを扱っていることになる。しかし，本調査の

目的としている外国人のβ本語能力，特に留学生のH本語能力測定という立

場からいうならば，おそらく彼らの日本語運用能力は，知的情報の伝達その

ものを屠的とした会話能力を強く要求することになるであろうから，本調査

の結果はこの点でも有効であるはずである。

　次に談話種類によって出現度数とそのパーセントを出してみよう。

　「放送聴取」というのは，駅，交通機関の中，街頭などの案内放送につい

てである。一入1日平均L5回目あり，やや少ないといえるが，これは，積

極的に聞く姿勢になかったためと思われる。

　以上のもののうち，機能について，それらがどのような順で継起するかの

分析も行ったが，ここでは省略する。
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②

　
　
　
汗

　
　
　
娘
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②
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山
群

場磁潔蕪 　72　7　15　9　726．02．55．4　3．2　2．5

　278
100．　0・

　　　　会納容矧・25288｝・・3432・2…2・26・…7
　　　　　　　　％　i32．s　　　　　　　　　　　　　　　　33．1　O．9　7．7　1．8　2．O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　leo．　0　　　　　　　　　　　　22．g　54．5

7．談話分析

　言語教育では今まで，　「文」のレベルでの学習にカを注いできた。「文型ま

教育が主張され，個々の文に分解してしまい，その意味・用法を教授し，ま

た学習するということをしてきた。

　しかし，その結果，学習者の多くは共通した欠点を持つに至った。すなわ

ち，欄々の文はうまく使えても，全体としては何をいっているのかわからな

い，ということである。これを「談話構成能力がない」という。

　では，この「談話構成能力」をつけてやるのはどうしたらいいか。まず真

の「談話」がどのように穣成されているかを知らなければならない。ところが

現在まで，特に日本語に関して，この点についての依るべき先行研究が見当

たらない。そしてこの研究では，外国における，特に談話型分析そのものでは

ないが，「瓦礫分析」を匿指している研究を参考としながら分析のワク組み

を考えることとした。われわれの琶的にしたがって，ある琶語形式との関連

をとらえながら機能分析をすることを臨指すとすれば，ある文が先行する文

あるいは文連続と結びついていることを保証する要素，いわゆるcoherence

要素の分析は不可欠のものと思われる。

　これまでのcohere難ce分析は一般に「前提」の分析を行うことと考えてよ

い。この「前提」は通常「想定」「確認」「導入」のどれかの機能を担う書

語形式として談話の中にあらわれる。　「想定」とは，話し手・聞き手が当然

知っているべきものと考えられる知識が談話の中にあらわれる場合，「確認」

は，聞き手が知っていると予測されるか，知っているかどうかを調べる必要
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のある知識，　「導入」は，聞き手が知らないと予灘される知識が談話の中に

あらわれる場合で，このときはおのおの特殊な言語形式を必要とする。

　「前提jは，大きく知識前提と知覚前提とに分けうる。前者は次のように

分かれる。

1　一般的前提

　一1　百科事典的知識

　一2　言語知識

　一3　社会規範的知識

　一4　関係定位に関する知識

簸　特殊前提

題材についての知識

鋤機についての知識

意向についての知識

利害についての知識

役割についての知識

役割期待についての知識

情緒，感情についての知識

先行する発話についての知識

　この昼は，談話の中でコミュニケーションが進行していくにつれて変化す

る知識であり，いわゆる情報伝達を行う部労である。

　知覚前提は次のように下位分類される。

A　話し手認知

B　第三者・物認知

C　話し手行為（行動様式）認知

D　第三者行為（行動様式）認知

E　書痴形式認知

F　穏手の知覚空闘の確認

　これらは，いわゆる物理的・時間的な空位に関する前提であって，談話の
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途中で変化しうる。状況的コンテクストのうち，その談話の中で効いている

ものとそうでないものが常に変化している。そのため談話の参加者はFによ

って常にその調整を行う。

　以上の一つの談語のcoherenceを保証している前提の総体として仮設し

たワク組みである。今後はこのワク組みを談話資料を使って実際に分析して

改良しつつ談詣型を抽出していく作業に入ることになる。

8．調査と外国人の日本語能力の測定

　この研究によっては，学習者の現有日本語能力の測定法を追究する前提と

して，目本語能力そのものの内容を開らかにすることから出発した。これは

多少遠まわりをしている，という感じを与えるかと思われる。

　しかし，本調査の結果として，現存する日本語教育界の能力測定方法，少

なくとも内容に関して，客観的な数値をもって，測定すべき内容と尺度設定

の指針についてかなりの項の捲標を与えることができたと考える。もちろん）t

主として艶聞の制約上ではあるが，予期した成果の得られなかった事がらも

少なくはない。けれども，多くの下露について，今後ここで得られた資料を

土台として，分析作業，検証研究を続けることにより，より多くの日本語の

話しことば能力に関する情報を提供できるであろう。

　児璽の概念形成過程における言語の役割と言語教育の効果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代表　村石昭三）　（特定研究2）

〈研究目的〉

　雷語使用や語弊理解テストを通して，幼児・児童の概念形成過程を実験調

査的に明らかにすることをめざす。そのために，被験児として，（1）3～10歳

児クラスの東京在住の児童約530名。（2＞53年度調査の補充として甑島（鹿児．

島）在住の児童約60名。（3）視聴覚に障害をもつ児童約100名を対象にして，

類概念を表す範藤野及び，各種次元に関する性状語（dimensional　terms）

の意味構造を絵図を含むテスト形式で明らかにする。

〈調査の組織〉
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担当者

林　　　大

村石　邪説

大久保　愛

　岩沼　純一

　島村　直己

斎藤　秀紀

　佐藤　泰正

（国立国藷研究所長）

（言語教育研究部長）

（単語教育研究部第一研究室長）

（　　　〃　　　　　　室員）

（　IX　）
（書語計量研究部第三研究室長）

（笈波大学教授）

調査園・調査校

　東京都世田谷区立駒沢保育園

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

世国谷区立上北沢保育園

北区立豊島北保育園

北区立豊鵬東保育園

薦飾区・明昭第ご幼稚園

江東区・轡屋幼稚園

北区立としま幼稚園

荒摺区・道平価幼稚囲

江東区・月かげ幼稚園

台東区立済美幼稚園

世幽谷区・日体幼稚園

徴田谷区・赤堤幼稚園

世田谷区・ばら幼稚園

賑
〃

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

徴田谷区・片山学園用賀幼稚園園畏

降旗区立落合第四幼稚園　園長

白井　恵子

本吉　圓子

是永　睦子

曾根　栄子

関口　素臣

山内　昭道

滝沢豪一郎

高橋　系蕃

中西　雄俊

吉田　八郎

加藤　孝吾

纐纈　穂男

賄久保綾子

　　片山　茂

出雲路猛

鹿児鵬県薩摩郡里村立里小学校附属幼稚園（甑島）　園長　茅野　厚

東京都北区立梅木小学校　　　校長　久保霞　保

　〃　北区立豊島西小学校　　　〃　小鴎　貞子

　〃　北区立西ケ原小学校　　　〃　村上　　允

　〃　足立区立北三谷小学校　　〃　加部　佐助
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　　〃　　…辮宿区立戸塚第ニンあ学校　〃　　大高まさじ

　　〃　台東区立済美小学校　　　〃　吉陽　八郎

　筑波大学附属聾学校　　　　　〃　井上　治郎

　筑波大学附属盲学校　　　　　　〃　高山蕉喜久

く本年度の研究経過〉

　昭和54年10月：調査打ち合わせ会（10月23H，国研）を開催後，東京本調

　　査を実施（10月25日～12月12日）

　昭和55年3月：甑島での補充調査（3月17厳～3月18日）

　紹秘5年2月：アンケート調査（父兄・学校）

〈調査内容〉

　①　性状語テストー意味の根対性理解テスト

　（2）範三下テスト

　　①絵単語による概念分類テスト　②カテゴリー概念テス5　③定義テス

　ト

　（3）助数詞テスト

〈結　果〉

　上記の諸調査のうち53年度来の一連の性状語に関する諸テストの結果が得

られた。すなわち，この調査は「単一次元比較テスト∫二次元比較テスト」

「系列比較テスト」「系列操作テスト」の諸課題を含んでいる。そこで，つぎ

に経過報告として「単一次元比較テストJの結果を述べる。被験児として，幼

児・児童328名を対象として研究を行った。表1のように一次元のみで異な

　　　　　　　　　　Pass　　　　る対関係を表すの絵図を刺激とする。

＿〕＿男≦熱熱総票灘難欝
　　　図1　テスFの流れ　　　　　りんご（大きい方）は？」「では，この
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りんご（小さい方）は？ji誘導発語1：自発発語で正答以外のもgについて

行う。たとえば自発で「チ　・一サイ」と争えなかった時には「二つを銘べると

大きさが違いますね。このりんごより，このりんごは大きいね。では，この

りんごは？」と次元名を入れて誘導する。i認知ド誘導発語のうち正反応を

除く全語について行う。「大きい（小さい）のはどっち？」

　ところで，表1のような対語の特徴を考えてみると，まずそれらは反意語

関係から成り立っている。さらに反意語をみると，名義的（nominal）で比

遺漏影ご）
　⑤高／低（風船）

　⑦潭／薄（本）

膿撫∫ス）

②多／少（飴）　　　　　　i

④長／短（竿）　　｝

⑥深／測穴）　　1
⑧広／狭（建物）　　　　　i

⑩ふとった／やせた（人間）i

⑫広／狭（橋）　　　　　　i

　　　　　　　表1　刺激用の絵図対

ぽ，「長い」というのは，「長さ」という次元をもつから無標語であり，そ

れをもたない「短い」は有標語となる。また，各次元（長さ，太さなどの尺

度）には（展い一短い”〈酔い一細い”のような両極性をもっている。ここ

で上のような特出に従って結果を分析した。その結果の概要を以下に述べる。

　（1＞必ずしも有標の語が無標の語よりもむずかしいとは書えない。「太さ」

次元では，逆に有標の語の方の成績が，よかった結果が出ている。②意味獲得

の過程で有標の語を無二の語の意味に同化してしまうようなことは一義的に

みられなかった。｛3＞言語使用の誤りを見ると次鴛問の混同はあっても極性間

の混乱は晃られない。（4）同じ墨画の語の産出，理解の成績でも，その語が適

用される対象によって異なる。すなわち，岡じ次元タームでも絵図（対象）

によって異なる成績のパターンを示している。

　以上から，意瞭素性の複雑さによって意味習得の順序を説明しようとする

抽象的な理論は再検討されねばならないと恩われる6

較的（contrastive）な

使用が可能な無難

（unmarked）の語と

比較的な使用しかない

有標（marked）の語か

ら成っている。たとえ
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　書典解析を応用した臼本語文修正処理の効率化に間する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（斎藤秀紀）　（一般研究C）

〈研究爵的〉

　電子計算機利用の多様化に伴い，漢字処理を詣序した各種の装置開発が盛

んになっている。しかし，漢字データを対象とした場合，英数字に比べ，取

り扱うべき字数，文字配列また字体の多様性の問題など，電子計算機処理に

適していない面が多い。これらの問題は漢字データ入力作業に関するデータ

修訂正処理の機械化に大きな障害となっており，漢字データ修訂正処理の効

率化を図ることは，当面の重要な課題である。

〈碕究組織〉

　雷語計量硬究部の下記の3名が参加した。

　　斎藤　秀紀　　（第三研究室長）

　　鐙中　卓史　　（第三研究室主任研究官）

　　欝瞬　昭夫　　（第一研究室主任研究宮）

〈実施の概要＞

　54年度は，次の四項目について分析及び検討を行った。

1．修正処理装置に関するハードウェア構成の検討

　電子計算機入力データのクリーン化を図るため，インテリジェント端末上

でデータを入力し，修正できる分散処理方式が有効であることを明らかにし

た。　（斎藤秀紀「分散処理システムへの試み」『電子計算機による国語研究X空く報告

67＞紙子所収）

2．インテリジェント端末罵スクリーン・エディタ機能の検討

　オフィスコンピュータ及び漢字テレタイプ装置上で独立して動作するデー

タ修訂正劇プログラム（フPッピーディスク・ベース）機能を検討し，一部

プログラムの仕様書を作成した。

3．　データ自動修正処理用機械辞書の検討

　自動構文解析プログラム作成のため，高校教科書400文例の動詞を対象と

してアスペクトによる分類（状態，過程，動作）を試みた。また，文の語彙
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的意味労析として，アスペクト，テンスなどの実現との麗連，機能的意味に

ついて労析を行った。

4。用語用字の統計資料の作成

　漢字かな混じり文入力データを作成するさいのエラ・一一一を自動的に検出し，

修正するプログラムを作成するために，文字及び語の両レベルについて，各

種の統計処理用プログラム，分析驚資料を作成した。データは高校教科書（9

科巨）とし，文宇の出現頻度，異なり語数：，語中の文字の出現位置と文字連

続の出現傾向，文字と語の境界条件の麗係などを統計的に調査し分析した。

（IN：lt卓史「文字の統計」『電子計算機による国語研究X』〈報欝67＞所教，照中卓史

「文字の計簸調査」情報処理学会，計算書籍研突会，21－51980）

＜今後の予定＞

　54年度に作成したプPtグラム仕様にしたがい，次の作業を行う予定である。

　1）講文解析ブpaグラムの作成

　2）　インテリジェント装置を使用したデータ修正プログラムの作成

　3＞大量データによるオンライン修正システムとスタンドア窟一ンタイプ

　　との性能の比較。
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日本語教育研修の実施・

A　目 的

　日本語教育センターでは，日本語教育振興の社会的要請に応えるために，

尋門家としての日本語教員の意識とその資質能力の向上とを目的として，教

育研修の機会と場を提供している。本年度は，これまで実施してきた日本語

教育長期専門薪修，東京・大阪両三での夏季研修，公開講座に加え，あらた

に日本語教育特劉集中硲修を実施した。この特別集中研修は，緊急に環本語

教育の実務に従事しなければならなくなった者に対し，約1か月の短期間に

最小限の実務能力を授けることを目的とする。これらの研修に共通にみられ

る特色は，研究所の調査・硬究の成果を十分に取り入れた研修内容にある。

こうした研修によって育成された「研究する教員」は，将来の欝本語教育の

質的向上に重要な役割を果たすものと思われる。

B　担　当　面

謁本教育センター日本語教育薪修室

　センター長　野：元菊雄　　室長　水谷　修　　研究員　田中　望　石井久

雄　　研究補助員　高野美智子　　事務富　国島正幸

　なお，研修事務について藤野京子他の協力を得た。

C　本年度の経過

I　N本語教育長期専門研修

　昭和54年度日本語教育長期専門研修は，昭和54年4月16日より55年2月29

日までの約10か月にわたって行われた。

！．　募集方法及び応募者の資格

　本年度は，53年11月27日に募集を開始し，案内書を各大学，日本語教育機
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関，晒本譜教育関係団体，各県教育委員会など約700機関に配布した。

　54年度の応募者の資絡は，前年度にひきつづき，日本語教育の経験を有す

る者については四年髄大学卒業以上の学歴を持つこと，日本語教育の経験を

有しない者については大学院在学以上の学歴を持つことを要求した◎また，

いずれの三会も大学（指導下富）又は同等語教育機関，H本語教育関係団体

などからの推薦を求めた。

　本年度は，各種のH本語教育機関又は大学，高等学校などで専任として職

を持つ者からの問い合わせが続出したが，現実には一年間の長期にわたって

休職することが困難であることなどの理由により，参加申し込み前に断念す

る者が多かった。今後は，これらの現職者の三三希望者に対して，いわゆる

「内地留学」の丁度を確立するなどの方策を立てるよう関係諸機関にはたら

きかける努力が必要だと思われる。

　54年度の膚資格応募者は40名であった。

2．　研修生数：

　定員は30名であるが，本年度は選考の結果，18名を研修生として認めた。

なお，研修修了者は15名であった。

3．研修施設

　研修は，国立国語研究所日本語教育センターの六つの概修室（54名用大研

修室1，24名言中研修室2，18名用小研修室3）を使って行われた。通常の

講義には主として中研修室を使い，研修生が自主的に行う共同薪究及び教育

実習などには小研：修室を使った。また，大研修室は開講式，修了式などのセ

レモニーの際に主に使用した。

　本年度より従来，研究及び教務に使用していた部屋を研修事務室として独

立させることとなった。同室は，研修教務などの事務室としてのほか講師控

室，研修用図書室として使用した。研修用図書としては，国語辞典，漢和辞

典，各国語辞典を含め，基本図書約5◎0冊が備え付けてある。

　研究所図書館は，これまでと同じく毎週月曜と木曜の研修修了時から閉館

（5時15分）まで研修生の利用が認められ，閲覧貸し出しが行われた。
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　LL教室及び研修室観察装置は，教育実習の際に最大限に活用された。

4．研修年間H程

　研修賑程は次の通りであった。

　53年11月27El　募集開始，案内書発送

　54年1鍔31日　　募集締切り

　　　3月5日　　第“次選考（筆記）

　　　3月12H　　第二次選考（颪接）

　　　4月16露　　レジス1レーション

　　　4月17露　　閉講式，ガイダンス

　　　7月5E　　第一学期終了

　　　7月6日より夏黍休業

　　　9月17日　　第二挙期麗始

　　　12月19薦　　第二学期終了

　　　12月20羅　　國語研究所：創立紀念鰻のため休業

　　　12月21・Hより冬季休業

　　55年1．El　14　N　　　　第三≡三学期霧始

　　　2月29日　　修了式

5、研修内容　，

　講座名及び講師

開講二二講演　　　　　林

岡　　上　　　　　　野元菊雄
麗講特別講義（文字と語彙を

　めぐって）　　　　　斎賀

岡　　上　　　（ヨ本語教師の資質

　と能力をめぐって）　　水谷

岡　　上　　　（日本語教師の莫語

　力について）　　　　　上野臼鶴子

岡　　上　　　（音声及び日英衰現

　の比較について）　　　水谷　　修

　第一学期

　大　　書語学概論

　　　書語学概究

　　　対照音声学

秀夫　　日本語文法1

　　　日本語文法1演翌

　修

　　　日本語特溺研究

　　　　（臼本語文法研究）

lH本語語彙論王

野禿菊推
上野磁鶴子

城生伯太郎

鈴木璽幸

松本泰丈
工藤真由美

高橋太郎
工藤　　浩

宮島　達夫

村木新次郎

斎賀秀夫

土麗信一
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　　　　　　　　　　　中野　　洋

　　　　　　　　　　　霧岡　昭夫

　　　　　　　　　　　野村雅紹

日本語総画研究　　　　　倉持　保男

　　　　　　　　　　　阪田　雪子

蓑記法研究　　　　　　黒田　良明

祉会嘗語学　　　　　　　柴田　　武

対照研究・H本語と英語　安井　　稔

臼本語教授法1　　　　　浅野　鶴子

臼本藷教育研究　　　　　水谷　　修

ヨ本語行鋤研：究　　　　　田中　　望

日本語表現研究　　　　　石井　久雄

特別講義　　　　E・ff・ジョーデン

岡　　上　　　　　　　　鈴木　孝夫

同　　上　　　　　　　　中田　清一一

教欝実習　　　　　　　　研　修　室

　　ng　：学期

ff本語音声務究

日本語文法ff

田本語語彙論亘

日本語文字論

対照意味論

目語の対照研究1

目語の対照研究E

目語調査法

言霊吾心理学

書誌発達と教育

日本語特別研究
（言言吾変イヒ）

大坪　一夫

寺村　秀夫

林　　四郎

林　　　大

松原　秀一

志部　贈平

高沼　　誠

北村　　甫

芳賀　　純

村石　昭三

大久保　響

岩H　純一一

島村　直己

佐藤　亮一

裏田　儒治

沢木　幹栄

細良頼
梶原滉：太郊

一123一

日本語特別研究　　　　　中村

（雷語行動）　　　　　　杉芦

　　　　　　　　　　　江川

　　　　　　　　　　　米田

　　　　　　　　　　　神部

中国語研究　　　　　　山下

日本語教授法豆　　　　　斎藤

臼本譜教授法穣　　　　　小出

日本謬教授法夏V　　　　　木村

H本譜教育教材研究　　　玉串

特別講義（B本語表現論）

　　　　　　　　　　　糞下

明
樹
清
人
武
彦
一
子
男
男

　
清
　
正
尚
輝
修
詞
宗
茂

裕

　第三学期

特別講義（学輝留学生に対する

　日本語教育）　　　　　窟欄　隆行

岡（海外移住者のB本語一ハワ

　イの場合）　　　　　　比嘉　正範

同（外購人とEl本語の文字）

　　　　　　　　　　　玉村　文郎

同（談話行鋤の心理学的研究）

　　　　　　　　　　　入谷　敏男

岡（理論言語学と欝藷教育の

　接点）　　　　　　　　井上　和子

岡（言語と論理）　　　　草薙　　裕

同（日本語譜彙）　　　　田中　章雷

同（海外におけるB本語教育）

　　　　　　　　　　　椎名　和冤

同（日本語表現論）　　　宮地　　裕

同（文章構成法）　　　　林　　巨樹

同（内嘗と文産出過程につ

　いて）　　　　　　　　天野　　清

同（話しことば論）　　　大石初太郎

同（実務に直結するE；本語

　教育）　　　　　　　　高見沢　孟

岡（一般雷語学）　　　　Jll本　茂雄



　　陶（朝鮮語を母語とする学習潜　　　　1同（臼本語方言論）　　　徳川　宗賢

　　　に対する躇本語教育）　梅沼　博之　　同（アクセントに関するH英

　　同（中級教材論）　　　高木きよ子　　語の比較）　　　　　杉藤美代子

　　岡（馬飛例の概究から）　佐治　圭三　　岡（日本語の音簾）　　　金隅一春彦

　　岡（作文教育研究）　　　堀口　和吉

　　岡（H本語教育の諸問題）　　　　　　　修了記念講演侮本語教育と

　　　　　　　　　　　　倉谷　直臣　　　文学）　　　　　　　　吉田弥毒夫

　本年度は，第一学期に正規の設置擁壁として行われた教育実習のほかに，

第二学期に研修生の自主的な共同研究の一環として実習が行われた。これは

研修室の携導助言のもとに研修生が自ら留学生会館，各大学にポスターを掲

示するなどして集めた外国人留学生を教育対象として行われたもので，12週

にわたり各遍2こま，計24こまの実習を行った。

　また，同じく研修生の共同研究として，ビデオによる中級教材作成実習が

主に摂州語教育教材開発室の協力を得て行われた。これらの自主的共同研究

は，研修全体の成果の中の大きな部分を占めている。

6．研修生

　昭和54年度の募集は昭和54年1月3磁に締切り，応募者は40名であった◎

次の選考により，18名の受入れを決定した。

　　第一次選考　昭窟54年3月5日実施，9H発表。

　　　　　　　　日本語の理解・表現に関する，および英譜の理解に関する

　　　　　　　　筆記試験を課した。試験時間3時聞45分。受験者30名，合

　　　　　　　　格者18名。

　　第二次選考　昭和54年3月12日実施，13日発表。

　　　　　　　　薗接・発音・聴解を含む。受験18者，合格者18名。

この18名のうち醗修中途に留学，就職などの理由で辞退した者が3名あった

ため，修了に至ったのは，次に掲げる15名である。

　修了者氏名　　　性別　　学歴等　　　　　　　　　　　　大学（院）での導攻

　　　　　　　修了レポー5題目

　ダバロス都紀代　女　早稲照大学演劇科卒業　　　　　　　　　　　　　三田

　　　　　　　日西温度名・形容詞の対照研究
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播摩　温子

本多　敏子

神　　恭子

ノJ、才公　　糸己子

増潤みどり

宮副　裕子

大崎　佳子

大塚　一一郎

佐藤恵美子

佐藤　政光

清水由利子

冨岡　敏明

渡辺　恵子

吉村　弓子

　女京都外国語大学外国語学部卒業

原因・理由を表わす従属飾「テ」・「ノデ」・「カラ」

　女　東京女子大学英米文学科卒業

Noといわない否定の応答表現

　女　奈良女子大学英語英米文学科卒業

英米語

英米文学

英文学

話しことばにおける接続助詞「ケレドモ」の用法について

　女　学翌院大挙悪文学科卒業　　　　　　　　　　　国文学

読解指導・文学作品読解指導の問題

　女　東京女子大学史学科卒業　　　　　　　　　　　　日本史

女性の使う終助詞の「わ」について

　女　イリノイ大挙英米文学科修士肇多祥　　　　　　　英米文学

日本語教育のために一ト・タラ・バ・ナラを鳥鰍する一＊

　女　上智大学外国語学部卒業　　　　　　　　　　　　英語学

「ている」を中心としたE本語とタガログ藷の対照研究

　男　天理大学外照臨学部卒業　　　　　　　　　　英米文学

『話し方』の評億と指導について

　女　明治大学大学院文学碕究科修士修了　　　　　　浸本文学

田本鞘教育のために一ト・タラ・パ・ナラを鳥瞼する一＊

　男　明治大学大学院文学研究科博士在学　　　　　　日本文学

作品「柿」　（漱石『永臼小品』より）における文の接続関係

　女　慶応義塾大学文学部卒業　　　　　　　　　　　仏文学

書語政策

　男　一橋大学社会学部卒業　　　　　　　　　　　社会心理学

B本語のハとかの品詞的及び構文的分類一盛圏人が使えるように

なるために

　女　東京外国語大学アラビア語学科卒業　　　　　アラビア語

H本語の話しことばにおける「ネ」の本質的な機能を考える

　女　悪血基督教大学語学科卒業　　　　　コミュニケーション

異字岡訓の矯法一暖と温の場合

＊印は共同研究である。
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嚢　H本語教膏璽季研修

1．、田程および会場

東京会場

　　日程昭和54年7月23日（月）”一　7月27日（金）　　　　　5鼠間

　　　　　　　　　午後9時15分～牟後4時15分　1N4こま6時間

　　会場　国立国語研究所

大阪会場

　　日程　昭和54年7月30日（月）～8月3H（金）　　　　　　　5臼間

　　　　　　　　　午・前9時…15分～午後4時…15分　 1蔭4こま6時閥

　　会場　なにわ会館（大阪市天王寺二二ケ辻町38番1号）

2．　講義題目および講師

現職島影修　　講義題霞

　　u本語教育概観

　　音声の論究

　　音声の表現。理解，音声の教蕎

　　文法の研究

　　文法の表現・理解，文法の教育

　　二二の研究

　　語魏の褒現・理解，語彙の教育

　　衰記の薪究・教育

　　表現法（自己紹介）

　　総括討論

初級研修　　　講義罵倒

　　H本語教育概観

　　教材

　　評価

　　語彙の研究。教育

　　表記の硫究・教育

（時　聞）

（90分）

（180分）

（180分）

（180分）

（180分）

（180分）

（180分）

（180分）

（180分）

（90分）

（時　間）

（90分）

（90分）

（90分）

（180分）

（180分）

東：京会場講師

　林　　　大

　城生伯太郊

　水谷　　修

　南　不二男

　寺村　秀夫

　土屋　信一

　中村　　明

　武部　良明

　林　　四郎

　水谷　　修

東京会場講師

　林　　　大

　日向　茂男

　斎藤　修一

　西尾　寅弥

　加藤　彰彦

大阪会場講師

野元　菊雄

杉藤美代子

水谷　　修

尾上　圭介

宮地　　裕

渡辺　　実

玉村　文郎

玉村　文郎

徳川　宗賢

水谷　　修

大阪会場講師

　野元　菊雄

　倉谷　直臣

　倉谷　直臣

　前田　憲祓

　樺島　忠夫
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音声の研究？教育　］’

音声の研究・教育　豆

文法の薪究・教育

作文教育

視聴覚教育

今後の課題

総復習

参加者

（180分）

（180分）

（180分）

（i80分）

（90分）

（90分）

（90分）

大坪　一夫

大坪　一夫J
今田　滋子

／水谷　　修
沢木　韓栄

石弁　久雄

姫野　贔子

木村　宗男

上野限鶴予

田中　　望

和田　　実

：大坪　一夫

大坪　一夫t
野元　菊雄

／水谷　　修
志部　昭平

宮地　　裕

堀口　和吉

乙政　　潤

吉藷月寒寿夫

鶏中　　望

13．

　定員は，現職者研修が東京・大阪各会場50名，初級研修が東京会場100名

大阪会場80名である。応募の資格は次のとおり。

　　（a）（b）いずれかの条件を満たし，田本語教育機関・日本語教育関係団体ま

　　たは大学等からの推薦があるもの。

　　現職者研修一

　　　（a）臼本語教育の研究または実務に現に従事していて，またはかって

　　従事したことがあるもの。

　　　（b）本研：修の初級研修を既に修了していて，さらに一層専門的な知識

　　の充実を図ろうとするもの。

　　初級研修一

　　　（a）日本語教育の研究または実務に現に従事していて，特に基礎知識

　　の充実を図ろうとするもの。

　　　（b）大学4年在学以上またはそれに準ずる学歴を有し，日本語教育の

　　研究または実務について関心があるもの。

応募者は，現職者研修では条件（a）を満たした者がほとんど，初級硬修では条

件（b）を満たした者が多い。現職者研修が経験者研修，初級研修が未経験者講
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座，といった色彩は，ここ数年続いている。さらに，応募老数は，初級研修

東京会場へのものが，昨年度までの定員の約2倍のところがら，本年度は大

幅に減った。現職者研修両会場および初級研修大阪会場への応募者数は，数：

年来横ばいである。

　本年度の応募は昭翻54年5月28環（月）に締切った。応募状況および参加

状況は以下のとおりである。初級研修東京会場への応募者は11名を現職者研

修東京会場へ繰り入れ，この11名を除く全応募者について希望どおりに参加

を認めた。

　　　　　　　　　　　応　募　参加許可　全績程参加　参加証明書交付

　　現職者研修東霞会場

　　　　　　大阪会場

　　初級研修　東京会場

　　　　　　大阪会場

4．運営委員会

25名

29

126

83

36名

29

115

83

31名

21

98

7エ

28名

29

97

71

　集中的な研修を円滑に運営するため，東京・大阪各会場にそれぞれ国立国

語研究所外の運営委員5名を委嘱した。各会場の運営委員会は，運営委員5

名と国立国語研究所B本語教育センター研究員4名とによって構成した。

東京会場運営委員

大本　隆二　東京外国語大

木村　寒男　早稲濁大

斎藤　修一　慶応義塾大

鈴木　　忍　大東文紀大

古海　孝逸　大東文化大

大阪会場運営委員

佐治　圭三　大阪女子大

　玉村　文郊　岡志社大

　堀口　和吉　天理大

　宮地　　裕　大阪大

吉田弥寿夫　大阪外廓i語大

鈴木忍委員は任期中に惜しくも他界された。、

日本語教育センター

　　　野元　菊雄

　　　水釜　　修

　　　田中　　望

　　　石井　久雄

　社団法人日本語教育学会および大阪外語大学からは，研修の運営および実

施に当たって，諸般の協力を得た。
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皿
1
。

2．

霞本語教育特溺纂中研修

N程および会場

B程　昭和55年2月12H（火）～3月1旧（火）

　　　　　　　午前9時30分～午後4時15分

会場　国立国語研究所

講義題目および講師

講義題闘

教授法・教擁論

視聴覚教育

理本語順湾研究法

音声の基礎・教育

表記の暴礎・教育

語彙の基礎・教育

文法教育の問題煮

資料収集

3，受講者

（時間）

（　3）

（18）

（　3）

（　3）

（　6）

（　3）

（　3）

（　6）　．

（　6）

講　帥

野元　菊雄

水谷　　修

水谷　　修

水谷　　修
大坪一夫i

玉村文郎i

玉村　文郎

寺村　秀夫

水谷　　修

　　　　　25日問

1日4こま9時間

｝発音訓練

瞬蝋
1ヌ：章訓練

i話しことば謙

i年少者鞘

　ニュージーーランド

　　　　　　情報
i機関晃学

　総指

i補講

（12）　　上村　幸雄

（12）　　田中　章夫

（12）　　　　瞬中　　章夫

（21）　　　　7」くし谷　　　　肇多

（6）　　海野　光子

（6）　　大木　忠郎

（3）　水谷　　修
（　3）　　　　増（谷　　　　ず霧

（12）水谷修

　中等教育教員派遺事業および疑本・ニュージーランド文化交流促進計画に

基づぎ，文部省学術国際局長の依頼による5名を，受講者とした。5名の派

遣先，氏名および所属は次のとおりである。

　　オーストラリア　　　1名　　　出口睦子　　　　　　　　干葉県申学校教諭

　　二a一ジ・・一・ランド　　3名　　　木村輩介　　　　　　　　兵渾県高校教諭

　　　　　　　　　　　　　　　晃玉成子　　　　　　　　　干葉県高校教諭

　　　　　　　　　　　　　　　高橋　寛　　　　　　　　　群馬県高校教諭

　　メキシW　　　　　　1名　　　畑野克行　　　　　　　　北海道中学校教諭

W　爲本重鎖蕎公開講座『霞本語と日本語数毒』

　本年度は次のとおり1園鯛催した。

　　臼時　昭和55年3月22日（土）　午後2時～4時30分

　　会場　国立圏語研究所
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講演題目および講師

　　　鼠本語と動詞　　　　　　野元　菊雄

　　　コソア三称について林大
定員　　100名　　　聴講者　56名
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日本語教育教材および教授資料の作成

A　目 糞白

　環本語教育における有効適切な教材の開発を目ざしてモデル教材を作成し，

また指導上の参考に供するために日本語教育の基礎的知識に関する教授資料

を刊行する。

B　担　当　老

臼本藷教育センター日本語教育教材開発室

　センター長　野元菊雄　室長　武田　祈　研究員　日向茂男　文部技官

湾砥潤

C　本年度の作業

1．　R本語教育教材および教授資料の作成

　陣・上級の教授法霞億本語教育山導参考書7）を刊行した。これは高木きよ

子（アメリカ・カナダ十一大学連合6本薪究センター副所長・教授〉・水谷信子（ア

メリカ・カナダ十一大学連合B本研究センター教授）・斎藤明（アメリカ・カナダ十

一大学連合日本研究センター助教授）の各氏に執筆を依蠣したものである。また，

寺村秀夫（筑波大学教授）に依嘱していた『日本語の文法（下）』（β本語誌簿指

導参考書5）の原稿が完成した（昭和55年度刊行の予定）。

2．　日本語教蕎映画の制作

　日本語教育教材映画として計画されている基礎編30巻のうち，前年度まで

に完成した16巻に続けて本年度3巻を制作した。その題名および規格等は，

次のとおりである。

イ．題名

「みずうみのえを　かいたことが　ありますか」一経験・予定の表現一
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「あのいわまで　およげますか」一可能の表現一

「よみせを　みに　いきたいです」一意志・希望の魚油一

Pt．規格等

　16ミリ，カラー，トーキ・・一，1巻5分もの3巻

　企画　国立国語研究所

　翻身　日本シネセル株式会社

　本年度制作された3巻のそれぞれの内容とねらいは次のとおりである。

「みずうみのえを　かいたことが　ありますか」

　この巻では，過去の経験（「したことがある」），動作・作用の有無（「する

ことがある」），予定の行動（「することにする」）等の言い方を中心的な学習

項目として扱っている。

　主人公は，夏休みに郷里に帰った女子画学生とそこへ遊びに行った女子画

学生。二人はお城への道を散歩したり，湖へ絵をかきに行ったりする。湖を

はじめ，山面の風景が図を楽しませてくれる。

「あのいわまで　およげますか」

　この巻での中心的な学習項國は，可能を表す言い方（例：「泳げる」「食べ

られる」「泳ぐことができる」），また可能な状態に至燵したことを表す言い

方（例：「泳げるようになる」）等である。

　映画場面は，ある海水浴場。泳ぎの練習，海辺のレストランでの昼食，磯

でのつり人との会三等で構成され，上記の表現が展開する。海の青さと；夏雲

の白さが印象的である。

「よみせを　みに　いきたいです」

　この巻は，意志（「しょうと思う」「するつもりだ：），欲求（「ほしいjFほ

しがる」），希望（「したい」「したがる」）等の言い方を学習項鼠として取り上

げている。

　映画は，よみせを見に行く相談，喫茶店での待ち合わせ，よみせを見なが

らの散歩，すし屋での一休み等で構成され，日本の夏の風物詩のひとこまが

ここに紹介されている。
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　教材映函の幽幽こは，日本語教育面画等企画協議会を設け，その検討を経

て，学習項目と主題の選定，シナリオの決定等を行っている。本年度Q委員

は次の諸磯で，制作温血等についても協力を得た。

　　石田敏子（国際基督教大学専任助手）

　　揖瀬生郎（東京外国語大学附属B本藷学校教授）

　　木村宗男（早稲田大学語学教育硯究所教授）

　　窪田富男（菓京外国語大学教授）

　　斎藤修一一（慶応義塾大学国際センター助教授＞

3．　日本語教育映画解説書の刊行

　昭和51，52年度に制作した日：本語教育映画のうち，4巻について，解説書

を教授上の参考資料として，下詑のとおり作成刊行した。

　　日本語教育映画解説書　基礎篇

　第八課「どちらが　すきですかJ一一比較・程度の表現一

　第九課「かまくらを　あるきます」一移動の葬現一

　第十課「もみじが　とても　きれいでした」一です，でした，でしょう

　第十一，「きょうは　あめが　ふっています」一して，している，して

　　いた一

　なお，この4課の解説の編集は，臼向茂男が担当し，各巻については，第

八課に国鳥望第九課に石井久雄，第十課に滋向茂男，『 謠¥一課に清闘潤が，

それそそ執筆に協力した。

4．　イ　母語別学習辞典編集委員会の総総

　昭矛052・53年の2年闘にわたり，母語溺学習教材作成準備委員会を設け，

辞典作成のための基本的な問題点について検討したが，昭和54年からは，本

格的に田本語学習辞典を作成することとなり，名称を母語別学習辞典編集委

員会に改めた。

　会議を9図開催，おもに濡文原稿を執筆する際の問題点について討議し，

執筆要領，晃本原稿を作成した。
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　この母語励学習辞典編集委員会には，所外委員1◎名，所内委員5名を委嘱

した。残名は次のとおりである。

　所外委員

　　椎名和男（国際交流基金日本研究部部長，当初，同H本碕究部日本語課岩淵功

　　　　　　夫疑が委員であったが，海外出張のため，推名委員と交替した）

　　梅田博之（東京外国語大学A・A硬究所教授）

　　加藤彰彦（実践女子短期大学教授）

　　窪国富男（東京外国語大学特設簸本語科教授）

　　斎藤修一（慶応義塾大学国際センター助教授）

　　佐々木重次（策京外国語大学外国語学部助教授）

　　佐治圭三（大陵女子大学教授）

　　玉村文郎（岡志？±大学教授）

　　土田　滋（東京外国語大学A・A研究所助教授）

　　西尾寅弥（群馬大学教授）

　所内委員

　　野元菊雄（日本語教育センター一長）

　　上野田鶴子（H本語教育第二研究室長）

　　水谷　修（日本語教育センターH本語教育研修室長〉

　　武田祈（E本語教育センター日本語教育教材開発室長〉

　　村木新次郎（書語体系研究部第xe研究霊員＞

pe。母語溺学習辞典禰文原稿の作成

　和文康稿1万2千語の選定及問題点の検討のため，54年度は，次の客員研

究員を依嘱した。

　　倉持保男（慶搭義塾大学国際センター助教授）

　　冨照隆行（藍細亜大学教養部専任講師）

　　山下正彦（ベルリッツ・スクール・オブ・ラングェジスB本語講師）

　　青眼照男（筑波大学大学院文芸・書語内割科在学中）

　　村田知子（国際学友会日本語学校，柘殖大挙留学生男彗科非常勤講師）
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更に54奪度は，2千語の翻文原稿について，次の各氏に執筆を依頼，作威

した。

神闘靖子，北螂香代子，小矢野哲夫，島本基，下坂智子，下田美津子，田

　中衛子，中道真木男，前田均，森本順子。

D　今後の予定

　日本語教授資料作成のための調査研究および計画の立案にあたるσモデル

教材としてのN本語教育教材開発については，センターにおける教材開発実

験室，録奮教材編集室の機器の整備：充：実に伴い，開発のための実験研究を行

う。（84ページ，「田本語教育教材開発のための調査羅究参照」。）

　来年度は，日本語教授資料として『乾熱語の文法（下）』（日本語教育指導参

考書5），r指示語（仮題）』傭本語教育指導参考書8）を刊行する。

　91　H本語教育沿革年表舳を印刷の予定。年表1の補充訂正を行う。

　日本語教育映画基礎篇は，5分もの3巻を綴乍する。解説書については54

年度に引き続き執筆刊行する予定である。

　母語劉学習辞典編集委員会を引き続き開催，辞典の作成にあたる。なお，

55年度は，翻文原稿7，000語について執筆を行う予定である。
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国語辞典の編集準備

1　国認薄樺編簗準備

　52年度末，国語辞典編集準備委員会を設けて，国語辞典の編集につき，辞

典の種類，規模，その他編集実行上の可能性，手順，俸制等の諸問題を検討

してきたが，54年度からは，辞典編集の具体的計画を定めるための準備実験

的試行を行うため，国語辞典編集準備室を所内に売立した。準備室の人的縫

成は，次のとおりである。

　　主幹　　斎賀秀夫

　　副主幹　飛田良文

　　調査員　石綿敏雄（8．27～）茨城大学教授

　　　　　　見坊豪紀（8．27～）　元国立国語研究所第三研究部畏

　　　　　　清水康行（6。11～）東京大学大学院生

　　　　　　湯浅茂雄（8．13～）上智大学大学院生

　　　　　　柏木成章（8．23～）早稲国大学大学院生

　この国語辞典編集準備室で，54年度に行った作業は次の遠りである。

　1．用例採集を行う文学作贔の重要度を知るため，瞬治以降の文学・文化

全集15種に，どの作晶が何圓採録されているかを調査し，そのうち，三種以

上の全集に収録されている作品の霞録「主要文学全集収録作品目録」を作成

した。調査した15種の文学・文化全集は次の通りである。

（1＞現代日本文学全集（改造灘）　大正15～

（2）明治大正文学金集（碁洋琴）　磁和2～

〈3陽治文化全集（8本評論祉）　　〃　2～

④現代理本小説大系（河出書募）　〃24～

㈲昭和文学全集（劒珪書店）　　　〃27～

（6）現代田本文学全集（筑摩書募）　〃28～

⑦日本文学金集（新溝職）　　　　〃34～

　　　　　　　　　　　　　一　136　r一

巻
巻
巻
誉
巻
巻
巻

2
　
0
　
4
　
5
　
9
　
9
　
2

ハ
◎
　
ρ
◎
　
2
　
ρ
◎
　
5
　
9
　
7



（8）H本現代文学全集（講談社）

⑨臼本の文学（中央公論社）

⑯畷治文学全集（筑摩書募）

（1平門文学全集（集英？k）

⑫鱗近代文学館歪呈輪

α証i本近代文学大系（角州書店）

¢φ照願懸民文学全集（筑摩二四）

⑮筑摩現代文学大系（筑摩書房）

琵薮＄iii35一・　108巻

〃39～　80巻

〃40～　97巻

〃49～　88巻

’！　43N　158he2k“

〃45～　60巻

〃48～　30巻

〃50～　97巻

　この作業は，飛田良文，清水康行，柏木成章，湯浅茂雄が損当した。

　2．　「主要文学全集収録：作昆目録」には，1526作品が登録された。そこで

このうちから，用語総索引を作るための作最約100点ずつの選定をすること

にし，55年1月18B紅野敏郎，前園愛，三好行雄の三氏にお集まりいただき，

選定者の推薦をお願いした。その結果，下記の10名の方々にそれぞれ100点

の選定を依頼した。

猪野謙二

紅野敏郎

小島信夫

高橋英夫

竹西寛子

　　外山滋比古

　　中村光夫

　　前田愛

　　三好行雄

　　山本断書

　その結果，延べ572作晶が選定され，

作品は139点であった。

　その139作品は以下の通り。

学習院大学教授

早稲田大学教授

作家

評論蒙

作家

お茶の水女子大学教授

評論家・明治大学教授

立教大学教授

東東大学教授

評論家・日本文芸家協会理事長

　　　　　　　　　　このうち， 4名以上の方が選定した
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表1　（igO1～1950）

　〔発表年〕

朝治34

明治37

明治38

明治39

川治40

職含41

弱治42

明治43

明治44

大正2

大正3

〔作品名〕

牛肉と馬鈴薯

火の柱

琶輩は猫である

野菊の墓

破戒

干鳥

坊ちゃん

蒲団

婦系図

何処へ

新世帯

三罎郎

弊三一

田舎教師

すみだ川

それから

耽溺

家

歌行燈

土

微光

回る女

お騒出たき人

二

陣部一族

銀の匙

鰹の皮

こころ

　　〔作者名〕

　　国木園独歩

　　木下尚江
　　夏目漱石
　　衝藤左干夫

　　爵崎藤村
　　鈴木三重吉

　　夏厨漱石
　　田山花袋
　　泉　　鏡花

　　正宗白蔦
　　徳田秋声
　　夏際漱石
　　高浜虚子
　　田口花詞
　　永井荷風

　　夏E激石
　　岩野泡鳴
　　島崎藤村
　　泉　　鏡花

　　長塚　　節

　　正宗灘鳥
　　直島武郊
　　武者小路実篤

　　森　　鶴外

　　森　　鶴丸

　　中　　勘助

　　上笥小剣
　　夏目漱石

一Z38一
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大正4

大正5

大正6

大正7

大正8

大正10

大正11

大正12

大正13

大正14

大正15
（昭私1）

妻薬を飲む女

あらくれ

道草

羅生門

腕くらべ

善心悪心

明賭

城の崎にて

頽解

カインの寒畜

束論

田園の憂三

子をつれて

蔵の中

友情

性に眼覚める頃

暗夜行路

無限抱擁i

黒髪

多情仏心

山椒魚

伸子

痴人の愛

檸檬

竹沢先生といふ人

伊」豆の踊子

海に生くる人々

三

春は罵車に乗って

岩野泡鳴
徳田秋声
夏目漱石
芥　川　龍之介

永井荷風
里見　三

夏9漱石
志賀蔵哉
志賀直哉
有畑武郎
久保田　万太郎

佐藤春晶
晶西善感
宇野浩二
武者小路　実篤

室生犀星
志賀直哉
滝井孝作
近松秋江
里見　聾
井伏鱒nc
宮本百合子

谷崎潤一一二

二井目次郎

長与善郎
Jli端康戒

藥山嘉樹
島綺藤村
横光利一
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昭和2

昭和3

昭和4

羅癩5

昭和7

略論8

昭和9

昭和10

照燕11

昭麹12

河童

玄鶴山房

渦巻ける鳥の群

放浪記

蓼喰ふ細

波

業苦

蟹工船

夜明け蔚

太陽のない街

機械

聖家族

鮎

途上

春琴抄

若い人

入生劇場

晩年

暢気眼鏡

美しい村

鼠輩

雪国

蒼譲

故旧忘れ得べき

仮装人物

普賢

くれなみ

風立ちぬ

渥東回諜

芥川龍之介

芥　州　龍之介

黒島伝治
林英美子
谷崎潤一郎

由本膚幽
晦村磯多
小林多喜二

島峰藤村
徳永　　直

横光利一・

堀　　辰雄

丹羽文雄
嘉村磯多
谷綺潤一郎

石坂洋次郎

尾崎士郎
太宰　　治

尾聴一雄
堀　　辰雄

横光利一
川端康戒
石Xl達三
高見　　順

徳照秋声
石川　　淳

佐多稲子
堀　　辰叢

永井荷風
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昭秘3

昭和14

曙禰15

610零刀口H

710矛刀口

81刀
口軽

昭和20

昭諏21

紹和22

昭和23

無始24

昭和25

老妓抄

厚物咲

麦と兵隊

歌のわかれ

死者の書

夫婦善哉

連環紀

縮図

蜘虚言己

李陵

綱雪

悉皆丹砂蕾

桜島

聖ヨハネ病院にて

白痴

瞭い絵

焼跡のイエス

カ・うし、ゾ郵女

夏の花

俘虜詑

虫のいろいろ

人間失格

晩菊

山の音

猟銃

朝霧

少将滋幹の懸

遙拝隊長

武蔵野夫人

子
秀
平
治
夫
助
番
声
敦
敦
郎
一
生
暁
吾
宏
淳
子
喜
平
雄
治
子
成
靖
男
郎
二
平

か
義
葦
重
信
作
露
秋
　
　
潤
黎
春
　

安
　
　
た
民
昇
一
　
芙
康
　

龍
意
義
島

本
山
野
野
口
田
田
田
島
島
縫
橋
崎
林
口
間
川
林
　
岡
崎
宰
　
端
上
井
崎
銅
壷

岡
猛
火
中
折
織
幸
徳
中
中
谷
素
量
上
坂
野
石
平
原
大
尾
太
林
川
井
面
谷
井
大
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表2　　（1868～1900）

〔発表年〕

明治17

明治18

明治20

明治21

明治22

明治23

明治24

明治28

明治29

明治30

明治31

明治33

表3　（1951～1966）

醗表町〕

昭和26

昭融27

昭融29

昭和31

昭昭32

異形の者

〔作　品　名〕

牡丹燈籠

当世書生気質

佳人之奇遇

浮雲

あひびき

風流仏

舞姫

五重塔

かくれんぼ

たけくらべ

にごりえ

今戸心中

多情多恨

金色夜叉

武蔵野

思出の記

高野聖

〔作　品　名〕

瞬火

真空地帯

寒雨

：金閣寺

櫓山回考

死者の奢り

武　田　泰　淳

〔作　者　名〕

三遊亭　円　朝

坪　内　通　遍

東　海　散　士

二三亭　四　迷

二葉亭　四　迷

幸　田　露　伴

森　　　鶴　外

幸　瞬　露　伴

斎　藤　緑　雨

樋　ロ　一　葉

樋　ロ　一　葉

広　津　梅　浪

尾　崎　紅　蘂

尾　崎　紅　葉

国木田　独　麩

素　憲　藍　花

泉　　　鏡　花

〕
平
宏
介
夫
下
郎

名
　
　
之
起
　
三

　
昇
　
淳
由
七
健

者

　
壷
漿
行
嚢
沢
江

作

〔
大
野
吉
三
深
大

4

〔一致度〕

　5

　6

　4

　9

　5

　4

　8

　9

　5

　9

　6

　7

　4

　6

　8

　7

　6

〔一致度〕

　8

　5

　4

　8

　5

　7

3．用例採集を行うための雑誌の重要度を知るため，『国立国会図書館所蔵
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和雑誌目録（昭和50年末現在）虚に収録されている28，282点の中から，20年以上

継続してFlj行されている雑誌を抽出し，　「主要雑誌目録」を作成することと

し，作業の結果，幕末から昭和25年創刊のものまでで，1877点が登録された。

この作業は飛田良文が担当し，調査員として，

　荒三顧秀（昭和54年12月13R～）東京学芸大学講師

　村山副菱（昭和54年12月13E｛～）国学院大学大学院生

の両氏を依嘱した。

　4．用例採集法（スカウト方式）について，編集準備室員5名（漏壷豪紀，

飛田良文，清水康行，柏木成輩，湯浅茂雄）が，芥川竜之介「孤独地獄」お

よび「芋粥」を材料として実験を行った。1ページにつき，100語あたり10

語，20語，30語等各段階の採集目標を定めて各自採集を行う際，どの段階で

5人の採集語が一致し，各自の偲人的選択のくせが晃られなくなるかを実験

した。2園の実験の結果では，個人のくせがほぼ消去されるのは，100語の

うち50語採集を目標とする段階以上であることが明らかになった。　（今後更

に用例採集の実験を行い，訓練および，条件によって，出語で5人が一致す

るようになるか，むだのないスカウト方式の実験を行う予定である。）

　5．用・例採集のための底本の検討。

文学作品の発表は，原稿，雑誌，単行本，全集など，いろいろな形式があり，

どれから用例を採集するのが辞典の用例としてもっとも適当かを検討した。

「羅生門3　「墨壷行路」の調査を行った結果は，原購として初版本がよいと

いうことになった。これは，雑誌，新聞などの底本となるものとの対辻から

適当と考えられる。この作業には調査会委員の松井栄一一一・ftが協力された。

　6．　現代語の語彙量の推定作業。

　辞典の見出し語数：を考える資料として，現代語の語彙量はどのくらいある

か，『日本国語大辞典』の見出し語から，廃語，死語，方言を除いたものを

数えることとし，200　■o　一一ジ間隔（全体の0．5％）サンプリング調査の結果，

全体45万語のうち現代語は約35万語と推定した。この作業は，柏木成章，湯

浅茂雄が担当した。
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　7．　カード保管庫の面積について試算を行った。現在の計画では，延べ

3000万語のカードを採集する予定であるが，これらのカードを保管するには，

どれだけの面積が必要か見坊委員の方式によって試算を試みた結果，1，370

m2 ｪ必要であることが明らかになった。ただし，カードの規格は，　A　5半戴

の大きさとして計算した。

9　国語辞典編藥準備調査会

　52年度来設けられていた国語辞典編集準備委員会を改組して，国語辞典編

集準備調査会を設けた。委員は次のとおり。

　（所外委員）

　　荒正人　　死表（54．6．9）

　　黒羽亮一　日本経済新聞社論説委員

　　見坊豪紀　元国立国語研究所第三研究部長

　　阪倉篤義　京都大学教授

　　佐藤i喜：代治　フェリス女学院大学教授

　　田島宏　　東京外国語大学教授

　　松井栄一　株式会社尚学図書言語研究所員

　　馬淵和夫　筑波大学教授

　　山濁俊雄　成城大学教授

　　頼惟勤　　お茶の水女子大学教授

　（所内委員）

　　斎賀秀夫，飛M良文，南不二男，飯豊毅一一…■，野元菊雄，高橋太郎，宮島

　，、達夫，土屋信一，野村雅昭，（書記〉田療圭子

　調査会は三回開催し，次の事項について検討した。

　第一回（54年11月27臼）は，（1＞国語辞典編集準備室の体制，（2）来年度の概算

要求，（3＞小委員会で検討した事項について報告し，『日本大語誌』　（仮称）

の用例採集法について討議した。特に総索引方式（小説）で行う羅馬採集法

について，（1）採集源，（2）作品の選定，（3）年代，〈4）規模（300万用例採集）の検

討を行った。
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　第二園（55年2月4鋤は，（1）昭和55年度の計画について，（2）階本大語誌g

の用例採集法について討議した。特に（7）カードの規格，（イ）カード保管庫の面

積，（ウ）スカウト方式の実験結果について検討した。

　第三回（55年3月24品目，用例採集法の基本計画について討議し，特に（1）

スカウト方式による作業見積もり，（2）スカウト方式の実験結果，（3欄例採集

手段についてくコンピュータ方式の作業手順〉，〈カード方式と電算機方式

の比較〉，㈲主要雑誌目録について検討した。

盤　国語辞典編築準備小委蝿会

　国語辞典編集準備調査会において検討すべき問題点を整理したり，国語辞

典編集準備室で行った作業内容について検討するために，国語辞典編集準備

小委員会を所内に設けた。購成メンバーには，国語辞典編集準備室員のほか，

所長，松井栄一一委員が加わっている。小委員会は10回禰いた。第1回　（54・

9・1），第2回（54・9・14），第3回（54・10・12），第4回（54・10・9），第5回

（54・10・23），　第6回（54・11。14），　第7［亘1（54。12・11），　第8匝1（55・2・

28），　第9回（55・2。26），　第10回（55・3。11）。

検討した事項は，前述の1．国語辞典編集準備室の作業に関するものである。

　XFI　国語辞典編集に関する外国資料翻訳打合せ会

　諸外国における自国語法辞典の編集目的・編集組織および内容を調査する

ため，外国資料翻訳打合せ会を設けた。メンバーは調査員として新たに

　　池上嘉彦　　東京大学助教授

　　佐藤純一　　東京大学教授

　　千石　喬　　東：京大学教授

　　田島　宏　　東京外面語大学教授

の四段を依頼し，これに，林大・見坊豪紀・斎賀秀夫・石綿敏雄・宮島達夫

・飛田良文・清水康行・柏木成章・湯浅茂雄iが参加した。

　調査した文献は，次の通り。

　　ドイツ語　　ドウーデン独逸語大辞典“DUDEN　Das　groBe　W6rterbuch　der

　　　　　　　deutschen　Sprache”
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語英

五
肖
晶
コ
ロ
アシロ

フフンス誌・

新英語辞典“ANEW　ENGL王SH　DICTIONARY”（NED）

現代μシア標準語辞典“c刀QBAPb　COBPEMEHHOro　pyc－

CKOrO　JI；4TEPATYPHOrO　f13blKA”

フランス語宝典，19・20世紀フランス語辞典“TRESOR　de　la

LANGUE　FRANgAISE，　9ictionnaire　de　la　langue　du　19」　et

du　20）　siecle”　（TLF）

　会合は4回開き，第1園（54・12・24）は検討すべき語の翻訳について石綿

敏雄氏から説明が行われた。

第2麟（55年1月2膿）は，　「飲む」の意味記述についての検討を行った。

第3圏（55年2月27印は，　「木」についての意味記述について検討した。

第4園（55年3月27日）は，「むずかしい」についての意味記述を検討し，あわ

せて，ドイツ，イギリス，ソ連，フランス各国の大辞典の編集過程と組織，

および，外国辞書からみた日本語の大辞典に対する希望事項について座談会

を行った。　（その内容は来年度，編集準備資料集としてタイプ三三にする予

定である。）
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　　　　　　　　　　　図書の収集と整理

　前年度にひきつづき，研究所の調査研究活動に必要な研究文献および言語

資料を収集，整理し，利用に供した。

　また，例年のとおり，各方面から多くの寄贈を受けた。寄贈者各位の御好

意に対して感謝する。

　騒書館の運営に当たっては，例年図書委員を指名し，委員は図書の選択，

図書館利用等について協議することにしている。54年度の委員は下記のとお

りである。

　委員長　渡辺

　委　員　宮島，江川，梶原，岩田（純），中野，志部，庶務課長

　昭和54年度に受け入れた図書および逐次刊行物の数は，次のとおりである。

　図醤

　　　受入　　2882冊

　　　　　　購入　寄贈　製本雑誌　その他
　　禾口　　書　　　　1536　　　　　　261　　　　　　　　442　　　　　　　74

　　？：ミ5　　書　　　　　395　　　　　　　70　　　　　　　　102　　　　　　　　2

　　　計　　　　　　1931　　　　　　331　　　　　　　　ts44　　　　　　　76

逐次刊行物（挙術雑誌紀要，奪報類）

　　　　継続受入　　787種

　　　　　　　購入　寄贈　　計
　　　　和　　　　　　　64　　　　　　　　649　　　　　　　　713

　　　　さ羊　　　　　　　51　　　　　　　　23　　　　　　　　74

　　　　：一t　115　672　787

　計

2313

569

2882
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　　　　　　　　　　　庶　務　報　告

　　　　　　　　　　　1　庁舎および経費

1　庁　舎

所在東京都北区西が丘3丁目9番14号
敷　　地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10，030．2

建　物

　es一・号館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（延）　　5，　719m2

　　（管理部門・講堂・図書館・日本語教育センター）

　第二号館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（延）　　3，015　．2

　　（研究部門）

　第三号館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（延）　　　238ボ

　　（会議室・その他）

　第一資料庫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（延）　　　213㎡

　第二資料庫：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（延）　　　106m2

　その他付属建物　　　　　　　　　　　　　　　　　（延）　　　330】m2

　　　　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（延）　　9，621㎡

2　経　費

昭和54年度予算額

　　　　　　　人件費　　　　　　　　　　　　　　　346，857，0◎0円

　　　　　　　事業費　　　　　　　　　　　　　　　　200，293，000円

　　　　　　　各所修繕費　　　　　　　　　　　　　　5，　573，000円

　　　　　　　R　評議員会（昭秘5年3月3蠣現在）

　　　　　会長　有光　次郎　　　　副会長　佐伯　梅友

　　　　　　　　　　　　　　一　148　一



碧海純一

市古　貞次

江尻　　進

小川　芳男

黒野郷八郎

佐藤喜代治

高橋英夫

千葉雄次郎

福島慎太郎

石井　庄司

岩村　　忍

遠藤嘉基

何　　初彦

坂井　利之

沢田慶輔

田中千禾夫

徳永　康光

頼　　惟勤

III組織と職員

1　定職　79名

2譜 g織および職聯名（難訓55年3月31沼現在）

国立国語研究所

　　庶務部

　　　庶務課

会計課

氏
林
名
長

職
所

部　　長

課　　長

課長補佐
（併）

庶務係長

非常勤

図書館

人窮係長

併　　任

会計課長

課長補佐

名
大

鹿島　　巌

正法地韓雄

菊地　　貞

　　　
岡本　まち

荒川佐代子

吉岡佳美

大塚　通子

沢木喜美子

井上　政和

陽謁　正幸

坂譲　　満

広瀬二朗

備 考

54．　9．　17”一’54．　ll．　16

事務代理

54．　4．　1－v55．　3．　30

（i日姓　井方）

雷語変化研究部長
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言語体系研究部

　　第一一S｝究室

　　第二研究室

雷語行動研究部

　　第～研究室

第二研究室

第三研究室

（併）

総務係長

経理係長

用度係長

朗
よ
夫
男
夫
子
治
亨
雄
子
子
男
郎
浩
代
夫
郎
翠
雲
明
樹

二
噌
洋
茂
光
雅
権
　

忠
典
節
二
太
　

都
達
次
　

友
　
清

　
　
爾
　
　
　
　
　
　
　
不
　
　
美
　
新

瀬
田
佐
細
本
藤
村
木
香
出
野
　
橋
藤
木
島
木
本
辺
村
戸

口
金
面
岩
山
加
木
鈴
中
中
弓
南
高
工
王
宮
村
高
中
中
杉

代
清
人
子
山
武
治

知
　
正
し
智
尚
正

実
　
　

よ
美

照
川
覇
江
野
部
田

塚
回
米
堀
高
稗
高

長
　

長
　
長

勤
　
長
長

長

長
長

長

長
縢

54．　　6．　16　　用度｛系長力・ら酉己置換

54。　6．16　経理係長から配置換

54．　4．　1一一55．　3．　30

54．　4．　lt－55．　3．　30

54．　9．　7～54．1O．18　国際共「司研1究のため
外国墨張（西ドイツ）
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言語変化研究部

　　第一研究室

第二研究室

　　　　　　1

雷語教育研究部1部　蔓
　　　　　　：
　　第一研究室i室　　憂

　　　　　　i
　　　　　　I
　　　　　　：

　　　　　　　非常勤

需語計箪：研究部　部　　長

　　第一研究室室　　長

　　　　　　困壬研究宮
　　　　　　i主繍究官

　　　　　　l

　　　　　　l

　　第二階下降長
　　　　　　I
　　　　　　i

　　第三研究室室　　長

二
一
典
毅
気
豊
干
飯

一
治
栄
枝
文
郎
子
子
子
仁
三
愛
一
己
子
純
夫
一
洋
夫
子
子
昭
雄
子
紀

飛
信
幹
宏
良
太
典
圭
菊
　
昭
　

純
直
璃
　

秀
信
　

昭
美
潭
雅
秀
恵
秀

　
　
　
　
　
滉
　
　
　
根
　
保
　
　
瑠
　
　
　
　
　
久
　
　
　
美

藤
胴
木
沢
田
原
慮
原
県
営
石
久
田
村
又
賀
賀
屋
野
岡
中
田
村
竹
浦
藤

佐
真
沢
白
飛
梶
中
田
伊
中
村
大
岩
島
川
芳
斎
土
中
鱗
中
網
野
佐
松
斎

勤
長

三
拝
部

夢

長室

長
館
　
研
室
擁

蔓
憂

部
室

勤
長
長
難
類
　
長

常
　
　
研
薪

非
部
室
蟄
擁
　
室

長室

54．　10．　　1（y55．　3．　31　（宇都宮プく学教授）

54．9．17～54、11．16　文部省在外研究員
（甲種）　（イギリス・フランス・イタリア
　　　　　・ドイツ）

野州箪
文献調査室

文献調査室

54，10．1～55．3．31筑波大学教授

（旧姓　小原）
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臼本語教育

　　　センター

第一研究室

第二研究室

第三研究室

還本語教育
研修室

臼本無教育
教材開発室

（国語辞典
編集調査員）

主任研究宮

センター長

室　　長

室　　長

（取）室長

室　　長

任
長

併
室

勤

常
〃
〃
〃
〃

非

田中　車史

米田　純子

科野干夏

小高　京子

沢村都喜江

野冗　菊雄

尚珊　　誠

志部　昭平

上野弱鶴子

野元　菊雄

正保　　勇

水谷　　修

田中　　望

石井　久雄

田島　正幸

高野美智亭

武田　　祈

日向　茂男

清田　　潤

清水　康行

湯浅　茂雄

柏木　成章

見坊　豪紀

石綿　敏雄

54．　　7．　31　　退耳哉

｛　54．IO、　1　日本語教育センター　　　　　　　　第三研究室長　　事務取扱
　54．12．1　　第一研究室長　免事務取扱

　54．　　7．　　1　　在タト研究員　（甲種）　西ドィッth、

　　　　　　　ら帰国
　　　　　　　国際共岡研究のため外国出張i　54．　9．　7．

　・v　54．10．18　　（西ドイツ）

　54．12．　1　日本語教育センター第一研究室
　　　　　　長昇任

55．　　3．　　1　　採用

54．　9．　7－54．　10．　18

外国出張（西ドイツ）
国際共同研究のため

撫育年老本日びよお
）
首
回
5
・

調
基
’
ル

情
流
4
ジ

実
交
・
ラ

育
際
5
5
ブ

三
国
～
・

語
（
2
5
［

本
め
●
ル

購
た
2
ぺ

地
の
㌔

現
下
5
5
コ

シキぴ張
）
出
力
国
リ
外
メ
　
ア

54．　6．　11N55．　3．　31

54．　8．　13N55．　3．　31

54．　8．　23一・55．　3．　31

54．　8．　27一・55．　3．　31

54．　8．　27－55．　3．　31

　茨城大学教授
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（国語辞典
編集調査員）

（日本語教育

センター客員
研究員）

非常勤

m

11

1！

！1

〃
〃

Xl

！！

〃
〃

田島　　宏

千石　　喬

佐藤　純一

池k　嘉彦

荒尾　禧秀

村山　画素

倉待　保男

冨田　隆行

山下　正彦

青山　照男

村田　知子

54．　12．　1”“55．　3．　31

　東京タト置月言醤プ（学教授

54．　12．　1一“55．　3．　31

　　　　葉京大学教授

54．　12．　1・一55．　3．　31

　　　　東京大学教授

54．　12．　1－55．　3．　31

　　　　東京大学教授

54．　12．　13－55．　3．　31

　東京学芸大専任講師

54．　12．　13－55．　3．　31

54．　10．　15N55．　3．　31

　慶応義塾大学助教授

54．　10．　15．一・55．　3．　31

　亜細亜大学専任講師

54．　11．　15’w55．　3．　31

　ベルリッツ，スクーール，オ
　ブラング＝ジス日本語講師

54．　11．　27““55．　3．　31

54．　12．　5・一”55．　3．　31

購裳奉会｝蒲環帯

3　名奮所璽

　　　　1西尾　　実（初代所畏　昭24．1．31～35．1．22在任　昭54．4．16死去）

　　　　岩淵悦太郎（2代所長昭35．1．22～51．1．16在任階53、5．19死去）

　　　　大石初太郎（元第一研究部憂　昭43．3．31退職）

　　　　輿水　　実（元第二研究蓄隈昭45．3．31退職）

　　　　芦沢　　節（元書語教育研究部長　昭53．4．1退職）

W　昭和53年度の事業

1　刊行羅

　　　　研究報皆無（2）

　　　　幼児の語彙能力

ラ65告報（

　66告報（

【
53エ
［



　　　　電子計算機による国語研究X　　（報告67）

　　　　方書談話資料（3）一青森・新潟・愛知一　（資料集10－3）

　　　　面癖談話資料（4）一福井・京都・島根一　　（資料集10－4）

　　　　…窮命言領置地図語形索引　　　　　　　　　　　　　　　（資料集11）

　　　　中・上級教授法r日本語教育詣導参考書7一

　　　　日本語教育映画解説（基礎編第8，9，10，11）

　　　　国語年鑑（仁和54年版　秀英出版刊）

　　　　幽幽国語研究所年報　一30一　　（昭和53年度）

2　藏本語教育映醐の詞作および普及

　今年度制作したB本語教育映画（16ミリ，カラー，5分もの）の題名は下

記のとおりである。

　　第17巻　「みずうみのえを　かいたことがありますか」　一経験・予定

　　　　　　の表現一

　　第！8巻　Fあのいわまで　およげますか」　一可能の表現一

　　第19巻　「よみせを　みに　いきたいです」　一意志・希望の表現一

　これらは，北海道，宮城県，愛知県，京都府，大阪府，兵庫県，広島県，

福岡県各教育委員会および都立臼比谷図書館に寄贈した。なお，これらの映

画フィルムは市販され，また需要によってビデオ化して頒布することができ

るようになっている◎

3－1国立国語研究駈研究発表会

　B召矛055年3月8日（土）　午塗tk　1時30分～4時30分

　　　　あいさつ　　　　　　　　　　　林　　　大

　　談話行動の分析　　　　　　　　　　米田　正人

　　談話語の実態と賑本語教育　　　　　　野元　菊雄

　　児童の概念形成と幽魂　　　　　　　　岩田　純一一一・

　　幼児・児童の文理解　　　　　　　　　上野田鶴子

　　　　質疑応答

3－2国立国語硬究所日本語教育センター公開講座　（129ページ参照）
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昭和55年3月22臼（土）午後2時～4時30分

　　H本語と動詞　　　　　　　　野元　菊雄

　　コソァ三称について　林大
4　B本工教膏研修会　（120ページ参照）

　　日本語教育長期専門研修（昭和54年4月17日～昭職55年2月29臼）

　　日本語教育特別集中研修（昭和55年2月12日～3月11日）

現職者一般研修および初級研修を実施した。

　　東京会場　昭和54年7月23露～7月27日

　　大阪会場　昭和54年7月30日～8月3日

　　　　　V　外國人研究員および内地留学生の受入れ

1　外国入研究籔

　　　氏名・職名

蘇　　徳墨

　　　（中華人民共和国）

上海復旦大学助教授

　イェンス・リックマイヤー

　　　（西ドイツ）

　ドイツ語研究所研究員
　ジャン。la　一ジュ・シャギ
　ボフ（フランス）

　国立科学研究所調査助手

　V・Mアルパトフ
　　　（ソビエト）

　ソ達邦科学アカデミー

極東研究所研究員

　イゴーリ・F。バルyウリ

　　　（ソビエト）

　ソ達科学アカデミー

東洋研究所アルタイ語科

主任教授

2　内地留挙生

大繋子i千盤職名

　
究
蟹
研
　
語
　
本
題
臼
　
る
　
よ
究
に
　
機
　
算
研
計
　
子
　
電

ヨ独語の対照書藷学駒購究

臼本語の格助詞に関する研究

日本籍文法

現代日本語の動詞・助動詞・人

称代名詞等の語彙を機能。意味

溺に分類する研究

　
成
霞
研
題
繍
陰
獣
研
端
　
作

一
55ユ
【

　研　究　期　閤

目溢矛纏53年11月10自力、ら

曙和55年9月30日まで

昭和52年12月1臼から

昭和55年3月31日まで

昭湘54年：5月10日から

昭瓢55年3月31Bまで

H召諏54年5帰14日から

昭和54年9月29隣まで

昭融54年11月6臼から

昭和55年8月24鐵まで

　　研究期間
昭和54年4月2Eから



渡辺登代子

maJll寓子

大割　輝明

緑町小学校教諭

船橋市立

法典東小学校教諭

徳島市：立

助任ノ」・学季交教諭

富由県下新川郡朝

B町立ノ」・月i中学季交

教諭

的評価

子どもの言忌能力を高

める説明的文章の指導

過程はどうあるべき
か。

児童の表現力を伸ばす

ための作文捲導のあり

方

表現力を育てるための

語彙六盗について

一中学生として習得す

べき基本的な語彙一

昭i印55年3月31Bまで

日召灘154年4月2EIから

昭和55年3月31日まで

日召禰54年4月9Nから

昭和54年9月30日まで

昭和54年7月1日から

昭和54年9月30日まで

1979．　4．　17

　　　　　29

　　　　　21

　　　5．　9

　　　　　12

　　　　　31

　　　　　7

9

　18

　23

7．　2

　　3

　　4

2
n
◎

－
三

w　H　記　抄

日本語教育長期専門研修開講式（賊心第一研修室）

中ms？±会科学院民族研究所伝忠勤氏来訪

輿脇54年度日本語教育映画企画協議会（第2團）　（国譲会議室）

日本語教育映画試写会（文部省試写会）

共立女子大学教授　金子尚一疑他22名見学

昭和54年度畷立学校経理部課長会議（31－1）

文部省所轄ならびに畷立大学附置薪究所畏会議総会（7～8）

（学士会館）

B本語教育映画等企画協議会（第2回）　（国研会議室）

文部省所轄ならびに国立大学附置研究所事務長会議（学士会館）

中国鮭会科学院語書研究所副所畏　李　軌匡来訪

昭和54年度　β本語教育連絡協議会（第1園）　（国研会議室）

第96圃　国立国語研究所評議員会（掘削第二会議室）

母語別学習辞典編集委員会（畷研会議室）

「N本譜教育のための基本的な語彙に関する比較・対照研究のため

の専門家検討会議（国研会議室）

文化庁附属機関庶務・会計部課畏会議（東海大校友会）

9本語教育センタ門還営委員会（国醗第二会議室）

　　　　　　　　　一　156　一
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日本語教育初級。現職者ヅ般研修（23・v27）　（国研講堂）

日本語教育初級・現職者一般研修（30～8／3）　（大阪・なにわ会館）

母語劉二幅辞興編集委員会《間隔会議室）

アリゾナ大学外国語学部　atツZi・オバタ・ライマン氏来所

給与監査（国画会議室）

母語甥学習辞典編集委員会（国研会議室）

韓圏精神文化研究三三憂李三根民等来訪

中国目語教師訪田代表隠岩明壷掘他8頃来訪

H申学院長藤堂明保氏岡行

チxニジア，ブルギバ現代語研究所畏マアムーリ氏等来訪

中華民国　輔仁大学教授張則貴氏来訪

会計実施検査（国憲第一会議室）

日本語教育映画企画協議会（国喪会議室）

第30回文部省所轄機関宴務協議会（27削29）　（三瓶青年の家）

母語劉挙醤辞典編集委密会（國餅会議室）

ドイツ語研究所長iシュティッ、ケル氏来訪

閣東甲信越地区甲立大挙会計部課長会議（2S・・26）　（鬼怒川）

チュービンゲン大挙教授コセリウ氏来訪

幽霊54年度文郵省所轄ならびに国立大挙附置研究所長会議（第3部

会）’ i1～2）：（神戸）

母語割学習辞典編集委員会（匿醗会議霊）’

文部省所轄ならびに附置研：究所長会議常置委員会（第3部会）　（東

大物性研）　　・　　　　　・　　　　　　ttt

紹和54隼痩日本語教育映画等企画協議会（国研第4研修室）

昭和54年度文部省所轄硬究所長会議（統回数理研）

国語辞典編集準備調査会（第1遡）　（国憲会議室）

昭湘54年度第30回転部着所管研究所窮3部会事務協議会：

《国立民族博）

神奈川県教欝センター研修員8名見学

・一@157　一
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日本語教育面画試写会（文部省試写室）

母語溺学習辞典編集萎員会（図研会議室）

日召和54年度臼本書吾教育研究連絡協議会　（国事会議室）　：

創立記念日第1研修室

　（1＞永年勤続者表彰

　（2）記念撮影

　（3）記念講演　講師　石倉庄司評議員

国語辞典編集に関する外国資料翻訳打合せ会（国研会議室）

昭和54年度露本藷教育映画等企画協議会

母語別学習辞典編集委員会（国研会議室）

サンパウロ弼立大自叙授爵木地一両来訪

日本語教育映画等企画委員会（国喪会議室）

国論辞典編集準備調査会（国研会議窯）

文語庁人事事務監査（羅研会議室）

日本語教育映画等企画協議会（国研会議室）

文化庁附属機麗次畏韓部会議（聯立教育会館）

昭和54隼度鍵本語教育連絡協議会（第3園）　（国研会議室）

母留別学習辞典編集委員会（国画会議室）

9本語教育長期專門研修閉講式（国研第一研修室）

研究発表会（滋強講堂）　（別記154ページ参照）

臼本語教育センター一運営委員会（国研会議室）

文化庁附属機関長会議（国立教育会館）

第97厨国立国語研究所評議員会（函薪会議室）、

昭和54年度β本語教育研究協議会及びi懇談会（東：H本地区）

（国語課との共催）　（三三・会議窒）

各論直轄研究所長連絡協議会　昭和54年度定例総会（竹橋会館）

文化協定締結国等からの学者招致計画によるカルフォ！レニア大学

（サンディエゴ）教授E．ルーメルハルト氏受入れ（20日一31ヨ）

円本語教育研究発表会（国研講堂）　（別記154ページ参照）
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24　　国譲辞典編集準備調査会（国研会議室）

25　韓鷹誠信女子大学学長趙析燥氏他3名来訪

　　　中国北京大学教授孫宗光氏来訪
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国立国語研究所刊行書一覧

琶立国語研究所報告

1八丈島の嘗語調査
．2、嘗語生活の実態　　　一三河市および付近の機村における一

3　現代語の助詞。助動詞
　　　　一一期法と実例一

4婦人雑誌の矯語　　　　一現代語の語彙講査一

5地域赴会の言語、生活　　　　一鶴岡におげる実態調厳一一一

6　少　 年　 と　 新　 聞

　　　一小学生・中学盆の新闘への接近と理解一

7入門期の欝語能力

9読みの実験的研究　　　一實読にあらわれた読みあやまりの分析一

10低学年の読み書き能力
11敬語と敬語意．、識
・12総倉雑誌の寝台揃細　　　　一環代語の語魏調査一

13総念雑誌の’屠語（後編）
　　　　一現代語の語彙調査一

14中学年の読み書き能力
15明治初期の瓢閣の用語
i6　β本方書の記．商的研究
17・高学年の読み．書き・能力

18話しことばの文盈・（1）
　　　　一対詣籔料による研究一一

19総合雑誌の用字
20同、音語の研究
21、現代雑誌九十種の用語矯字（1）
　　　　一総記および語彙表一

22　現代雑誌九十種の用語用字②
　　　　一漢字菱一
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話しことばの文型②　　　　一一独謡蜜料による研究一

横組みの掌形に関する礒究
現代雑誌九十種の重語用字③
　　　　一分　　　　析一

小学生の言語能力の発達

共通語化の過程　　一重梅避における親子上代のことぽ一
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電子計算機による魔藷研究
社会構造と言譜の関係についての基礎的研究（1）

　　　　一親躾語彙と年会構造一

家庭における子どものコミ”ニケーシUtン意識

電子計算機による国語回船（豆）
　　一薪聞の用語用字調鍛の処理組織一

社会構造と書下の関係についての基礎的研究（2）

　　　　一一マキ・マケと親族呼称一

中学生の漢字習得に関する研究

電子計算機による新聞の語彙調査

電子計算機による新聞の語彙調査伍）

電子計算機による国語研究（巫）

送りがな意識の調査
待　　遇　　表　　現　　の　　実　　態
　　　　一松萎〔24fi寺間調査資料力、ら一

電子計算機による籍闘の語彙調査（亙）

動詞の意味・用法の記述的礒究

形容詞の意味。用法の記述的研究
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幼児の読み鋤き能力
電子計算機による国藷研究（W）
社会構造と書譜の関係についての基礎的醗究（3）

　　　　　一挫溝語彙と憾値観一

電子計算機による薪聞の語彙調査（N）

電子誹算機による国語研究（V）

幼心の文構造の袖無　　　　一3歳～6歳児の講合一

電子計算機による魁語研究（W）

地域社会の書、語生濡　　　　一購岡における20年慾との比較一

言　語　使　用　の凌　遷　ω
　　　　一一癌島県北部地域の郷搬調壷一

電子計算機による国語礒究（顎）

幼兜語の形態論的な分析
　　　　｛動調・形容謂・述語名詞一

現代薪聞の漢宇
比喩表現の理論と分類
幼児の文法能力
電子計算機による国語研究（懸）

X線映画資料による母音の発音の研究
　　　　　一フオネーム研究序説一

電子計箕機による国語研究（IX）

研究報皆集（1）
児童の褻現力と作文
各地方書親族語彙の雷語赴会学的研究（1）

養1手　　　　　　究　　　　　　　幸浸　　　　　　告　　　　　　　集　　　　　　　（2）

幼児の語彙能力
電子計算機による国語研究（X）

国立国語研究所資料集

　1　国籍関係刊行書目（昭和17～24年）
　2　　　語　　　彙　　　調　　　査　　一現代新閥用語の一倒一

　3送り仮名法資料集

東京書籍干唾　　　　4，500円

秀英出版刊　　　700円
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動詞・形容詞問題語用例集
現代新聞の漢字調査（中間報告）

舞目安愚楽鍋用語葉引
10－1方言談話資料（1）一【1形・群馬・長野一

10－2　　方　書　談　言舌　資　牽斗　（2）　　一奈良●高知．長鋳一

10－3方言談話資料（3）一管森噸潟・愛知一

10－4方書談話資料（4）一福井・京都囑根一一
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5，200円

・躰譜・・嬬糖竪調翻璽共糸禰大灘印鵬刊65・円

2
3
4
5

　一発音豪現羅一

ff本語と日本語教育一文艦鰻縫一

昆本語のヌ：法（上）一一日本護激湖欝塞参考盤4一

浸本歯噛畜の評億法一日本語激朝倉鯵考el｝　6一

中・上級教授法一日本語薮育播灘参考聡7一

〃
〃
〃
〃

850円

450円

’l1

500円

蕩校生・新聞腎霧欝譲共編嫉出搬28・ZZ



青靴・ス・コ…ケーシ・ン齢齢羅壽嬬 金沢書店刊　・晶切れ

国憂立国語研究所三十庫のあゆみ
　　　　　　一研究業綴の詔介一

秀英出版刊　1，500円

臼固織教育教林映翻一覧
　　　　　（各巻16ミリカラー，5分，日本シネセル社販売）

　誉　　　　題　　　　名

論1巻これはかえるです一rこそあど」＋「は～ですJ一

第2巻　さいふはどこにありますか一「こそあど」＋F～がある」一

調3巻　やすくないです，たかいです一形容調とその活鍛導入一

議4巻　なにを　しましたか一鋤　　謁一

議5巻　しずかなこうえんで一形容動詞一

第6巻　さあ，かぞえましょう一助数罰一

第7巻　 うつくしいさらになりました一「なる」「する」一一

第8巻　きりんはどこにいますか一「いる」rある」一

遍9巻　かまくらをあるきます一網鋤の表麗一

第10轡　おかねをとられました一受身の衷現1一

第11巻　どちらがすきですか一比較・程痩の蓑現一

第12巻　もみじがとてもきれいでした一です，でした，でしょう一

第13巻　きょうはあめがふっています一して，している，していた一

第14巻　そうじはしてありますか一してある・しておく・してしまう一

廓15巻　おみまいにいきませんか一門頼●励誘の蓑現…一

第16巻　なみのおとがきこえてきます一「いく」「くる」一一

第17巻　みずうみのえをかいたことがありますか一一経験・予建の蓑現一一

第18誉　あのいわまでおよげますか一可能の表現一

州エ9巻　よみせをみにいきたいです一意志・希艶の蓑現一

三20巻　てんきがいいからさんぽを　しましよう一一駆レ理由の表現一

第21巻　さくらがきれいだそうです一曲鋳様態の表現一一

第22巻　あめにふられてこまりました一受身の表現2一

　第1巻～第3巻は，文化庁との共岡企画

プリント儲格

　　30，　OOO円
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　　　　／t
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〃
〃
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〃

vTR価格1／2インチrk　一プンリール21，000円，3／4インチカセット20，000円
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